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家計リスク点検アプリと学習教材の全国普及 
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はじめに 

 

 物価高騰続く中で、生活困窮者の相談内容が深刻化し、SNS を通して簡単に大金を稼げる

闇バイトや投資詐欺等が横行しており、借金等で苦しんでいる若い世代の増加も危惧されて

いる。このような中、収支のバランスを意識せずに安易に借金をして返済に追われてしまって

も相談への忌避感があり早期に必要な支援に繋がらない状況、親世代の家計管理能力の低下

や生活の破綻等の様々な要因で、従来家庭の中で自然に身に付いていた家計管理のノウハウ

を習得できないままに社会に出てしまっている状況等から、今後経済的に困窮する人が増え

ていく恐れが大きいと推測される。 

これまで当団体では、各地の支援機関への講師派遣や研修会の開催等に取り組んできたが、

これらの取組だけでは限界があり、支援現場や相談者に向けてこれまでと異なるアプローチも

必要となっていると考えた。その一環として令和６年度から、生活困窮に陥らないための予防

的な側面と、実際に生活に困窮している方を相談窓口に繋げることを目的として、家計リスク

点検アプリと新社会人向けのテキストの開発に取り組み、全国２６都道府県で試用テストを行

ってきた。 

今年度は、試用テストの結果を踏まえてアプリと学習教材の改善を行い、完成したアプリと

学習教材を全国に普及する活動に取り組んだ。全国９ブロック（地域）の地域委員会が中心と

なって説明会を実施したり、各地の支援機関や教育機関等へ訪問するなどして、アプリと学習

教材を丁寧に案内し利用を呼びかけた。今後窓口を訪れてチラシを目にしてアプリにアクセス

した方々や、教材を手にした生徒の皆さんが、家計について考える機会となり、早期に課題に

気づいて必要な支援に繋がることができるきっかけになるなど、問題の深刻化を未然に防ぐ

ことに少しでも寄与できるのではないかと期待している。各地で多様に展開された普及活動

を通して、ブロック（地域）毎の支援員同士の交流・情報交換などの副次的な効果も生まれて

いる。 

また、今年度は子ども時代からの家計管理を学んでもらうための教材作りにも取り組んだ。

実際に地域の小中高校等で子どもたちを対象に講師を務めた経験のある開発委員が中心と

なって、学校の授業等で使える小・中学生向け、高校生向けのテキストの開発を進めた。 

次年度以降は、今年度開発に取り組んできた小･中・高校生向けテキストを完成させて、先

に開発した家計リスク点検アプリと社会人向けのテキストとともに、様々な場面でより多くの

方に活用いただけるように、地域委員をはじめ関係者の皆様の協力を得ながら、引き続き普

及活動に取り組んでいきたい。 

今年度、地域委員会・拡大地域委員会で普及活動に取り組んでいただいた皆様、趣旨に賛

同して各地で普及活動にご協力いただいた皆様、開発委員会・作業部会の皆様に感謝を申し

上げたい。 

 

生活困窮者自立支援全国ネットワーク  

家計改善支援部会委員 
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Ⅰ．目的 

 

一般的な家計管理に関するアプリや学習教材は、生活困窮者の生活実態に即した内容にな

っていない。加えて、親世代の家計管理能力の低下や生活の破綻等の様々な要因で、従来家

庭の中で自然に身に付けられた家計管理のノウハウを習得できないままに社会に出てしまい、

困窮する人が増えている。 

その様な社会状況の中で、生活困窮に陥らないための予防的な側面と、実際に生活に困窮

している方を相談窓口に繋げることを目的として、アプリと学習教材の開発に取り組んできた。

開発したアプリや学習教材を全国の支援機関や学校等にも普及させることで、誰もが手軽に

家計の課題やリスクに気づくことが可能となり、課題に気づいた相談者が早期に必要な支援

に繋がることができる等、問題の深刻化を未然に防ぐことが期待できる。 

 

 

Ⅱ．事業概要 

 

（１）助成テーマ 

安心して暮らせるための地域共生社会の実現に向けた包括的な支援に資する事業  

 

（２）応募事業名   

家計リスク点検アプリと学習教材の全国普及と早期支援に繋げる事業  

 

（３）事業概要  

誰もが経済的な困窮に陥らず希望を持って暮らすことができ、家計管理の支援が必要な相

談者を早期に支援に繋ぐことを目的に、自分の暮らしかたや無自覚な消費行動がどのような

リスクを生むのか、どうすべきかをゲーム感覚で手軽に自己点検できるアプリと、自分で家計

を把握して収支のバランスを取りながら家計を管理していくことの重要性や困窮を予防する

ための知識を学ぶことができる教材を開発し、活用を全国に広げていく事業。事業を通して支

援員の負担軽減や支援員同士の連携や交流を深めるにも寄与する事業を、以下４つの柱立て

で実施した。 

 

 １、令和 6 年度開発した家計管理のリスクを点検できるアプリの改善・完成と開発 

    令和 6 年度に開発したアプリの試用テストデータ・アンケートを分析し、アプリ試用テス

トのコメントを一つずつ精査し、設問の修正や、アプリのシステム変更を行った。さらに、

学生・新社会人は実家暮らしと 1 人暮らしに設問を分け、就職氷河期用世代が特定でき

るようにし、最後の評価コメントも年代別に作成するなど、大幅な修正・追加を行い完成

させた。 

 

２、令和 6 年度開発した家計管理を学ぶ教材の改善と高校生用テキストの追加開発、母子と

高齢者の追加開発に向けた調査 

    新社会人向けのテキストは、前年度のアンケート結果を踏まえて必要な改善を行った。

高校生用のテキストだけでなく、もっと早い時期から学べるように小学生・中学生向けの

教材も追加で開発することとし、小・中校生向け、高校生向け２種の教材の開発を進めた。

また、母子世帯や高齢者向けの専用の学習教材開発に向けては、関連する資料を収集す

るなどして、次年度以降の開発に向けた調査を行った。 

  

３、改善したアプリと学習教材の普及 

    完成したアプリと学習教材を全国へ普及するために 8 月に地域委員を対象に全体会を

開催した。地域委員が各ブロックで説明会を開けるように、前年度の試用テストを反映し
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開催した。地域委員が各ブロックで説明会を開けるように、前年度の試用テストを反映し

た修正点、完成したアプリと学習教材の内容を説明し、各ブロックでの普及活動の進め方 

を検討した。全体会の検討を受けて、全国の相談窓口や学校等での普及に使用できるグ 

ッズとして一般向けのチラシやカードを作成した。新社会人向けのテキストとチラシ、カー 

ドを印刷（製本）して、地域委員等から送付先を届けてもらい、必要部数を全国の支援機 

関等に送付した。11 月に開催した第１２回生活困窮者自立支援全国研究交流大会（滋賀 

県大津市）の家計改善支援部会で企画した分科会や１２月から１月にかけて全国６ブロッ 

クで実施した現任者向け研修でのアピールも行った。各ブロックの地域委員、協力部会員 

等によるによる説明会や関係機関への訪問など多岐にわたる工夫された普及活動が展 

開された。 

  

４、運営委員会、開発委員会、作業部会、地域委員会、全体会の設置と運営 

    運営委員会で事業計画を定め、事業の遂行に責任を持つ体制とした。アプリとテキスト

の完成に向けて、前年度の試用テストのアンケート結果を踏まえて、３回の作業部会、開

発委員会での検討を経て、運営委員会で確認して完成させた。９ブロックの地域委員会

では、協力部会員の協力を得ながらアプリと学習教材の普及活動を展開した。普及活動

に先立ち全体会を開催して方針を相談し、年度末には各ブロックから普及活動を報告・共

有するために２回目の全体会を開催した。 

 

 

Ⅲ.事業の詳細 

 

１． 令和 6 年度開発した家計管理のリスクを点検できるアプリの改善・完成と開発 

 

（1）概要 

   R6 年度に延べ４９０名による試用テストの４６２名の回答（地域委員と協力部会員を通し

ての試用テスト３１０名、高等学校等の協力を得ての試用テスト１５２名）のアンケート結果を

分析し、延べ２９７名の記述内容について、４回の作業部会で一つずつ点検し、できるだけ

反映できるように設問や選択肢等を約８割修正する案を準備し、開発委員会、運営委員会

での検討を経て完成した。幅広い世代で違和感なく利用でき、リスク点検に役だち、支援に

繋がりやすいアプリに改善することができた。 

 

（２）アプリの改善点について 

   試用テストを受けて、ターゲット分類、設問・選択肢、評価コメントの修正、アプリ全体の設

計の修正を行った。 

完成したアプリはこちら↓  

URL：https://life-poor-support-japan.net/kakeiapp/ 

 

１）アプリのターゲット分類、設問・選択肢、評価コメントの修正について 

   ①ターゲットを分類するための設問・選択肢の修正 

     次のようなアンケートのご意見を受けて、設問や選択肢を修正した。 

 ひとり親だが子どもが成人していると答えられない設問がある 

 子どもは何歳までを聞かれているのか。 

→同居の子どもの設問は、「同居の子ども（18 歳以下）」に修正する。 

 公務員、派遣は選択肢がない。・・・など 

→職業選択の「会社員」に「公務員など」を追加する。 

属性選択の「パート・アルバイト」に、「派遣」を加える。 

   ②カテゴリーの追加、各カテゴリーの設問・選択肢の修正 

     次のようなアンケートのご意見を受けて、カテゴリーの追加、各カテゴリー別設問・選
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択肢を修正した。 

 一人暮らしをしていないので、家賃など家計全体について分からない。 

 親と同居しているので生活費などについて答えることができない。・・・など 

→「大学生・新社会人」を「実家暮らし」「一人暮らし」に分けた。 

 子どもがいないと回答したのに児童手当の設問が出た。 

 住宅ローンがない人にも住宅ローンの設問が出た。 

 選択肢が当てはまらないので回答しにくい。・・・など 

     →各カテゴリーの設問を全て点検し、削除や追加、設問内容、各選択肢、伴う評価点等

の修正を約８割の設問で行った。 

設問の修正：89、設問の削除：４、設問の追加：４（設問数 209） 

選択肢の修正：１０７設問の２４８選択肢 

設問や選択肢の修正に伴い、評価の修正：７８設問 

③評価コメントのカテゴリー別作成と回答に応じた追加コメントの作成 

     次のようなアンケートのご意見を受けて、評価コメントをターゲット別に３パターンに

分け、具体的なコメントを追加した。 

 クレジットカードを使っていないのに、使いすぎているというコメントが出た。 

 年齢層によっては言い回しが受け入れられるか疑問。 

 上から目線、否定されているようなコメントは不愉快なのではないか。 

 結果が抽象的でどうすればよいか分かりにくい。 

 〇〇に相談に行くと良いなどの案内あるといい。・・・など 

     →「高校生・大学生（実家暮らし）」と、「高齢者」と、「それ以外」の 3 パターンを作成し、

コメントや口調を修正した。 

設問の応答の内容で、追加コメント（青文字）を入れるようにした。 

 

 
 

  ２）アプリ全体の設計に関する修正について 

①戻る機能 

「途中で間違えても戻るボタンがない。・・・など」のご意見を受けて、大幅なシステム

変更になり、機動性も落ちることから、戻る機能は入れない。設問に入る前に案内

(自分に一番合った回答を一つだけ選んでね)を入れることにした。  

    ②進捗状況の表示 

「設問が多すぎる。あとどれくらいか分かると最後までできそう。・・・など」のご意

見を受けて、回答の進捗状況の案内「まだまだ序盤」「順調に進行中」「そろそろ折
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見を受けて、回答の進捗状況の案内「まだまだ序盤」「順調に進行中」「そろそろ折

り返し」「ゴールが見えてきた」「あと少し」に加えて、中盤以降に、「あと何問」と表

示するようにした。 

     ③就職氷河期世代への対応 

       就職氷河期世代へ対応できるように、その他のカテゴリーに、当該世代特有の課題 

に関する次の３点（不安定就労かどうか、スキルアップの課題を抱えているか、精神

的不安を感じているか）の設問を加えて、設問・選択肢を作成した。 

 

   １）～2）を受けて、アプリのターゲット分類を下表のように修正（赤文字部分）した。 
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２． 令和 6 年度開発した家計管理を学ぶ教材の改善と高校生用テキストの追加開発、母子と

高齢者の追加開発に向けた調査    

 

（1）概要 

   新社会人向けのテキスト（ワークブック・参考書）は、前年度のアンケート結果を踏まえた

修正案について開発委員会、運営委員会での検討を経て完成した。全国的な普及活動の開

始に向けて、完成したテキストは製本印刷した。当団体のホームページに掲載しているアナ

グマ案内所に PDF データをアップし、二次元コードでアクセスできるようにした。印刷製本

したテキスト２種は、地域委員会を中心とした普及活動を通して全国の支援機関・教育機関

等に届けられ、活用が進んでいる。 

今年度開発に着手した高校生用のテキストの内容を検討していく中で、もっと早い時期

から学べるように小学校・中学生用の教材を追加して開発することを決定した。内容や教材

の形態などを検討し、小・中校生向け、高校生向け２種について次年度完成に向けて開発に

取り組んだ。 

母子世帯や高齢者向けの学習教材開発に向けては、関連する資料を収集・整理するなど、

次年度以降の開発に向けた調査を行った。 

 

（２）新社会人向けのテキストの修正点について 

  １）次のようなアンケートのご意見を受けて、それぞれ改善できるように修正した。他にも文

言の統一などをして読みやすいテキストが完成した。 

   ※完成したテキスト２種は、本紙 資料 ｐ149～153 参照 

   ・平均家賃等の例示が福岡なのが唐突に感じる、他の地域の例もあったほうがいい。 

   →ワークブックの家賃等、支出の例は全て全国平均とし、社会保険料・税金は目安値とし

て掲載した。 

   ・親しみやすいキャラクターだが、アナとマグの言っていることが混乱する。 

   →参考書のアナとマグの掛け合いが、アドバイス役が入れ替わったりして、分かりにくいた

め、マグ（帽子をかぶっている方）をアドバイス役に統一した。 

   ・文字が小さくてよみづらいところがある。 ・・・など 

→印刷製本するテキストサイズは、B5 判とした。 

 

（３）小・中・高校生用のテキストの開発について 

   令和 7 年度の事業計画では、高校生用の学習教材の開発を予定していたが、高校生向け

の内容を検討する中で、もっと早い時期からお金のことを学ぶ機会が必要との意見が出さ

れ、小・中学生用の学習教材も合わせて作成することを決定した。 

教材の開発には、年代別に盛り込む内容・分かりやすさなど、様々な検討も必要となるこ

とから、小・中･高校の学校現場での学習会の講師経験のある社会福祉法人グリーンコープ

（長崎）の西村亜紀子氏、石狩市社会福祉協議会の齊藤明子氏にも開発委員として加わっ

てもらい、教材の開発を進めた。両氏の教材は、学校の授業の時間枠で扱えるボリュームと

分かりやすさ、参加型の学習要素があり、それらを基にして、小・中学生向け、高校生向けの

テキストの開発を進めた。併せて、コミュニティ街ねっとの平川尚子氏が就職や進学を控え

た高校生向けに成人年齢１８歳で求められる社会的な責任など留意点を分かりやすく説明

したテキストも高校生向けの参考書として開発することとした。 

開発する３種のテキストについて、パワーポイント形式の教材と講師役の手引き書、生徒

が自分で書き込んで考えるワークシートを、それぞれの年代に合わせた内容で作成した。今

年度は第２回全体会でテキスト案を紹介する段階まで開発を進めることができた。学校現

場等で活用いただけるように、教材としての精度を上げて、次年度完成させ、普及活動に繋

げたい。 

※開発途中の教材案（３種）は、本紙 資料 ｐ178～188 参照 
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① 小・中学生用教材「お金の教室」 

 「お金の教室」パワーポイント 

 「お金の教室」シナリオ（※開発予定）  

 ワークシート お金の優先順位表（個人） 

 ワークシート お金の優先順位表（班） 

 お小遣い帳の例 

 

② 高校生用教材「お金の教室」 

 「お金の教室」パワーポイント 

 お金の教室」シナリオ（※開発予定）  

 ワークシート 「生活に必要なお金について考えよう」 

 ワークシート 「ひとり暮らしに必要な生活費を考えよう」２シート 

 ひとり暮らし生活費シミュレーター 

 ワークシート 「自分が一人暮らしをするなら」 

  

③ 高校生用参考書「ひとり立ちに向けて覚えおいて欲しいお話」 

・「ひとり立ちに向けて覚えおいて欲しいお話」パワーポイント 

・「ひとり立ちに向けて覚えおいて欲しいお話」シナリオ（※開発予定） 

 

（４）母子世帯や高齢者向けの学習教材開発に向けての調査 

    他団体で作成された、母子世帯や高齢者向けの関連する資料等を閲覧・収集し、どのよ

うな視点で作成されているのか、ボリューム感など複数の観点について調査・整理し、今

後の開発に向けて、意見交換を行った。 
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３．改善したアプリと学習教材の普及 

 

（１）概要 

完成した家計管理のリスク点検アプリと新社会人向けテキストを、生活困窮者、ひきこも

り状態にある者及び生活困窮家庭等も含め、広く一般に活用してもらうために、全国の支

援機関、教育機関等へ向けた普及活動を行った。 

 

（２）情宣グッズの作成、全国的な研修等での普及活動 

１）一般向けのチラシ、カード（名刺大）の作成・印刷 

全国の相談窓口や学校等にも普及できるよう、一般向けの情宣グッズを作成した。 

①一般向けチラシ 

 アプリと教材の内容を説明し、二次元コードを入れた A４版のチラシ 20,000 枚 

②名刺大カード 

相談窓口などに設置してもらうことを想定して、名刺大の大きさの両面にチラシの

内容を盛り込んだカード 50,000 枚 

２）新社会人向けテキスト（ワークブック・参考書）の製本印刷 

高校生や大学生などの教育機関や居場所などでの配布用を想定して、カラー印刷し製

本したテキストを用意した。 

①新社会人向けワークブック（A５判） 20,000 部 

②新社会人向け参考書（A5 判）    20,000 部 

 ３）８８ヶ所（延べ）の支援機関・教育機関等にそれぞれ下記の枚数（部数）を送付した。 

    カード 24,812 枚、チラシ 15,724 枚、テキスト各 14,338 部 

４）アナグマ案内所の掲載 

   当団体のホームページにバナーを設けて、「アナグマ案内所」にアクセスできるようにし

た。「アナグマ案内所」にはアプリと教材、自立相談支援機関一覧も掲載した。 

 

 

当団体のホームページに掲載したバナー 

バナーをクリックすると表示される 
アナグマ案内所のトップページ 
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当団体のホームページに掲載したバナー 

バナーをクリックすると表示される 
アナグマ案内所のトップページ 

４）全国的な研修等での普及 

 ①第１２回生活困窮者自立支援全国研究交流大会 

  １１月８（土）～９（日）に滋賀県大津市にて開催

した全国大会の２日目の家計改善支援部会で

は、２５４名の参加者（現地１２７名、オンライン 1

１２７名）にアプリと新社会人向けテキストの紹

介と普及活動への協力の呼びかけを行った。 

  ②令和７年度現任者向け研修 

   12 月から１月にかけて全国６か所で開催した現

任者向け研修の５４９名の受講者へ、当日受講した地域委員・開発委員から、アプリと新

社会人向けテキストの紹介と普及活動への協力の呼びかけを行った。 

令和８年 １月２２日（木）～２３日（金）仙台市 ８５名 

令和７年１２月１８日（木）～１９日（金）東京都・港区 １１６名 

令和７年１２月４日（木）～ ５日（金）名古屋市 ５８名 

令和７年１２月１１日（木）～１２日（金）大阪市 ９０名 

令和８年 １月２９日（木）～３０日（金）岡山市 ８２名 

令和８年 １月１５日（木）～１６日（金）福岡市 １１８名 

 

（３）9 ブロックで取り組まれた説明会、普及活動 

  全国の各ブロックで地域委員による説明会や多岐にわたる普及活動が行われた。 

１） 北海道ブロック 

① 説明会 

 日時：2025 年１０月２９日 13:30～14:20 

 会場：市民活動プラザ星園 中会議室(札幌市中央区) 

 開催方法：ハイブリッド方式 

 参加：60 名（現地参加 11 名、オンライン参加 49 名） 

 運営：地域委員 2 名、協力部会員 4 名、どうねっと家計改善部会員 1 名 

 内容：アプリと学習教材の説明・質疑・応答 

＜参加者の反応＞ 

・アプリの説明のみならず実際に触れてみたことで、身近な支援ツールとして使え

ることを実感できた。 

・特に若年層の相談や課題を共有できない相談者へ活用できるのではないか。 

・深刻な相談の中で、アナキチくんの可愛さに癒される。 

 ＜運営者としての所感＞ 

運営及び開発委員でもある四井氏に、開発の背景やそこにある想いを直接伺う

ことで、相談を受ける側としてもより身近なツールになったのではないかと感じ

た。また、説明会後に開催した情報交換会でもツールの話題が引き続き展開さ

れており、学生・生徒向けの開発を待ち望む声も出されていた。想いを直接語り

掛けることの大切さは相談支援の現場でも大切とされているが、支援者同士の

場においても重要であることに改めて気づかされた研修会だった。 
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② 普及活動 

説明会後に参加者をはじめ、地域委員、協力部会員等、北海道内の様々な支援機

関から送付依頼があり、１６の機関へ必要な部数のチラシ・カード・テキスト２種（ワ

ークブック・参考書）を届けた。 

一般情宣用カードを各支援機関の窓口に置いてもらうために、カードを立てて置

くための「家計アプリカードケース（市販の名刺スタンドを活用）」を普及活動のグ

ッズとして用意し、説明会等で配布するなど、設置してもらいやすい工夫を試みた。 

 

〇送付した支援機関は以下の通り。 

 札幌市 NPO 法人ひとり親とこどもふぉーらむ北海道 

      札幌市生活就労支援センターステップ 

 石狩市 石狩市社会福祉協議会 

 江別市 江別市社会福祉協議会 

 旭川市 旭川市自立サポートセンター 

 函館市 函館市地域包括支援センターあさひ 

       函館市地域生活支援センターこん中央 

       函館市地域生活支援センターきとう 

 北見市 北見自立支援センター 

紋別市 紋別市社会福祉協議会 

上川振興局 かみかわ生活あんしんセンター 

 中富良野町 中富良野町社会福祉協議会 

 留萌振興局 るもい生活あんしんセンター 

 根室振興局 ねむろ日常生活サポートセンター 

 オホーツク振興局 オホーツク相談センターふくろう 

 後志振興局 つなぐしりべし 

〇送付先・部数は以下の通り 
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ークブック・参考書）を届けた。 

一般情宣用カードを各支援機関の窓口に置いてもらうために、カードを立てて置

くための「家計アプリカードケース（市販の名刺スタンドを活用）」を普及活動のグ

ッズとして用意し、説明会等で配布するなど、設置してもらいやすい工夫を試みた。 

 

〇送付した支援機関は以下の通り。 

 札幌市 NPO 法人ひとり親とこどもふぉーらむ北海道 

      札幌市生活就労支援センターステップ 

 石狩市 石狩市社会福祉協議会 

 江別市 江別市社会福祉協議会 

 旭川市 旭川市自立サポートセンター 

 函館市 函館市地域包括支援センターあさひ 

       函館市地域生活支援センターこん中央 

       函館市地域生活支援センターきとう 

 北見市 北見自立支援センター 

紋別市 紋別市社会福祉協議会 

上川振興局 かみかわ生活あんしんセンター 

 中富良野町 中富良野町社会福祉協議会 

 留萌振興局 るもい生活あんしんセンター 

 根室振興局 ねむろ日常生活サポートセンター 

 オホーツク振興局 オホーツク相談センターふくろう 

 後志振興局 つなぐしりべし 

〇送付先・部数は以下の通り 

 
 

２） 東北ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年１０月３０日 15：00～16：00 

 開催方法：オンライン 

 参加：７名(協力部会員、部会員、地域委員) 

 内容：アプリと学習教材の説明、普及活動の方法他 

＜所感＞ 

アプリ利用に関しては部会員からも「積極的に行っていきたい」「支援者として

相談時にどのように使えるのかを詳しく知りたい(例：相談者が質問項目をどの

ように入力したのか確認したい)」という声が聞かれた。参考書やワークブックは

評判が良いと感じた。新社会人のものだけでなく、今後子どもと親向けのワー

クブックもあると取り入れやすいと思われる。 

 
② 普及活動 

 チラシ配布、相談ブース内での掲示 

 岩手県盛岡市支援調整会議(2 回) 

 岩手県内各福祉事務所(２４自治体)へ周知の文書をメール（下記）送付。 
 

【周知依頼】家計リスク点検アプリ「家計の道しるべ」及び学習教材の活用について 

各市局生活困窮者自立支援制度ご担当者様 

お世話になっております。 県庁地域福祉課の白濱です。 

 標記について、一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワークより、家計リスク点検

アプリ及び学習教材の紹介がありましたので共有いたします。 

 本アプリ及び教材は、生活困窮者の早期支援や自立促進に資するものであるため、各福

祉事務所におかれましては、各自立相談支援機関や関係機関への周知をお願いいたしま

す。 

 ※添付のチラシ（「アナグマ案内所」「家計リスク点検アプリと学習教材」）を参照。 

 ↓以下、(特非)インクルいわての阿部様（全国ネットワーク家計改善支援部会東北ブロッ

ク地域委員）より↓ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
【事業の目的】 

 コロナ禍や物価高騰が続く中、従来家庭環境の中で自然に身につけられていた家計管理のノウハ

ウを習得できずに社会に出ており、困窮する人が増加している傾向がみられています。誰もが気軽

に使用できるアプリや教材の活用が全国に広がることで、困窮する前に自らの課題に気づき必要な

支援に繋がるなど、問題の深刻化を未然に防ぐことを事業の目的としています。 

【利用シーンについて】 

 各機関や相談者の状況により異なるかと思いますがこのアプリの使用する状況については下記の

状況が考えられます。 
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 ●相談支援の入り口として(面談中の待ち時間にやってもらう) 

 ●ネット上での自己判断として 

 チラシに記載の QR コードにアクセスしていただき「家計の道しるべ」をクリックすることで診断が

開始されます。 

 これはあくまで入り口としてのツールであり、診断後に近隣の相談支援機関がどこなのかも検索

可能です。 

【添付資料について】 

 ●添付のチラシ２種類の活用について 

 ①アナグマ案内所(一般用チラシ)：窓口の入り口に配架していただくなど、相談者へ持ち出しして

いただくものです。 

 ②家計リスク点検アプリを利用してみよう(普及用チラシ)：相談ブース内に掲示していただき、待

ち時間にアプリの利用のおすすめをしていただきたいです。 

 その診断を相談者と支援者で共有するなどして、自立相談から家計改善相談への足掛かりにして

いただければと思います。 

【その他】 

 そのほかに、アプリの使い方を詳しく知りたいという自治体や自立支援機関にも必要であれば説

明会も可能です。 

 名刺サイズのチラシ、学習教材「ワークブック・参考書」なども準備しております。 

 学習教材については、部数が多く必要でしたら取り寄せしお配りすることも可能です。 

 必要部数など阿部までご連絡いただければと思います。 

 

 岩手県庁地域福祉課のつながりでのアプリ紹介 

         (弁護士、消費センター、県民生活センター、キャリアバンク) 

 協力部会員、部会員による普及活動として、各事業所に持ち帰り、事業所の管内

での周知説明 

 ・岩手県和賀郡西和賀町、住田町など７市町で紹介(岩手県内で約２００部) 

 ・福島県いわき市 

 ・宮城県岩沼市、（東松島市） 

 ・秋田県湯沢市、横手市 

 ・岩手県花巻市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 関東・甲信越ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年１０月１０日 14：00～17：00 

 会場：千葉県弁護士会館 講堂 

 参加：４５名（家計改善支援員） 

 対応：地域委員（榊原樹子） 

 内容：アプリと学習教材の説明他 

＜所感＞ 

         千葉県生活困窮者自立支援実務者ネットワーク家計改善支援部会の家計改善

学習会の第二部として、「家計リスク点検アプリと学習教材」説明会を実施した。

パワーポイントを使用して開発の経緯や狙い等を説明し、説明途中で時間をと
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 ●相談支援の入り口として(面談中の待ち時間にやってもらう) 

 ●ネット上での自己判断として 

 チラシに記載の QR コードにアクセスしていただき「家計の道しるべ」をクリックすることで診断が

開始されます。 

 これはあくまで入り口としてのツールであり、診断後に近隣の相談支援機関がどこなのかも検索

可能です。 

【添付資料について】 

 ●添付のチラシ２種類の活用について 

 ①アナグマ案内所(一般用チラシ)：窓口の入り口に配架していただくなど、相談者へ持ち出しして

いただくものです。 

 ②家計リスク点検アプリを利用してみよう(普及用チラシ)：相談ブース内に掲示していただき、待

ち時間にアプリの利用のおすすめをしていただきたいです。 

 その診断を相談者と支援者で共有するなどして、自立相談から家計改善相談への足掛かりにして

いただければと思います。 

【その他】 

 そのほかに、アプリの使い方を詳しく知りたいという自治体や自立支援機関にも必要であれば説

明会も可能です。 

 名刺サイズのチラシ、学習教材「ワークブック・参考書」なども準備しております。 

 学習教材については、部数が多く必要でしたら取り寄せしお配りすることも可能です。 

 必要部数など阿部までご連絡いただければと思います。 

 

 岩手県庁地域福祉課のつながりでのアプリ紹介 

         (弁護士、消費センター、県民生活センター、キャリアバンク) 

 協力部会員、部会員による普及活動として、各事業所に持ち帰り、事業所の管内

での周知説明 

 ・岩手県和賀郡西和賀町、住田町など７市町で紹介(岩手県内で約２００部) 

 ・福島県いわき市 

 ・宮城県岩沼市、（東松島市） 

 ・秋田県湯沢市、横手市 

 ・岩手県花巻市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 関東・甲信越ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年１０月１０日 14：00～17：00 

 会場：千葉県弁護士会館 講堂 

 参加：４５名（家計改善支援員） 

 対応：地域委員（榊原樹子） 

 内容：アプリと学習教材の説明他 

＜所感＞ 

         千葉県生活困窮者自立支援実務者ネットワーク家計改善支援部会の家計改善

学習会の第二部として、「家計リスク点検アプリと学習教材」説明会を実施した。

パワーポイントを使用して開発の経緯や狙い等を説明し、説明途中で時間をと

って実際にアプリを操作してもらった。学習資料もわかりやすいと好評だった。 

学習会の終了後に、テキスト等の送付希望を募ったところ、10 の自治体の生活

困窮者支援窓口から各 30 部程度の希望があり、郵送（手渡し）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 普及活動 

 日時：２０２５年１２月４日 12：30～12：50 

 普及先：千葉県生活困窮者自立支援制度従事者研修 

 対応：地域委員（榊原樹子） 

 内容：『自立相談支援事業と家計改善支援事業との連携について』で、約２０    

分間の講義をする中で、本事業の紹介をし、受講生 35 名にテキストと 

カードを配布した。別の講師（生きづらい人と一緒に働く！千葉県市川 

市のソーシャルファーム 地域生活支援サービス事業者）から、ワーカー 

さんに紹介したいとの声をいただき、後日 10 部郵送した。 

 

 日時：２０２５年１２月５日 14：00～15：30 

 普及先：日本福祉大学社会福祉学部（総合政策専修）角崎洋平教授の「現代生   

活論」のオンデマンド講義を受講する社会福祉学部の３年生 

 対応：地域委員（榊原樹子） 

 内容：「家計から診た、現代生活の困難と社会福祉・福祉政策の必要性」のテ 

    ーマでゲスト講師の依頼があり、社会福祉学部の学生（３年生）向けに 

家計改善支援事業や貸付事業の重要性を伝える授業をオンデマンドで

実施した際に紹介した。卒業後に様々な支援の仕事に就く可能性の高

い学生達なので様々な分野と連携していくことの重要性を伝え、社会

で自立して生活する時期を控えている学生自身にも当事者意識を持っ

て考えてもらえるよう促した。紙のテキストは、来年度の授業で使用し

ていただくよう５０部ずつ郵送した。 

 

 日時：２０２５年１１月１９日 10：00～10：30 

 普及先：神奈川県座間市成年後見利用促進センター/座間市あんしんセンター 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリの活用演習及び操作体験、教材説明 

          

 日時：２０２５年１１月２７日 15：00～15：25 

 普及先：神奈川県座間市障がい児・者基幹相談センター 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリの活用演習及び操作体験、教材説明 

         

 日時：２０２５年１１月２８日 11：20～11：40 

 普及先：令和 7 年度神奈川県生活困窮者自立支援制度担当者会議 
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 対応：地域委員（川澄弥恵、加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、質疑・応答 

         

 日時：２０２５年１１月２９日  

 普及先：武蔵野大学 渡辺裕一氏（東京都） 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所及び URL の紹介、アプリ・教材の説明使用事例紹介 

         

 日時：２０２６年１月３０日 10：10〜10：25 

 普及先：社会福祉法人中心会 ユニバーサル就労支援（神奈川県海老名市） 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明 

         

 日時：２０２６年１月３０日 11：50〜12：10 

 普及先：神奈川県座間市生活困窮者自立支援機関 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、活用演習・操作体験等 

         

 日時：２０２６年２月２４日  

 普及先：神奈川県座間市障がい児・者笑顔増進協議会 相談支援部会 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、活用演習・操作体験等 

         

 日時：２０２６年３月 

 普及先：神奈川県社会福祉協議会 生活福祉資金 担当者会議 

神奈川県社会福祉協議会生活困窮者自立支援事業 担当者会議 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、活用演習・操作体験等 

 

 

４） 東海・北陸ブロック 

① 普及活動 

 日時：２０２５年１０月〜１１月 

 普及先：知多地域権利擁護支援センター 今井氏、金森氏（愛知県） 

 対応：地域委員（丹羽宏太） 

 内容：知多地域権利擁護支援センターが開催する「権利擁護サポーター講座」の  

会場にて、知多半島圏域内の日常生活自立支援事業担当者に周知する

とともに、後日、知多地域権利擁護支援センターから、知多半島圏域内

の市役所担当課、福祉関係機関のメーリングリストへアプリ及び教材の

データを周知。問い合わせのあった知多南部基幹相談支援センターゆめ

じろうへ１０部・美浜町社協へ５０部送付。 

         

 日時：２０２５年１０月下旬 

 普及先：愛知県庁地域福祉課生活困窮者支援グループ  

 対応：地域委員（丹羽宏太） 

 内容：担当課にアプリ及び教材のデータを周知。 

           ⇒2026 年 2 月 24 日に、愛知県庁地域福祉課生活困窮者支援グルー

プから、各市の生活困窮者自立支援制度主管課担当者及び関係する
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 対応：地域委員（川澄弥恵、加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、質疑・応答 

         

 日時：２０２５年１１月２９日  

 普及先：武蔵野大学 渡辺裕一氏（東京都） 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所及び URL の紹介、アプリ・教材の説明使用事例紹介 

         

 日時：２０２６年１月３０日 10：10〜10：25 

 普及先：社会福祉法人中心会 ユニバーサル就労支援（神奈川県海老名市） 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明 

         

 日時：２０２６年１月３０日 11：50〜12：10 

 普及先：神奈川県座間市生活困窮者自立支援機関 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、活用演習・操作体験等 

         

 日時：２０２６年２月２４日  

 普及先：神奈川県座間市障がい児・者笑顔増進協議会 相談支援部会 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、活用演習・操作体験等 

         

 日時：２０２６年３月 

 普及先：神奈川県社会福祉協議会 生活福祉資金 担当者会議 

神奈川県社会福祉協議会生活困窮者自立支援事業 担当者会議 

 対応：地域委員（加藤あずさ） 

 内容：アナグマ案内所の説明、アプリ・教材の説明、活用演習・操作体験等 

 

 

４） 東海・北陸ブロック 

① 普及活動 

 日時：２０２５年１０月〜１１月 

 普及先：知多地域権利擁護支援センター 今井氏、金森氏（愛知県） 

 対応：地域委員（丹羽宏太） 

 内容：知多地域権利擁護支援センターが開催する「権利擁護サポーター講座」の  

会場にて、知多半島圏域内の日常生活自立支援事業担当者に周知する

とともに、後日、知多地域権利擁護支援センターから、知多半島圏域内

の市役所担当課、福祉関係機関のメーリングリストへアプリ及び教材の

データを周知。問い合わせのあった知多南部基幹相談支援センターゆめ

じろうへ１０部・美浜町社協へ５０部送付。 

         

 日時：２０２５年１０月下旬 

 普及先：愛知県庁地域福祉課生活困窮者支援グループ  

 対応：地域委員（丹羽宏太） 

 内容：担当課にアプリ及び教材のデータを周知。 

           ⇒2026 年 2 月 24 日に、愛知県庁地域福祉課生活困窮者支援グルー

プから、各市の生活困窮者自立支援制度主管課担当者及び関係する

愛知県福祉相談センター地域福祉課担当者宛に、アナグマ案内所の

URL 等一斉周知メール（下記）送付された。        
        差出人: 地域福祉課 

送信日時: 2026 年 2 月 24 日火曜日 10:16 

件名: 【情報共有】令和 7 年度生活困窮者自立支援制度東海・北陸ブロック会議資料

等の情報提供 

 

各市 生活困窮者自立支援制度主管課 御担当者様 

（同報：関係県福祉相談センター 地域福祉課 御担当者様） 

お世話になっております。 

例年、東海・北陸地域の県及び指定都市・中核市により生活困窮者自立支 

援制度東海・北陸ブロック会議が開催されておりますが、今年度の会議資 

料のうち、厚生労働省の行政説明に係る資料について、一般市及び委託事 

業者への情報共有可の連絡がありましたので、お送りします。 

特段の新情報はありませんが、最新の情報がまとまっている資料となって 

おりますので、業務引き継ぎ等に御活用いただければと思います。 

また、上記資料中にも記載がありますが、（一社）全国生活困窮者自立支援 

ネットワークが独立行政法人福祉医療機構の社会福祉振興助成事業 

（WAM 助成）を受けて作成した、家計リスク点検アプリと学習教材につい 

ても、案内がありましたので情報共有します。 

〇アナグマ案内所 

https://life-poor-support-japan.net/kakeiapp/ 

当該アプリや教材は家計改善支援事業における支援内での使用というより 

も、「家計のリスク点検アプリ」については、 

・相談支援の入り口として（待ち時間にやってもらう） 

・ネット上での自己診断として 

「テキスト（ワークブック・参考書）」については、 

・新社会人の皆様に 

・家計の自己点検用に 

ということを想定して作成されたとのことです。 

生活困窮の窓口だけではなく、地域包括等の様々な窓口で、来庁者の方が 

家計について考える契機となるような内容となっておりますので、各地域 

の実情に応じ、活用を御検討ください。 

また、サイト内で家計に課題がある場合の相談窓口として、自立相談支援 

機関が案内されておりますので、御承知おきください。 

よろしくお願いいたします。 

 

 日時：２０２５年１２月 

 普及先：愛知県名古屋市役所健康福祉局地域共生推進部地域共生推進課 

           →名古屋市仕事暮らし自立サポートセンター名駅・大曽根・金山の 3 センター 

 対応：地域委員（塚本淑惠） 

 内容：金山センターより上記業務委託元である担当課へ情報共有し、担当課

より 3 センターへアプリおよび教材の周知予定。 

         

 日時：２０２５年１１月 

 普及先：協力部会員６名 

 対応：地域委員（塚本淑惠） 

 内容：昨年度の活動へのお礼を兼ねてアプリおよび教材周知のメール送付。 

・三重県尾鷲市社会福祉協議会/おわせ生活サポートセンタークローバー

１０部(カード５０部)送付 

・愛知県岩倉市生活自立支援相談室/労働者協同組合ワーカーズコープ・ 
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センター事業団 岩倉事業所 2 部送付 

         

 日時：２０２６年１月 

 普及先：三重県尾鷲市社会福祉協議会（協力部会員） 

 内容：尾鷲市の広報紙（３月号）に情宣カードをそのまま掲載頂いた。 

 

 

５） 近畿ブロック 

① 普及活動 

 日時：２０２５年９月２日 

 普及先：生活困窮者自立支援全国研究交流大会 現地実行委員会（滋賀県） 

 対応：運営・開発委員（生水裕美） 

 内容：現地実行委員 20 名にアプリ紹介・体験 

         

 日時：２０２５年９月３日 19：00～20：00 

 普及先：やすクール（滋賀県野洲市学習支援事業） 

 対応：運営・開発委員（生水裕美） 

 内容：学習ボランティアに アプリ紹介・体験 

         

 日時：２０２５年１０月２４日 10：00～12：00 

 普及先：滋賀県野洲市 支援調整会議 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：支援調整会議の中で、アプリと参考書・ワークブックの紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 日時：２０２５年１０月２８日 14：00～15：00 

 普及先：滋賀県野洲市社会福祉協議会 相談支援課貸付チーム 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：貸付チーム相談員に、アプリと参考書・ワークブックの紹介と体験   

       

 日時：２０２５年１０月３０日 

 普及先：滋賀県野洲市子育て家庭支援課 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：ひとり親家庭への相談員に、アプリと参考書・ワークブックの紹介と家   

計相談へ繋ぐきっかけとして使ってもらうように案内。 

         

 日時：２０２６年２月３日 14：00～15：00 

 普及先：つながり若者センター・滋賀県地域擁護推進協議会 
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センター事業団 岩倉事業所 2 部送付 

         

 日時：２０２６年１月 

 普及先：三重県尾鷲市社会福祉協議会（協力部会員） 

 内容：尾鷲市の広報紙（３月号）に情宣カードをそのまま掲載頂いた。 

 

 

５） 近畿ブロック 

① 普及活動 

 日時：２０２５年９月２日 

 普及先：生活困窮者自立支援全国研究交流大会 現地実行委員会（滋賀県） 

 対応：運営・開発委員（生水裕美） 

 内容：現地実行委員 20 名にアプリ紹介・体験 

         

 日時：２０２５年９月３日 19：00～20：00 

 普及先：やすクール（滋賀県野洲市学習支援事業） 

 対応：運営・開発委員（生水裕美） 

 内容：学習ボランティアに アプリ紹介・体験 

         

 日時：２０２５年１０月２４日 10：00～12：00 

 普及先：滋賀県野洲市 支援調整会議 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：支援調整会議の中で、アプリと参考書・ワークブックの紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 日時：２０２５年１０月２８日 14：00～15：00 

 普及先：滋賀県野洲市社会福祉協議会 相談支援課貸付チーム 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：貸付チーム相談員に、アプリと参考書・ワークブックの紹介と体験   

       

 日時：２０２５年１０月３０日 

 普及先：滋賀県野洲市子育て家庭支援課 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：ひとり親家庭への相談員に、アプリと参考書・ワークブックの紹介と家   

計相談へ繋ぐきっかけとして使ってもらうように案内。 

         

 日時：２０２６年２月３日 14：00～15：00 

 普及先：つながり若者センター・滋賀県地域擁護推進協議会 

 対応：地域委員（菊井千恵子） 

 内容：滋賀県内の児童養護施設の関係者会議でのアプリと、参考書・ワークブ 

ックの紹介。養護施設を１８歳で離れるため金銭教育はとても重要だが、 

職員は何をどう教えるのか手探りと言われ、その教材にと案内する。 

         

 日時：２０２５年１０月９日 13：00～14：00 

 普及先：兵庫県神戸市東灘区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機   

      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布        

 

 日時：２０２５年１０月９日 15：00～16：00 

 普及先：兵庫県神戸市灘区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布      

 

 日時：２０２５年１０月１０日 10：30～12：00、13：00～14：00 

 普及先：兵庫県神戸市中央区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機 

      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布     

 

 日時：２０２５年１０月１０日 15：00～16：00 

 普及先：兵庫県神戸市長田区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機 

      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布      

 

 日時：２０２５年１０月１７日 13：30～14：30 

 普及先：兵庫県神戸市須磨区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機 

      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布      

 

 日時：２０２５年１０月１７日 15：30～16：30 

 普及先：兵庫県神戸市北須磨区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係 

機関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布      

 

 日時：２０２５年１０月２４日 13：00～14：00 

 普及先：兵庫県神戸市垂水区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機 
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      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布   

    

 日時：２０２５年１０月２４日 15：30～16：30 

 普及先：兵庫県神戸市西区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布      

 

 日時：２０２５年１０月２９日 15：30～16：30 

 普及先：兵庫県神戸市長田区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機 

      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：ＣＷ向け家計改善支援研修にて、普及活動。一般向け情宣用チラシ、一 

般向け案内カード、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシ

を配布      

 

 日時：２０２５年１０月３０日 14：00～15：00 

 普及先：兵庫県神戸市兵庫区 家計改善支援研修、ＣＷ 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：ＣＷ向け家計改善支援研修にて、普及活動。一般向け情宣用チラシ、一  

一般向け案内カード、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラ

シを配布      

 

 

６） 中国・四国ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年９月２９日 10：00～11：00 

 会場：岡山国際交流センター 

 開催方法：ハイブリッド開催 

 参加：４４名（会場７名 オンライン３７名） 

 運営：地域委員２名（事務局２名） 

 内容：事業の目的、アプリと学習教材の説明、普及活動について、意見交換他 

＜所感＞ 

         ・ハイブリット開催でほとんどの県（徳島県以外）から参加して頂けた。開催の時

間も参加しやすさに繋がったようだ。 

・アプリ・テキストをパワーポイントで紹介し、対象者を伝える事で、それぞれの現

場での活用方法イメージに繋がった。 

・必要な世帯に繋がる、早期支援に繋がる、この事をしっかりと今後の普及活動

にも活かしたい 

・本事業目的②での「習得できないまま社会に出て困窮に陥る」と同じような世

帯ケースの話が参加者から出る。支援員としても現場での活用方法が伝わった

ようだ。 

・参加者からの質問に対する回答 

⇒地域委員が情宣に出向くことができる。  

 資料などは 地域委員を通して渡す。 
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      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布   

    

 日時：２０２５年１０月２４日 15：30～16：30 

 普及先：兵庫県神戸市西区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：支援調整会議にて普及活動。一般向け情宣用チラシ、一般向け案内カー 

ド、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシを配布      

 

 日時：２０２５年１０月２９日 15：30～16：30 

 普及先：兵庫県神戸市長田区 自立相談支援機関、社協、その他、支援関係機 

      関 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：ＣＷ向け家計改善支援研修にて、普及活動。一般向け情宣用チラシ、一 

般向け案内カード、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラシ

を配布      

 

 日時：２０２５年１０月３０日 14：00～15：00 

 普及先：兵庫県神戸市兵庫区 家計改善支援研修、ＣＷ 

 対応：地域委員（覺前典文） 

 内容：ＣＷ向け家計改善支援研修にて、普及活動。一般向け情宣用チラシ、一  

一般向け案内カード、テキスト２種（ワークブック・参考書）、普及用チラ

シを配布      

 

 

６） 中国・四国ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年９月２９日 10：00～11：00 

 会場：岡山国際交流センター 

 開催方法：ハイブリッド開催 

 参加：４４名（会場７名 オンライン３７名） 

 運営：地域委員２名（事務局２名） 

 内容：事業の目的、アプリと学習教材の説明、普及活動について、意見交換他 

＜所感＞ 

         ・ハイブリット開催でほとんどの県（徳島県以外）から参加して頂けた。開催の時

間も参加しやすさに繋がったようだ。 

・アプリ・テキストをパワーポイントで紹介し、対象者を伝える事で、それぞれの現

場での活用方法イメージに繋がった。 

・必要な世帯に繋がる、早期支援に繋がる、この事をしっかりと今後の普及活動

にも活かしたい 

・本事業目的②での「習得できないまま社会に出て困窮に陥る」と同じような世

帯ケースの話が参加者から出る。支援員としても現場での活用方法が伝わった

ようだ。 

・参加者からの質問に対する回答 

⇒地域委員が情宣に出向くことができる。  

 資料などは 地域委員を通して渡す。 

アプリ、テキスト掲載先の URL を案内。（チャットでも案内） 

パワーポイント資料希望については、参加者の事業所のみでの限定活用（拡

散しない）と案内。 

＜参加者感想＞ 

・家計リスク点検アプリを早めに知ることで経済的に困窮したり、生活に困難を

抱えたりする前に、その状況を未然に防ぐ取り組みは非常にいいなと思う。 

・キャッシュレス決済が多い中、現金管理が非常にネックだと思うので、普及して

いくとよい。 

・同居している成人した子どもは親の年金や税金など金銭状況を把握していな

いという現場からの声を聞くと、生活を支える金銭管理の大切さをテキストで

説明しやすくなる 

・スマホ社会でゲーム感覚で、独り立ちの年頃はそれぞれ。高校生、大学生や社

会人、結婚、年金受給時期など学校や官公庁、結婚式場や葬儀場などいろんな

場面で周知可能と思った。 

・子どもたちが自立する際に伝えることは必要だと思った。施設には稼ぐ力のな

い子やお小遣いの使い方すらままならない子どもたちがいるので、参考にさせ

ていただき、支援員が判断・対応できると改めて感じた。説明会に参加してよか

った。 

 

 
 

② 普及活動 

 日時：２０２５年８月２７日  

 普及先：鳥取県社会福祉協議会 地域福祉部 

 対応：地域委員（今井博明） 

 内容：生活困窮の研修を県社協が実施し、家計改善支援は市町村で実施する。     

県内全社会福祉協議会へ説明会案内を通達。  

 

 日時：２０２５年８月２７日  

 普及先：徳島県社会福祉協議会 地域福祉課 

 対応：地域委員（今井博明） 

 内容：生活困窮の研修を県社協が実施し、家計改善支援は県社協で実施。   

   説明会開催を案内したが、参加なし。 
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 日時：２０２５年８月２７日  

 普及先：高知県社会福祉協議会 地域支援グループ 

 対応：地域委員（今井博明） 

 内容：生活困窮の研修を県社協が実施し、家計改善支援は県社協で実施。 

  説明会案内を県下通達。  

 

 日時：２０２５年８月２７日 13：00～13：30 

 普及先：岡山市家計改善支援事業所 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的から詳細説明をし、対象者の確認。アプリ・テキスト紹介し、テ 

キスト・チラシのコピー１０部渡す。後日、一般向けチラシ・案内カードを 

 支援員用１０部渡す。  

 

 日時：２０２５年９月８日 11：00～11：15 

 普及先：岡山市南区南こども家庭センター ひとり親貸付担当 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：9/２９の説明会案内。アプリ・テキスト紹介し、テキスト、チラシを渡し、  

後日、一般向けチラシ・案内カードを職員５名分・対象相談者用１０部渡 

す。  

 

 日時：２０２５年９月９日 16：00～16：15 

 普及先：岡山市社会福祉協議会 岡山市寄添いサポートセンター内部会議 

自立支援員 就労支援員 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的から詳細説明をし、対象者の確認。アプリ・テキスト紹介し、テ   

キスト・チラシのコピー２０部渡す。後日、一般向けチラシ・案内カードを

支援員へ２０部渡す。また、サテライト担当者より相談者配布用の希望

があり持参する。 

 

 日時：２０２５年９月９日 11：00～11:15 

 普及先：岡山市中区こども家庭センター 女性支援担当者自立支援員  

就労支援員 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：９月２９日の説明会案内。アプリ・テキスト紹介し、テキスト、チラシを渡 

す。後日、一般向けチラシ・案内カードを職員１０名分・対象相談者用１０

部渡す。 

 

 日時：２０２５年９月１２日 14：30～15：30 

 普及先：岡山県社会福祉協議会 福祉支援部 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的から詳細説明をし、対象者の確認。アプリ・テキストを紹介し、 

              テキスト・チラシのコピーを５部渡す。県社協内対応者職員用に県社協内

でコピーされ配布して頂くことになった。関係会議へも繋いでいただく。 

後日、案内カードを職員用に３０部渡す。 

 

 日時：２０２５年９月１７日 15：15～15：30 

 普及先：岡山市支援進行会議（困窮者支援関係者会議：岡山市社協主催） 

自立支援員 就労支援員 居住支援員 学習支援員 

− 20 −



 日時：２０２５年８月２７日  

 普及先：高知県社会福祉協議会 地域支援グループ 

 対応：地域委員（今井博明） 

 内容：生活困窮の研修を県社協が実施し、家計改善支援は県社協で実施。 

  説明会案内を県下通達。  

 

 日時：２０２５年８月２７日 13：00～13：30 

 普及先：岡山市家計改善支援事業所 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的から詳細説明をし、対象者の確認。アプリ・テキスト紹介し、テ 

キスト・チラシのコピー１０部渡す。後日、一般向けチラシ・案内カードを 

 支援員用１０部渡す。  

 

 日時：２０２５年９月８日 11：00～11：15 

 普及先：岡山市南区南こども家庭センター ひとり親貸付担当 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：9/２９の説明会案内。アプリ・テキスト紹介し、テキスト、チラシを渡し、  

後日、一般向けチラシ・案内カードを職員５名分・対象相談者用１０部渡 

す。  

 

 日時：２０２５年９月９日 16：00～16：15 

 普及先：岡山市社会福祉協議会 岡山市寄添いサポートセンター内部会議 

自立支援員 就労支援員 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的から詳細説明をし、対象者の確認。アプリ・テキスト紹介し、テ   

キスト・チラシのコピー２０部渡す。後日、一般向けチラシ・案内カードを

支援員へ２０部渡す。また、サテライト担当者より相談者配布用の希望

があり持参する。 

 

 日時：２０２５年９月９日 11：00～11:15 

 普及先：岡山市中区こども家庭センター 女性支援担当者自立支援員  

就労支援員 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：９月２９日の説明会案内。アプリ・テキスト紹介し、テキスト、チラシを渡 

す。後日、一般向けチラシ・案内カードを職員１０名分・対象相談者用１０

部渡す。 

 

 日時：２０２５年９月１２日 14：30～15：30 

 普及先：岡山県社会福祉協議会 福祉支援部 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的から詳細説明をし、対象者の確認。アプリ・テキストを紹介し、 

              テキスト・チラシのコピーを５部渡す。県社協内対応者職員用に県社協内

でコピーされ配布して頂くことになった。関係会議へも繋いでいただく。 

後日、案内カードを職員用に３０部渡す。 

 

 日時：２０２５年９月１７日 15：15～15：30 

 普及先：岡山市支援進行会議（困窮者支援関係者会議：岡山市社協主催） 

自立支援員 就労支援員 居住支援員 学習支援員 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認。アプリ・テキスト紹介。就労支援員・こども学習支援員へ  

案内し資料セット配布。こどもの学習サポート担当者より希望があり、 

後日資料持参。 

 

 日時：２０２５年９月１８日 10：30～11：00 

 普及先：岡山市社会福祉協議会 地域福祉部 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。1０月開催の岡山県児童養護施設   

等協議会会議への情宣の機会の案内を頂く。 

 

 日時：２０２５年９月１８日 16：00～16：15 

 普及先：岡山市子どもの学習サポートセンター事業（通所型） 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：９月１７日に希望があり、テキスト・チラシ・名刺サイズを各３０部持参し、 

説明。 

 

 日時：２０２５年９月２２日 10：30～11：10 

 普及先：岡山市子ども福祉課 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：事業目的・対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。1０月開催の岡山市要  

保護児童対策地域協議会、市実務者会議への情宣の機会の案内を頂く。 

 

 日時：２０２５年１０月２日 13：45～14：00 

 普及先：岡山県児童養護施設等協議会 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット２０部配布。 

１１月開催の岡山県市町村社協・生活困窮者自立支援機関等の連絡会

議への情宣の機会の案内を頂く。 

 

 日時：２０２５年１０月９日 13：30～13：40 

 普及先：岡山市要保護児童対策地域協議会 市実務者会議（岡山市こども福 

祉課主催）各地区のこども家庭センター長・こども総合相談所長・健

康づくり課・幼保運営課・教育支援課 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット２０部配布。後日連絡が 

あり、南区西こども家庭センターへ対象者配布用のテキストを持参する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時：２０２５年１１月１２日  

 普及先：ゴエン in 岡山 子ども・若者編 会議  
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困窮者支援関係者・ひきこもり支援者・高校教諭 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：参加２校の高校教諭へ、アプリ・テキスト紹介、配布。後日案内した２つ 

の高校とも説明希望連絡あり、１２月・１月に出向く。 

 

 日時：２０２５年１１月１３日 16：20～16：30 

 普及先：岡山県市町村社協・生活困窮者自立支援機関等の連絡会議（岡山県  

社協 地域福祉部・地域支援班主催）市町村社協・自立相談支援機

関・市町村行政担当課 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット４０部配布。1２月開催 

の生活困窮者自立支援機関研修会への情宣の機会を案内頂く。会議終

了後、参加者の岡山県子ども・福祉部 地域福祉課 生活保護班の大町

氏より『１２月開催の生活困窮者自立支援制度人材養成研修県研修』で

の情宣の希望があった。加えて、会議参加者の新見市社会福祉協議会

の方より、２０２６年１月に問い合わせが入り、２月の会合での紹介・説

明に繋がった。 

 

 日時：２０２５年１２月３日 

 普及先：岡山県立烏城高等学校 高校３・４年生担当 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：困窮者世帯、中学校時に不登校だった生徒が多数の学校体育館で、アプ  

リ・テキスト紹介（８５部配布）。講話後、担当教諭より『家庭に課題を抱え、

普段寝ている子が真剣に聞いていた。今日の話から、学校から相談させ

てもらっていいか？』と聞かれ、自立支援事業所を紹介。後日、自立支援

事業所・家計改善支援事業所の責任者が学校へ説明に出向き、連携がで

きた。教諭との事前打ち合わせが結果に繋がった。「将来貴方が困った

時は窓口を思い出して」というメッセージが自身の家庭状況と重なる生

徒の心に深く響いたようだ。 

 

 日時：２０２５年１２月９日 16：20〜16：30 

 普及先：生活困窮者自立支援機関研修会（岡山県社協地域福祉部・地域支援 

班主催）市町村社協・自立相談支援機関・市町村行政担当課 民生委

員 児童委員 福祉委員 保護司 居住支援員  

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット５５部配布。 

「居住支援を通じた地域づくり」の講師（美作大 武田教授）と岡山県赤 

磐市社協の生活支援課(藤岡課長)から尋ねられ、別途説明した。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日 16：10〜16：20 

 普及先：生活困窮者自立支援制度人材養成研修県研修（岡山県子ども・福祉 

部地域福祉課主催） 困窮者支援関係者 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：岡山県子ども・福祉部地域福祉課生活保護班の大町氏より依頼での普 

及活動。対象者の確認。アプリ・テキスト紹介。資料セット４０部配布。後 

日、倉敷市学習支援員より、問い合わせ入る。 
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困窮者支援関係者・ひきこもり支援者・高校教諭 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：参加２校の高校教諭へ、アプリ・テキスト紹介、配布。後日案内した２つ 

の高校とも説明希望連絡あり、１２月・１月に出向く。 

 

 日時：２０２５年１１月１３日 16：20～16：30 

 普及先：岡山県市町村社協・生活困窮者自立支援機関等の連絡会議（岡山県  

社協 地域福祉部・地域支援班主催）市町村社協・自立相談支援機

関・市町村行政担当課 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット４０部配布。1２月開催 

の生活困窮者自立支援機関研修会への情宣の機会を案内頂く。会議終

了後、参加者の岡山県子ども・福祉部 地域福祉課 生活保護班の大町

氏より『１２月開催の生活困窮者自立支援制度人材養成研修県研修』で

の情宣の希望があった。加えて、会議参加者の新見市社会福祉協議会

の方より、２０２６年１月に問い合わせが入り、２月の会合での紹介・説

明に繋がった。 

 

 日時：２０２５年１２月３日 

 普及先：岡山県立烏城高等学校 高校３・４年生担当 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：困窮者世帯、中学校時に不登校だった生徒が多数の学校体育館で、アプ  

リ・テキスト紹介（８５部配布）。講話後、担当教諭より『家庭に課題を抱え、

普段寝ている子が真剣に聞いていた。今日の話から、学校から相談させ

てもらっていいか？』と聞かれ、自立支援事業所を紹介。後日、自立支援

事業所・家計改善支援事業所の責任者が学校へ説明に出向き、連携がで

きた。教諭との事前打ち合わせが結果に繋がった。「将来貴方が困った

時は窓口を思い出して」というメッセージが自身の家庭状況と重なる生

徒の心に深く響いたようだ。 

 

 日時：２０２５年１２月９日 16：20〜16：30 

 普及先：生活困窮者自立支援機関研修会（岡山県社協地域福祉部・地域支援 

班主催）市町村社協・自立相談支援機関・市町村行政担当課 民生委

員 児童委員 福祉委員 保護司 居住支援員  

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット５５部配布。 

「居住支援を通じた地域づくり」の講師（美作大 武田教授）と岡山県赤 

磐市社協の生活支援課(藤岡課長)から尋ねられ、別途説明した。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日 16：10〜16：20 

 普及先：生活困窮者自立支援制度人材養成研修県研修（岡山県子ども・福祉 

部地域福祉課主催） 困窮者支援関係者 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：岡山県子ども・福祉部地域福祉課生活保護班の大町氏より依頼での普 

及活動。対象者の確認。アプリ・テキスト紹介。資料セット４０部配布。後 

日、倉敷市学習支援員より、問い合わせ入る。 

 

 

 日時：2025 年１２月２４日 13：30〜13：45 

 普及先：学習教室くらすぽ（岡山県倉敷市） 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：アプリ・テキスト紹介。資料セット 5０部配布。 

 独り立ちする生徒や家庭に課題を抱える世帯へ紹介する 

とのこと。 

 

 日時：２０２６年１月１４日  

 普及先：ゴエン in 岡山 市民編 会議、困窮者支援関係者 居住支援 就労支 

援 こども食堂関係者 大学教授 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：岡山県立大学保健福祉学部現代福祉学科教授・こども食堂の方へ対象 

者の確認、アプリ・テキスト紹介。 

 

 日時：２０２６年１月２８日 14：00～15：00 

 普及先：一般社団法人 SGSG 通信制高校生徒（岡山市） 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：アプリ・テキスト紹介。資料セット１５部配布。大学 

進学決定した生徒、これから県外で独り暮らし始め 

る事に不安を抱える生徒が高い関心を寄せて聴講。 

キャラクターの愛らしさが相乗作用を促し、多くの 

学生が机上のテキストブックを親しみ持って手に取 

っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時：２０２６年２月２０日 13：30〜15：20 

 普及先：岡山県新見市社会福祉協議会 地域福祉推進課 生活相談支援セン 

ター 困窮者支援関係者 

 対応：地域委員（黒田明穂） 

 内容：対象者の確認、アプリ・テキスト紹介。資料セット１５部配布。２０２５年１ 

１月に参加した会議でアプリとテキストを知った担当者より２０２６年１ 

月末電話で２月の支援員集まり（生活困窮の研修）での紹介希望。家計

改善支援は市で実施。家計アプリ・家計の見直し参考書の説明。参加者

８名。テキスト・チラシ・案内カードを２０部渡す。 
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７） 九州（福岡）ブロック 

① 普及活動 

 日時：２０２５年９月１４日 13：00～15：00 

 普及先：NPO 抱樸 こども家族 marugoto 支援「家計とお金の教室」参加者 

       (北九州市) 

 対応：地域委員（西村亜紀子）、開発委員（倉掛彩子）、運営委員（新保美香、行  

岡みち子） 

 内容：お金の教室の中で、独り立ちしたときのためのお金の話としてアプリや  

テキストを紹介し、ひとり暮らしの生活費についてグループで話しあっ 

たり、アプリを使ってもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時：２０２５年９月１８日 14：00〜14：20 

 普及先：行橋市社会福祉協議会相談課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：貸付担当及び、日常生活自立支援事業担当に対し、家計改善支援への   

繋ぎのきっかけとして活用方法を提案及び配布（１５部）。 

 

 日時：２０２５年９月１８日 16：１５〜1６：３５ 

 普及先：高齢者相談支援センター 社会福祉士会（行橋市） 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：高齢者の家計管理能力の確認や、年金を搾取する子世代向けの支援な 

ど家計改善支援の繋ぎのきっかけとなるツールとして提案・配布（６部）。 

 

 日時：２０２５年９月１９日 14：20〜14：30 

 普及先：京都郡みやこ町役場保険福祉課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：「介護保険係」「福祉係」「高齢者支援係」「子育て支援係」に各々見本と 

して回覧いただけるとのこと。家計改善支援への繋ぎのきっかけとして 

活用方法を提案及び配布（５部）。 
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７） 九州（福岡）ブロック 

① 普及活動 

 日時：２０２５年９月１４日 13：00～15：00 

 普及先：NPO 抱樸 こども家族 marugoto 支援「家計とお金の教室」参加者 

       (北九州市) 

 対応：地域委員（西村亜紀子）、開発委員（倉掛彩子）、運営委員（新保美香、行  

岡みち子） 

 内容：お金の教室の中で、独り立ちしたときのためのお金の話としてアプリや  

テキストを紹介し、ひとり暮らしの生活費についてグループで話しあっ 

たり、アプリを使ってもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時：２０２５年９月１８日 14：00〜14：20 

 普及先：行橋市社会福祉協議会相談課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：貸付担当及び、日常生活自立支援事業担当に対し、家計改善支援への   

繋ぎのきっかけとして活用方法を提案及び配布（１５部）。 

 

 日時：２０２５年９月１８日 16：１５〜1６：３５ 

 普及先：高齢者相談支援センター 社会福祉士会（行橋市） 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：高齢者の家計管理能力の確認や、年金を搾取する子世代向けの支援な 

ど家計改善支援の繋ぎのきっかけとなるツールとして提案・配布（６部）。 

 

 日時：２０２５年９月１９日 14：20〜14：30 

 普及先：京都郡みやこ町役場保険福祉課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：「介護保険係」「福祉係」「高齢者支援係」「子育て支援係」に各々見本と 

して回覧いただけるとのこと。家計改善支援への繋ぎのきっかけとして 

活用方法を提案及び配布（５部）。 

 

 

 日時：２０２５年９月２２日 10：00〜10：20 

 普及先：行橋市成年後見センター 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：支援のきっかけツールとして活用方法を提案及び配布（５部）。 

 

 日時：２０２５年９月２２日 10：30〜10：45 

 普及先：行橋市障がい者等基幹相談支援センター 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：支援のきっかけツールとして活用方法を提案及び配布（５部）。 

 

 日時：２０２５年９月２２日 11：00〜11：15 

 普及先：行橋市重層的支援体制整備事業担当 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：困窮した世帯向けに活用、家計改善支援に繋ぐため配布（5 部）。 

 

 日時：２０２５年９月２２日 11：20〜11：30 

 普及先：行橋市子育て支援センター 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：困窮した世帯向けに活用、家計改善支援に繋ぐため配布。 

（行橋市子育て支援センター５部、療育教室２部） 

 

 日時：２０２５年１０月１０日 14：30〜14：45 

 普及先：行橋市子育て支援課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：困窮世帯に積極的に活用し、家計改善支援に繋ぐとのことで多めに配  

布（３０部） 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 13：50〜14：00 

 普及先：行橋市役所介護保険課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：普段から連携が強く、活用が見込めるため多めに配布（２０部）。 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 14：20〜14：40 

 普及先：行橋市役所障がい者支援室 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：支援のきっかけツールとして活用方法を提案及び配布（２０部）。家計改 

善支援に繋ぎやすくするため、事業チラシも同封するよう逆提案してい 

ただいた。 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 14：50〜15：05 

 普及先：行橋市役所生活支援課 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：支援のきっかけツールとして活用方法を提案及び配布（２０部）。活用法 

を説明していたところ、生活保護世帯で成人に至った時点で CW が配

布する取り組みを逆提案いただき、試行することになった。（３０部） 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 15：10〜15：20 

 普及先：行橋市役所人権政策課 
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 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：普段から連携が強く、活用が見込めるため多めに配布（３０部）。離婚後   

やＤＶ別居の方の生活設計のために配布し、家計改善支援に繋いでくだ 

さるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 10：24～16：45 

 普及先：行橋高等学校 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：就職割合の多い高校。卒業式で配布する 

提案をしたところ、すぐ配りたいとのこと 

で、後日お届け(１９８名分)。 

 

 日時：２０２５年１１月１２日 13：30〜13：45 

 普及先：特定非営利活動法人抱樸/社会福祉法人抱樸（北九州市） 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：困窮支援時の活用についてご検討いただけるとのこと。役職者に配布 

(３０部)。 

 

 日時：２０２５年１１月２０日 14：30〜14：45 

 普及先：社会福祉法人共生の里 各福祉分野：理事長及び役職者全員 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：自法人の理事長及び役職者におおいにアピール。支援のきっかけツー 

ルとして活用方法を提案及び配布（３２部）。 

 

 日時：２０２５年１２月３日 10：00〜10：10 

 普及先：民生委員会：民生委員（稗田地区、今元地区、椿市地区、行橋中央地 

区）（行橋市） 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：家計改善支援に繋ぐきっかけツールとして配布（７４部）。 

 

 日時：２０２５年１０月１６日  

 普及先：八女市 支援調整会議 

 対応：地域委員（渡辺貴子） 

 内容：家計アプリとテキストについて、紹介 

 

 日時：２０２５年１０月２９日 10：00～11：45 

 普及先：大牟田市 支援調整会議 

 対応：地域委員（渡辺貴子） 

 内容：家計アプリの目的や内容、アプリを利用した結果例を提示、新社会人向 

けのテキストのポイントや、ワークブックの利用について説明。 

 

 日時：２０２５年１１月１８日 11：00～12：00 

 普及先：筑紫女学園大学（太宰府市） 

 対応：地域委員（森崎薫・渡辺貴子） 

 内容：家計アプリやテキストの目的や意義につ 

いて説明。学生の多くは自宅生だが、中 

には児童養護施設出身者で支援が必要 

な例もあるので、テキストを通した学び 
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 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：普段から連携が強く、活用が見込めるため多めに配布（３０部）。離婚後   

やＤＶ別居の方の生活設計のために配布し、家計改善支援に繋いでくだ 

さるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 10：24～16：45 

 普及先：行橋高等学校 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：就職割合の多い高校。卒業式で配布する 

提案をしたところ、すぐ配りたいとのこと 

で、後日お届け(１９８名分)。 

 

 日時：２０２５年１１月１２日 13：30〜13：45 

 普及先：特定非営利活動法人抱樸/社会福祉法人抱樸（北九州市） 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：困窮支援時の活用についてご検討いただけるとのこと。役職者に配布 

(３０部)。 

 

 日時：２０２５年１１月２０日 14：30〜14：45 

 普及先：社会福祉法人共生の里 各福祉分野：理事長及び役職者全員 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：自法人の理事長及び役職者におおいにアピール。支援のきっかけツー 

ルとして活用方法を提案及び配布（３２部）。 

 

 日時：２０２５年１２月３日 10：00〜10：10 

 普及先：民生委員会：民生委員（稗田地区、今元地区、椿市地区、行橋中央地 

区）（行橋市） 

 対応：地域委員（村上和子） 

 内容：家計改善支援に繋ぐきっかけツールとして配布（７４部）。 

 

 日時：２０２５年１０月１６日  

 普及先：八女市 支援調整会議 

 対応：地域委員（渡辺貴子） 

 内容：家計アプリとテキストについて、紹介 

 

 日時：２０２５年１０月２９日 10：00～11：45 

 普及先：大牟田市 支援調整会議 

 対応：地域委員（渡辺貴子） 

 内容：家計アプリの目的や内容、アプリを利用した結果例を提示、新社会人向 

けのテキストのポイントや、ワークブックの利用について説明。 

 

 日時：２０２５年１１月１８日 11：00～12：00 

 普及先：筑紫女学園大学（太宰府市） 

 対応：地域委員（森崎薫・渡辺貴子） 

 内容：家計アプリやテキストの目的や意義につ 

いて説明。学生の多くは自宅生だが、中 

には児童養護施設出身者で支援が必要 

な例もあるので、テキストを通した学び 

や支援に用いることもできそうだという反応。資料を１０部渡し、教員、

支援者への情報共有をお願いした。 

 

 日時：２０２５年１１月２８日 14：00～16：00 

 普及先：久留米市 第 2 回家計セミナー 

 対応：協力部会員（藤浦久美） 

 内容：久留米市が開催する家計セミナーの最後に家計アプリについて案内。 

家計アプリが開発されたので気軽にスマホで使ってみてほしい、家計相 

談につながるような情報も入っていると紹介。その後、久留米市生活支 

援課へ資料を１０部配布。 

 

 日時：２０２５年１２月１日  

 普及先：島根県社会福祉協議会主催生活困窮者自立相談支援機関家計研修 

 対応：協力部会員（糸長舞子・藤浦久美） 

 内容：講師を務めた県社協主催の家計研修の最後に、家計アプリとワークブッ 

ク・参考書の有効性をアピールし、研修後に資料を送付。 

 

 日時：２０２５年１２月２６日  

 普及先：大牟田市役所 福祉課 

 対応：地域委員（渡辺貴子） 

 内容：２０２６年成人式での配布物にアプリの URL と二次元コード記載が可 

能となった。新社会人が家計を考えるきっかけになるよう案内した。 

 

 日時：２０２５年１０月６日 17：15〜17：25 

 普及先：筑紫野市役所 保護課保護係の定例会議 

 対応：地域委員（森崎薫）協力部会員（吉田恭子） 

 内容：CW 約２０名に資料を配布し説明。保護世帯で進学や就職を予定して 

いる方にも対応できることを伝えた。 

 

 日時：２０２５年１０月２４日 10：00～12：00 

 普及先：春日市 支援調整会議 

 対応：地域委員（森崎薫）協力部会員（岩﨑修子） 

 内容：支援調整会議参加メンバー（障がい・収納課・健康福祉・高齢の各課）に 

説明をして配布(１０部)。 

 

 日時：２０２５年１０月 

 普及先：古賀市 支援会議 

 対応：協力部会員（大園公子） 

 内容：子育て、障がい、保護係、福祉相談係参加の会議にて説明。１０部配布。 

福祉相談係より窓口設置したいと言われ２０部渡した。 

 

 日時：２０２５年１０月２１日 15：30〜16：00 

 普及先：糸島市役所 福祉相談係、保護係 

 対応：地域委員（森崎薫）協力部会員（栗山淳子） 

 内容：資料を基に説明。保護世帯の進学、就職する若い方へのアプローチにも 

活用できることを伝えた。その後、水道課、収税課にも市役所から案内 

していただいた。10 部配布。 
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 日時：２０２５年１１月２３日 9：00～ 

 普及先：福岡県女性サポートホットライン 

 対応：地域委員（森崎薫） 

 内容：資料を基に説明。支援員に配布してもらうよう伝えた。１０部配布。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：筑紫野市役所 こども家庭課・学校教育課・高齢者支援課・生活福祉 

課・消費生活センターの係長（もしくは担当職員） 

 対応：地域委員（森崎薫） 

 内容：各課の係長（もしくは担当職員）に個別に説明を行った（10 部配布）。そ 

の後、各課で関わる職員や地域包括支援センターに配布し情報共有を 

したいとの要望を受け、こども家庭課、高齢者支援課へ各 50 部、生活 

支援課へ１０部配布した。 

 

 日時：２０２５年１０月２１日 15：30〜16：00 

 普及先：太宰府市社協、太宰府市役所 

 対応：地域委員（森崎薫）、協力部会員（芦刈史） 

 内容：市役所内の自立相談支援員に配布と説明（５部）。社協で貸付担当職員 

に説明と配布（５部）。 

 

 日時：２０２６年２月３日 13：30〜14：00 

 普及先：抱樸館福岡（福岡市） 

 対応：地域委員（森崎薫） 

 内容：訪問し、配布と説明（２０部）。 

 

 日時：２０２５年１０月 

 普及先：糟屋困りごと相談室（福岡県粕屋郡） 

 対応：協力部会員（久木原良子、岩﨑修子） 

 内容：所内で共有。１００セット配布。 

 

 日時：２０２５年９月２３日 10：00～ 

 普及先：社福グリーンコープ（生活再生ワーカーズここる）家計相談支援員       

 対応：地域委員（渡辺貴子、森崎薫、木村和代） 

 内容：家計改善支援員対象の研修参加者４０名に各事業所の支援員分の資料 

を配布しアプリの情宣について説明。各事業所や関係機関へのアピール 

を実践方法も交えて説明した。 

 

 日時：２０２５年９月２６日 1５：30〜15：50 

 普及先：宮若市 支援調整会議 関係機関参加者 

 対応：地域委員（木村和代）、協力部会員（大山智恵） 

 内容：支援調整会議の参加者（８名）にアプリの概要を説明し、活用の呼びか 

け、８部配布した。 

 

 日時：２０２５年１０月３日  

 普及先：田川市 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：中間報告のための田川市役所訪問時に時間を頂きアプリの説明を行い、 

活用を呼びかけた（６部配布）。家計相談時の使用については快く了解
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 日時：２０２５年１１月２３日 9：00～ 

 普及先：福岡県女性サポートホットライン 

 対応：地域委員（森崎薫） 

 内容：資料を基に説明。支援員に配布してもらうよう伝えた。１０部配布。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：筑紫野市役所 こども家庭課・学校教育課・高齢者支援課・生活福祉 

課・消費生活センターの係長（もしくは担当職員） 

 対応：地域委員（森崎薫） 

 内容：各課の係長（もしくは担当職員）に個別に説明を行った（10 部配布）。そ 

の後、各課で関わる職員や地域包括支援センターに配布し情報共有を 

したいとの要望を受け、こども家庭課、高齢者支援課へ各 50 部、生活 

支援課へ１０部配布した。 

 

 日時：２０２５年１０月２１日 15：30〜16：00 

 普及先：太宰府市社協、太宰府市役所 

 対応：地域委員（森崎薫）、協力部会員（芦刈史） 

 内容：市役所内の自立相談支援員に配布と説明（５部）。社協で貸付担当職員 

に説明と配布（５部）。 

 

 日時：２０２６年２月３日 13：30〜14：00 

 普及先：抱樸館福岡（福岡市） 

 対応：地域委員（森崎薫） 

 内容：訪問し、配布と説明（２０部）。 

 

 日時：２０２５年１０月 

 普及先：糟屋困りごと相談室（福岡県粕屋郡） 

 対応：協力部会員（久木原良子、岩﨑修子） 

 内容：所内で共有。１００セット配布。 

 

 日時：２０２５年９月２３日 10：00～ 

 普及先：社福グリーンコープ（生活再生ワーカーズここる）家計相談支援員       

 対応：地域委員（渡辺貴子、森崎薫、木村和代） 

 内容：家計改善支援員対象の研修参加者４０名に各事業所の支援員分の資料 

を配布しアプリの情宣について説明。各事業所や関係機関へのアピール 

を実践方法も交えて説明した。 

 

 日時：２０２５年９月２６日 1５：30〜15：50 

 普及先：宮若市 支援調整会議 関係機関参加者 

 対応：地域委員（木村和代）、協力部会員（大山智恵） 

 内容：支援調整会議の参加者（８名）にアプリの概要を説明し、活用の呼びか 

け、８部配布した。 

 

 日時：２０２５年１０月３日  

 普及先：田川市 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：中間報告のための田川市役所訪問時に時間を頂きアプリの説明を行い、 

活用を呼びかけた（６部配布）。家計相談時の使用については快く了解

され、まずは家計相談で活用していくことになった。庁内での活用につ

いては検討が必要とのこと。 

 

 日時：２０２５年１０月２２日 13：30〜16：00 

 普及先：戸畑 母子寡婦福祉会（ルックひまわり） （北九州市戸畑区） 

 対応：地域委員（木村和代）、協力部会員（糸長舞子） 

 内容：アプリの概要説明、活用の呼びかけ。子ども食堂などで少し時間をもら 

っての説明は考えられるが、相談者に直接案内をすることは困難である 

とのこと。 

 

 日時：２０２５年１０月２６日 10：00〜15：00 

 普及先：グリーンコープ 北九州地域まつり（グリーンフェスタ） 

 対応：地域委員（木村和代）、協力部会員（糸長舞子、大山智恵） 

 内容：まつりでブースを設けてアプリの説明を行った。家族連れにはなかなか 

足を止めてもらえず、お一人やお二人連れを中心に声掛けし、参加者１ 

２名にその場で操作して、最後のデータの送信までしてもらった。「設問 

は多かったが楽しめた」「わが子にさせてみよう」等、使用に繋がる感想 

をもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時：２０２５年１１月６日  

 普及先：福岡県ひきこもり地域支援センター 筑豊サテライトオフィス 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：若年層の相談が多いので、支援の中で使用の呼びかけができそう、事 

業所にも置いておいて、興味のありそうな方に対し個別に勧めたいとの 

こと。 

 

 日時：２０２５年１１月２６日 10：40〜11：00 

 普及先：グリーンコープ生協 中遠支部 福祉委員会（福岡県遠賀郡） 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：学習会の中でアプリの説明と利用、活用、セミナー開催の案内を行った。 

関心が高く、興味を持たれ、持ち帰って支部委員会にも紹介いただいた。 

 

 日時：２０２５年１２月 

 普及先：香春町社会福祉協議会、福智町社会福祉協議会、大任町社会福祉協 

議会、添田町社会福祉協議会、川崎町社会福祉協議会、桂川町社会 

福祉協議会 

 対応：協力部会員（中村清子、池田亜澄） 

 内容：アプリの説明、アピールをした。反応は良かった。各 5 部ずつ配布。 
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 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：小竹町役場 福祉課  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：鞍手町福祉課  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：小竹町社会福祉協議会  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの説明、アピールをした。反応は良かった。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：嘉穂・鞍手保健福祉事務所  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとの事。 

 

 日時：２０２５年１２月２３日  

 普及先：遠賀町福祉課福祉課、遠賀町都市計画課、遠賀町市民課  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２３日  

 普及先：遠賀町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日  

 普及先：芦屋町福祉課、芦屋町税務課 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日  

 普及先：芦屋町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日  

 普及先：宗像・遠賀保健福祉事務所 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの説明、アピールをした。反応は良かった。 

 

 日時：２０２５年１２月２５日  

 普及先：岡垣町役場 福祉課 

 対応：地域委員（木村和代） 
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 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：小竹町役場 福祉課  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：鞍手町福祉課  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：小竹町社会福祉協議会  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの説明、アピールをした。反応は良かった。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日  

 普及先：嘉穂・鞍手保健福祉事務所  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとの事。 

 

 日時：２０２５年１２月２３日  

 普及先：遠賀町福祉課福祉課、遠賀町都市計画課、遠賀町市民課  

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２３日  

 普及先：遠賀町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日  

 普及先：芦屋町福祉課、芦屋町税務課 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日  

 普及先：芦屋町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日  

 普及先：宗像・遠賀保健福祉事務所 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの説明、アピールをした。反応は良かった。 

 

 日時：２０２５年１２月２５日  

 普及先：岡垣町役場 福祉課 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。自分たちでも試してみるとのこと。 

 

 日時：２０２５年１２月２５日  

 普及先：岡垣町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２５年１２月２６日  

 普及先：水巻町役場 福祉課 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行なった。関心を持たれた。 

 

 日時：２０２６年１月７日  

 普及先：宗像・遠賀保健福祉事務所 保護１課 

 対応：地域委員（木村和代） 

 内容：アプリの情宣を行った。とても関心を持たれた。１５部配布。 

 

 日時：２０２６年１月 

 普及先：北九州生活再生相談室 

 対応：協力部会員（糸長舞子） 

 内容：アプリの説明を行った。 

 

 日時：２０２６年１月 

 普及先：若年女性フリースペース（北九州市） 

 対応：協力部会員（糸長舞子） 

 内容：アプリの情宣を行った。１０部配布。 

 

 日時：２０２６年１月 

 普及先：北九州市いのちをつなぐネットワークコーナー ７区役所 

 対応：協力部会員（糸長舞子） 

 内容：アプリの情宣を行った。各７部配布。 

 

 日時：２０２６年１月 

 普及先：抱樸 金銭学習会（北九州市） 

 対応：協力部会員（糸長舞子） 

 内容：アプリの情宣を行った。２０部を２回配布。 

 

 

８） 九州（福岡以外）ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年１０月３日 12：00～12：30 

 会場：長崎県諫早市社会福祉会館 

 参加：16 人（家計改善支援員 7 名、自立支援員９名、職員 1 名） 

 対応：地域委員（西村亜紀子） 

 内容：地域説明会資料 家計リスク点検アプリと学習教材について」説明。 

アプリの活用方法について、各自治体への情宣活動について相談。 

＜所感＞ 

・家計改善支援員は、担当する自治体の自立支援員や支援調整会議での案内
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を行うこと、自立支援員も、それぞれの事業所で活用することを共有した。 

・家計相談への促しを新しい形でできるのではないか、キャラクターがかわい

いとの感想が出された。 

 

② 普及活動 

 日時：２０２５年９月２５日 13：30～14：00 

 普及先：佐賀市支援調整会議、佐賀市生活福祉課、佐賀市生活自立支援セン 

ター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月１日 17：30～17：45 

 普及先：佐賀市出前講座、佐賀市東部地区地域包括支援センター職員 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月９日 10：30～10：45 

 普及先：佐賀市社会福祉協議会、地域担当職員 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月２２日 15：00～15：30 

 普及先：佐賀県生活困窮者自立支援制度従事者研修、佐賀県内生活自立支援  

センター（主任相談員、相談支援員、就労・相談支援員、家計改善支援 

員）、佐賀県社会福祉課、佐賀市生活福祉課、嬉野市福祉課      

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：従事者研修においてパワーポイントを使用し、アプリと学習教材につい 

て説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チ 

ラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月２７日 10：00～11：00 

 普及先：スチューデントサポートフェイス、佐賀市生活自立支援センタースタッ 

フ（主任相談員、相談支援員、就労支援員） 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイント資料（印刷）を使用し、アプリと学習教材について説明。 

タブレットを使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チラシ、案 

内カード、ワークブック、参考書を配布。質疑応答。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、佐賀市生活自立支援センター待合室情報コーナーと 

佐賀市青少年センター相談コーナーに設置。乳幼児をもつ母親の支援 

（若年での出産・ひとり親）「赤ちゃん支援」対象者に対してアナグマ案内 

所チラシの配布を希望された。→配布（１００部） 

 

 日時：２０２５年１２月４日 15：30～15：45 

 普及先：佐賀市こども家庭センター、こども保健係 

 対応：地域委員（本多輝美） 
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を行うこと、自立支援員も、それぞれの事業所で活用することを共有した。 

・家計相談への促しを新しい形でできるのではないか、キャラクターがかわい

いとの感想が出された。 

 

② 普及活動 

 日時：２０２５年９月２５日 13：30～14：00 

 普及先：佐賀市支援調整会議、佐賀市生活福祉課、佐賀市生活自立支援セン 

ター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月１日 17：30～17：45 

 普及先：佐賀市出前講座、佐賀市東部地区地域包括支援センター職員 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月９日 10：30～10：45 

 普及先：佐賀市社会福祉協議会、地域担当職員 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月２２日 15：00～15：30 

 普及先：佐賀県生活困窮者自立支援制度従事者研修、佐賀県内生活自立支援  

センター（主任相談員、相談支援員、就労・相談支援員、家計改善支援 

員）、佐賀県社会福祉課、佐賀市生活福祉課、嬉野市福祉課      

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：従事者研修においてパワーポイントを使用し、アプリと学習教材につい 

て説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チ 

ラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

 

 日時：２０２５年１０月２７日 10：00～11：00 

 普及先：スチューデントサポートフェイス、佐賀市生活自立支援センタースタッ 

フ（主任相談員、相談支援員、就労支援員） 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイント資料（印刷）を使用し、アプリと学習教材について説明。 

タブレットを使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チラシ、案 

内カード、ワークブック、参考書を配布。質疑応答。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、佐賀市生活自立支援センター待合室情報コーナーと 

佐賀市青少年センター相談コーナーに設置。乳幼児をもつ母親の支援 

（若年での出産・ひとり親）「赤ちゃん支援」対象者に対してアナグマ案内 

所チラシの配布を希望された。→配布（１００部） 

 

 日時：２０２５年１２月４日 15：30～15：45 

 普及先：佐賀市こども家庭センター、こども保健係 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

アナグマ案内所チラシ・案内カードを、こども家庭センター相談窓口に設 

置。 

 

 日時：２０２５年１２月１０日 13：15～13：30 

 普及先：佐賀県生活困窮者自立支援ネットワーク実務者連絡会（東部地区）・ 

鳥栖保健福祉事務所、中部保健福祉事務所、基山町（福祉課、地域包 

括支援センター、プラチナ社会政策課、こども課、健康増進課、定住促 

進課、税務課、社会福祉協議会、民生委員・児童委員）、上峰町（健康 

福祉課、社会福祉協議会）、みやき町（子育て福祉課）、吉野ヶ里町（福 

祉課、社会福祉協議会）、佐賀県生活自立支援センター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイントを使用し、アプリと学習教材について説明。アナグマ案内 

書チラシ、案内カードを配布。アナグマ案内所チラシ・案内カードを、基 

山町・上峰町・みやき町・吉野ヶ里町福祉課窓口に設置。 

 

 日時：２０２５年１２月１２日 11：00～11：15 

 普及先：佐賀市若楠公民館、おれんじ広場（佐賀市生活困窮者機能強化補助 

金交付事業）参加者、佐賀市生活福祉課・こども家庭センター・若楠公 

民館職員、いつくしみの苑（母子生活支援移設）、おたっしゃ本舗城北 

（地域包括支援センター）、佐賀市生活自立支援センター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カードを配布。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、若楠公民館窓口に設置。 

 

 日時：２０２５年１２月１７日 13：15～13：30 

 普及先：佐賀県生活困窮者自立支援ネットワーク実務者連絡会（西部地区）杵 

藤保健福祉事務所、伊万里保健福祉事務所、唐津保健福祉事務所、 

佐賀県健康福祉部社会福祉課、江北町（健康福祉課、社会福祉協議 

会）、大町町（福祉課、社会福祉協議会）、白石町（健康福祉課、社会福 

祉協議会）、太良町（町民福祉課、社会福祉協議会）、有田町（健康福 

祉課）、玄海町（福祉・介護課、社会福祉協議会）、佐賀県生活自立支 

援センター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。アナグマ案内所チラシ、案内カードを 

配布。アナグマ案内所チラシ・案内カードを、江北町・大町町・白石町・太 

良町、有田町、玄海町福祉課窓口に設置。 

 

 日時：２０２５年１２月１８日 11：00～11：15 

 普及先：佐賀市ふくしまるごと相談窓口、佐賀市社会福祉協議会担当者 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワークブック、参考書を配布。 

アナグマ案内所チラシ・案内カードを、ふくしまるごと相談窓口に設置。 
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 日時：２０２５年１２月２４日 11：00～11：30 

 普及先：佐賀県社会福祉協議会（コロナ特例貸付フォローアップ支援事業に係 

る情報共有会議）、佐賀県内市町社会福祉協議会職員、佐賀県内生 

活自立支援センター相談員、佐賀県社会福祉協議会地域福祉部職員 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイントを使用し、アプリと学習教材について説明。タブレットを 

使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワ 

ークブック、参考書を配布。アナグマ案内所チラシ・案内カードを佐賀県 

社会福祉協議会、白石町社会福祉協議会、鳥栖市社会福祉協議会窓口 

に設置。白石町民生委員、児童委員協議会においてアプリの説明を行 

いたいと申し出があり、アナグマ案内所チラシ、案内カードを２０部渡し 

た。 

 

 日時：２０２６年１月１４日 11：00～11：15 

 普及先：佐賀市本庄公民館おれんじ広場（佐賀市生活困窮者機能強化補助金 

交付事業）参加者、佐賀市生活福祉課・こども家庭センター・本庄公民 

館職員、おたっしゃ本舗城西（地域包括支援センター）、佐賀市生活自 

立支援センター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カードを配布。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、本庄公民館窓口に設置。 

 

 日時：２０２６年１月１５日 10：00～10：15 

 普及先：佐賀市こども家庭センター 子育てコーディネート係 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カードを配布。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、こども家庭センター窓口に設置。 

 

 日時：２０２６年１月２９日 15：00～15：40 

 普及先：佐賀市生活福祉課、 就労支援室・保護係 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイントを使用し、アプリと学習教材について説明。タブレットを 

使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワ 

ークブック、参考書を配布。アナグマ案内所チラシ・案内カードを、こども 

家庭センター相談窓口に設置。アナグマ案内所チラシを市役所玄関、福 

祉課窓口に設置 

 

 日時：２０２５年１０月２日 13：30～14：00 

 普及先：長崎県雲仙市保護課 

 対応：地域委員（西村亜紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を説明。保護課から自立支援事業へつながる相談者も 

多いため、相談者への活用をお願いした。 

 

 日時：２０２５年１０月８日 13：30～11：45 

 普及先：長崎県壱岐市支援調整会議（壱岐市地域福祉課、保護課、社協） 
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 日時：２０２５年１２月２４日 11：00～11：30 

 普及先：佐賀県社会福祉協議会（コロナ特例貸付フォローアップ支援事業に係 

る情報共有会議）、佐賀県内市町社会福祉協議会職員、佐賀県内生 

活自立支援センター相談員、佐賀県社会福祉協議会地域福祉部職員 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイントを使用し、アプリと学習教材について説明。タブレットを 

使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワ 

ークブック、参考書を配布。アナグマ案内所チラシ・案内カードを佐賀県 

社会福祉協議会、白石町社会福祉協議会、鳥栖市社会福祉協議会窓口 

に設置。白石町民生委員、児童委員協議会においてアプリの説明を行 

いたいと申し出があり、アナグマ案内所チラシ、案内カードを２０部渡し 

た。 

 

 日時：２０２６年１月１４日 11：00～11：15 

 普及先：佐賀市本庄公民館おれんじ広場（佐賀市生活困窮者機能強化補助金 

交付事業）参加者、佐賀市生活福祉課・こども家庭センター・本庄公民 

館職員、おたっしゃ本舗城西（地域包括支援センター）、佐賀市生活自 

立支援センター 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カードを配布。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、本庄公民館窓口に設置。 

 

 日時：２０２６年１月１５日 10：00～10：15 

 普及先：佐賀市こども家庭センター 子育てコーディネート係 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：アプリと学習教材について説明。タブレットを使用し、家計の道しるべを 

紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カードを配布。アナグマ案内所チラ 

シ・案内カードを、こども家庭センター窓口に設置。 

 

 日時：２０２６年１月２９日 15：00～15：40 

 普及先：佐賀市生活福祉課、 就労支援室・保護係 

 対応：地域委員（本多輝美） 

 内容：パワーポイントを使用し、アプリと学習教材について説明。タブレットを 

使用し、家計の道しるべを紹介。アナグマ案内所チラシ、案内カード、ワ 

ークブック、参考書を配布。アナグマ案内所チラシ・案内カードを、こども 

家庭センター相談窓口に設置。アナグマ案内所チラシを市役所玄関、福 

祉課窓口に設置 

 

 日時：２０２５年１０月２日 13：30～14：00 

 普及先：長崎県雲仙市保護課 

 対応：地域委員（西村亜紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を説明。保護課から自立支援事業へつながる相談者も 

多いため、相談者への活用をお願いした。 

 

 日時：２０２５年１０月８日 13：30～11：45 

 普及先：長崎県壱岐市支援調整会議（壱岐市地域福祉課、保護課、社協） 

 対応：地域委員（西村亜紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。社協の自立支援員には、チラシと名刺を２０ 

部ずつ渡し、家計相談につなげる際の活用をお願いした。 

 

 日時：２０２５年１０月１０日 14：45～15：00 

 普及先：長崎県保健福祉課 専門監、課長補佐、係長 

 対応：地域委員（西村亜紀子）協力部会員（松尾淳子、松尾敦奈） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。県主催の人材養成研修での説明について了 

承いただいた。 

 

 日時：２０２５年１０月１６日 14：00～15：00 

 普及先：長崎県西海市社会福祉協議会 自立支援員、家計改善支援員 

 対応：地域委員（西村亜紀子）協力部会員（松尾淳子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。チラシと名刺を５０部ずつ、テキスト２種を１ 

０部ずつ渡し、家計相談につなげる際の活用などをお願いした。 

 

 日時：２０２５年１０月１６日 11：30～11：45 

 普及先：長崎県東彼杵郡東彼杵町支援調整会議（福祉事務所、東彼杵町 町 

民課、こども健康課、税財政課、包括、社協、ハローワーク、若者サポ 

ートステーション、障害者支援センター  

 対応：協力部会員（松尾淳子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。特に、若者サポートステーションの担当者が 

興味を示され、後日資料を１０部追加で渡した。 

 

 日時：２０２５年１０月２６日 11：30～11：45 

 普及先：長崎県平戸市福祉部福祉課生活福祉係（自立支援員） 

 対応：協力部会員（溝口由利子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。 

 

 日時：２０２５年１０月２８日 10：00～10：15 

 普及先：新上五島福祉事務所福祉課 （自立支援員）（長崎県） 

 対応：協力部会員（溝口由利子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月１０日 9 時 45 分～10 時 

 普及先：長崎県北松浦郡佐々町社会福祉協議会 （自立支援員） 

 対応：協力部会員（溝口由利子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種をお渡しし、 

目的や活用方法をお伝えした。 

 

 日時：２０２５年１１月１８日 11：00～11：20 

 普及先：長崎県松浦市福祉事務所 福祉総務係 （自立支援員） 
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 対応：協力部会員（溝口由利子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月２１日 11：30～11：45 

 普及先：長崎県大村市社会福祉協議会 （自立支援員） 

 対応：協力部会員（池田その惠） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カードを渡して、目的や活用方 

法を伝えた。相談者用に５部ずつ渡し、自立から家計へ繋ぐ際の活用を 

お願いした。 

 

 日時：２０２５年１１月２１日 11：30～11：45 

 普及先：長崎県東彼杵郡波佐見町社会福祉協議会 

 対応：協力部会員（松尾敦奈） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法をお伝えした。自立から家計へ繋ぐ際の活用をお願い 

した。 

 

 日時：２０２５年１２月５日 14：30～14：45 

 普及先：長崎県対馬市福祉事務所 保護課 主任、会計 

 対応：協力部会員（松尾淳子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。アプリで家計を気軽に診断でき、家計診断を

もとに自立から家計へつなぐツールとして活用いただけることを説明

した。家計診断については大変興味を示され、ぜひ活用したいと言われ 

た。その後、家計担当者が追加の資料を渡した。 

 

 日時：２０２６年１月７日 14：00～14：15 

 普及先：長崎県西彼杵郡長与町社会福祉協議会（主任相談員、自立支援員） 

 対応：協力部会員（髙村紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。自立から家計へ繋ぐ際の活用をお願いした。 

自立支援員からは、「アプリだったら使いやすそう」「自分もやってみよ 

う」などの感想があった。 

 

 日時：２０２６年１月１６日 9：45～10：00 

 普及先：長崎県西彼杵郡時津町社会福祉協議会（自立支援員） 

 対応：協力部会員（髙村紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。自立から家計へ繋ぐ際の活用をお願いした。 

 

 日時：２０２５年９月２日 15：15～15：30 

 普及先：大分市社会福祉協議会 生活支援課課長・参事他 

 対応：地域委員（近澤和子）、協力部会員（平岡啓介） 

 内容：大分市社会福祉協議会生活支援課の課内連絡会議でチラシ等を説明し、 

「家計の道しるべ」の活用を促した。新社会人向けのワークブック・参考 

書はご家族や身近な方へもチラシの二次元コードの案内を呼びかけた。 

「ご自分のお金の使い方がどうなのかの結果がグラフなどで分かります」 
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 対応：協力部会員（溝口由利子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月２１日 11：30～11：45 

 普及先：長崎県大村市社会福祉協議会 （自立支援員） 

 対応：協力部会員（池田その惠） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カードを渡して、目的や活用方 

法を伝えた。相談者用に５部ずつ渡し、自立から家計へ繋ぐ際の活用を 

お願いした。 

 

 日時：２０２５年１１月２１日 11：30～11：45 

 普及先：長崎県東彼杵郡波佐見町社会福祉協議会 

 対応：協力部会員（松尾敦奈） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法をお伝えした。自立から家計へ繋ぐ際の活用をお願い 

した。 

 

 日時：２０２５年１２月５日 14：30～14：45 

 普及先：長崎県対馬市福祉事務所 保護課 主任、会計 

 対応：協力部会員（松尾淳子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。アプリで家計を気軽に診断でき、家計診断を

もとに自立から家計へつなぐツールとして活用いただけることを説明

した。家計診断については大変興味を示され、ぜひ活用したいと言われ 

た。その後、家計担当者が追加の資料を渡した。 

 

 日時：２０２６年１月７日 14：00～14：15 

 普及先：長崎県西彼杵郡長与町社会福祉協議会（主任相談員、自立支援員） 

 対応：協力部会員（髙村紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。自立から家計へ繋ぐ際の活用をお願いした。 

自立支援員からは、「アプリだったら使いやすそう」「自分もやってみよ 

う」などの感想があった。 

 

 日時：２０２６年１月１６日 9：45～10：00 

 普及先：長崎県西彼杵郡時津町社会福祉協議会（自立支援員） 

 対応：協力部会員（髙村紀子） 

 内容：一般向け情宣用チラシと名刺サイズ案内カード、テキスト２種を渡して、 

目的や活用方法を伝えた。自立から家計へ繋ぐ際の活用をお願いした。 

 

 日時：２０２５年９月２日 15：15～15：30 

 普及先：大分市社会福祉協議会 生活支援課課長・参事他 

 対応：地域委員（近澤和子）、協力部会員（平岡啓介） 

 内容：大分市社会福祉協議会生活支援課の課内連絡会議でチラシ等を説明し、 

「家計の道しるべ」の活用を促した。新社会人向けのワークブック・参考 

書はご家族や身近な方へもチラシの二次元コードの案内を呼びかけた。 

「ご自分のお金の使い方がどうなのかの結果がグラフなどで分かります」 

と説明した時は会場から「お～」とどよめきがあった。 

 

 日時：２０２５年１０月３１日 11：00～11：10 

 普及先：大分県由布市支援調整会議（副主幹、自立支援員、ワーカーズコープ

他） 

 対応：協力部会員（塩月恵子、土橋教子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただけ 

るようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを 

押して欲しいと伝えた。市から参考書・ワークブックの追加希望（５部） 

があり、１１月２７日持参した。 

 

 日時：２０２５年１１月１８日 15：05～15：15 

 普及先：うすきプラットホーム 福祉事務所長、社協、職員高齢者施設、障がい 

者施設、病院関係他 （大分県臼杵市） 

 対応：協力部会員（平岡啓介） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。多くの参加者が興味を示し、すぐに二次元コードを 

読み取る人もいた。 

 

 日時：２０２５年１１月１９日 10：10～10：20 

 普及先：大分県佐伯市支援調整会議（福祉保健部、社協、自立支援員、ハロー 

ワーク）  

 対応：地域委員（近澤和子）、協力部会員（平岡啓介） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２１枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。佐伯市には試作段階でのアプリを試していただいた 

ので、「違いなどわかるので楽しみ」と言われた。 

 

 日時：２０２５年１１月１９日 10：10～10：20 

 普及先：大分県速見郡日出町支援調整会議（県東部保険所地域福祉室室長、 

役場主査、社協、ワーカーズコープ他）  

 対応：協力部会員（土橋教子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。とても興味を持っていただけた。 

 

 日時：２０２５年１１月２０日 14：30～14：40 

 普及先：大分県豊後大野市支援調整会議（社会福祉課、学習支援、就労準備、 

自立相談員） 

 対応：協力部会員（井上悦子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

    配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 
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て欲しいと伝えた。「子どもに見せたい」「やってみたい」と反応が良かっ 

た。 

 

 日時：２０２５年１１月２１日 10：05～10：15 

 普及先：大分市支援調整会議（福祉課参事、ハローワーク、青少年総合相談所、 

アソウーヒューマニー（就労準備）社協（自立・就労）等）  

 対応：地域委員（近澤和子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。市は参考書・ワークブックにとても興味を持たれて 

いたので、追加可能と伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月２５日 11：25～11：40 

 普及先：大分県佐伯市生活困窮者自立相談支援連絡会議（社会福祉課、商工 

会議所、民生委員、障がい、高齢者施設、県社協、市社協等）  

 対応：地域委員（近澤和子）、協力部会員（城井英司） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。年に１度の開催の会議なので、家計改善支援の内容 

や事例などを報告した後に、アプリの説明をした。アプリは客観的にご 

自分の家計の様子をわかっていただき、家計改善支援を受けたほうが 

良いと思っていただける人が増えることを目的としていて、そこには全 

国の支援の窓口の情報が載っていることも伝え、有効に使っていただ 

けるツールであるとアピールした。 

 

 日時：２０２５年１１月２６日 11：40～11：50 

 普及先：大分県津久見市支援調整会議（社会福祉課課長、生活支援班、障が 

い者・高齢者施設、ハローワーク等）  

 対応：地域委員（近澤和子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。津久見市は直営なので、市役所窓口等に置けるよう 

に相談するとのことだった。 

 

 日時：２０２５年１１月２７日 14：40～14：50 

 普及先：大分県宇佐市支援調整会議（社会福祉課、社協、ワーカーズコープ等）  

 対応：協力部会員（塩月恵子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月２７日 14：45～14：55 

 普及先：玖珠・九重町支援調整会議（大分県西部保健所、玖珠町役場福祉課、 

ワーカーズコープ、社協等） （大分県玖珠郡） 
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て欲しいと伝えた。「子どもに見せたい」「やってみたい」と反応が良かっ 

た。 

 

 日時：２０２５年１１月２１日 10：05～10：15 

 普及先：大分市支援調整会議（福祉課参事、ハローワーク、青少年総合相談所、 

アソウーヒューマニー（就労準備）社協（自立・就労）等）  

 対応：地域委員（近澤和子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。市は参考書・ワークブックにとても興味を持たれて 

いたので、追加可能と伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月２５日 11：25～11：40 

 普及先：大分県佐伯市生活困窮者自立相談支援連絡会議（社会福祉課、商工 

会議所、民生委員、障がい、高齢者施設、県社協、市社協等）  

 対応：地域委員（近澤和子）、協力部会員（城井英司） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。年に１度の開催の会議なので、家計改善支援の内容 

や事例などを報告した後に、アプリの説明をした。アプリは客観的にご 

自分の家計の様子をわかっていただき、家計改善支援を受けたほうが 

良いと思っていただける人が増えることを目的としていて、そこには全 

国の支援の窓口の情報が載っていることも伝え、有効に使っていただ 

けるツールであるとアピールした。 

 

 日時：２０２５年１１月２６日 11：40～11：50 

 普及先：大分県津久見市支援調整会議（社会福祉課課長、生活支援班、障が 

い者・高齢者施設、ハローワーク等）  

 対応：地域委員（近澤和子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。津久見市は直営なので、市役所窓口等に置けるよう 

に相談するとのことだった。 

 

 日時：２０２５年１１月２７日 14：40～14：50 

 普及先：大分県宇佐市支援調整会議（社会福祉課、社協、ワーカーズコープ等）  

 対応：協力部会員（塩月恵子） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。 

 

 日時：２０２５年１１月２７日 14：45～14：55 

 普及先：玖珠・九重町支援調整会議（大分県西部保健所、玖珠町役場福祉課、 

ワーカーズコープ、社協等） （大分県玖珠郡） 

 対応：協力部会員（平岡敬介） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

配布し、説明を行った。カードは２０枚渡し、窓口にも置いていただける 

ようにお願いした。個人情報など心配はないので必ず送信ボタンを押し 

て欲しいと伝えた。参加者の皆さんは興味津々の様だった。 

 

 日時：２０２５年１２月１２日 10：00～10：30 

 普及先：宮崎県日向市社会福祉協議会 生活福祉課自立支援係 

 対応：地域委員（古津理恵、高濱千夏） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。日頃の家計面談の中で、 

金銭教育の必要性を感じ、今後実施できればと考えておられた。小中学 

生向けの教材についても期待されていた。 

 

 日時：２０２５年１２月１２日 1３：30～15：00 

 普及先：グリーンコープみやざき生活再生相談室、宮崎市自立相談支援センタ 

     ー 

 対応：地域委員（古津理恵、高濱千夏） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。生活保護受給世帯の高 

校生への講座を検討されていたため、タイムリーだと喜ばれた。児童養 

護施設から自立する子ども達への金銭教育についても相談があってい 

るとのこと。今後積極的に活用される様子を感じた。 

 

 日時：２０２５年９月２０日 10：30～10：45 

 普及先：社会福祉法人グリーンコープ 生活再生支援事業熊本県本部 職場 

会議 

 対応：地域委員（古津理恵、高濱千夏） 

 内容：家計改善支援員、自立相談支援員、就労準備支援員が集まる会議の場 

で、アプリを紹介し、一度各人で試して欲しいことを伝える。自立相談窓 

口にチラシを置いてもらうように案内。 

 

 日時：２０２５年９月２０日 9：30～10：00 

 普及先：グリーンコープ熊本生活再生相談室 家計改善支援員 

 対応：地域委員（古津理恵、高濱千夏） 

 内容：家計改善支援員を集めてアプリや教材についての学習会を行い、実施 

後、各支援調整会議で案内してもらえるように共有した。 

 

 日時：２０２５年１０月１５日 14：00～14：30 

 普及先：熊本県健康福祉課 

 対応：地域委員（高濱千夏）、協力部会員（原田浩哉） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。今後各地の支援調整会 

議等で案内していきたい旨を報告。了承いただいた。 

 

 日時：２０２５年１１月１７日 14：00～14：15 

 普及先：熊本県阿蘇郡支援調整会議メンバーでの視察研修会、各町村自立相 

談支援担当者、ハローワーク阿蘇、抱樸館熊本職員 

 対応：地域委員（古津理恵） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。自立相談の受付窓口に 

チラシを置いていただくように依頼。家計面談に繋ぎたい相談者へのア 

− 39 −



プローチとしての活用など、相談現場での活用を考えていただくきっか 

けとなった。 

 

 日時：２０２５年１１月１８日 15：00～15：15 

 普及先：熊本県球磨郡支援調整会議（県社協、球磨福祉事務所、各町村の福 

祉課担当職員、各町村の自立相談支援員、人吉市自立、子どもの学 

習支援員、ハローワーク） 

 対応：協力部会員（原田浩哉） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。自立相談の受付窓口に 

チラシを置いていただくように依頼。１２月に開催予定の人吉高校五木 

分校での金銭教育も紹介したところ、高校まで見学に来られた。 

 

 日時：２０２５年１２月２３日 15：45～16：00 

 普及先：上下益城郡支援調整会議（県社協、上益城福祉事務所、各町の福祉 

課担当職員、各町の自立相談支援員、子どもの学習支援員、ハローワ 

ーク）(熊本県) 

 対応：地域委員（高濱千夏） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。その場で二次元コード 

を読み込み試していただいた。自立相談支援事業所の窓口にチラシを 

置いていただくように案内。御船高校での金銭教育の様子についても 

報告した。 

 

 日時：２０２５年１２月２２日 16：00～16：15 

 普及先：熊本県八代市支援調整会議（八代市福祉課課長、八代市自立相談支 

援員、就労支援員、子どもの学習支援員） 

 対応：地域委員（高濱千夏） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。その場で二次元コード 

を読み込み試していただいた。自立相談支援事業所の窓口にチラシを

置いていただくように案内。教材についても興味を持っていただけた。 

 

 日時：２０２５年１２月１９日 15：00～15：30 

 普及先：鹿児島県出水市安心サポートセンター 生活支援グループ（自立支援、 

子ども支援）自立支援員 

 対応：協力部会員（川原ひろみ） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

１０部渡し、活用いただくように説明した。利用後は送信ボタンを最後ま 

で押して終了して欲しいと伝えた。該当する方がいるので同席のもと一 

緒にしていただけないか依頼があったので、年明けに実施する予定。 

 

 日時：２０２５年１２月８日 10：00～10：30 

 普及先：鹿児島県日置市福祉課 生困担担当職員 

 対応：協力部会員（平名よしの） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

１０部渡し、活用いただくように説明した。利用後は送信ボタンを最後ま 

で押して終了して欲しいと伝えた。また、部署内でも回覧していただく 

ようにお願いしたところ、早速該当する方に勧めていただいた。 
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プローチとしての活用など、相談現場での活用を考えていただくきっか 

けとなった。 

 

 日時：２０２５年１１月１８日 15：00～15：15 

 普及先：熊本県球磨郡支援調整会議（県社協、球磨福祉事務所、各町村の福 

祉課担当職員、各町村の自立相談支援員、人吉市自立、子どもの学 

習支援員、ハローワーク） 
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 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。自立相談の受付窓口に 
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 日時：２０２５年１２月２３日 15：45～16：00 

 普及先：上下益城郡支援調整会議（県社協、上益城福祉事務所、各町の福祉 

課担当職員、各町の自立相談支援員、子どもの学習支援員、ハローワ 

ーク）(熊本県) 

 対応：地域委員（高濱千夏） 

 内容：家計診断アプリや参考書、ワークブックを紹介。その場で二次元コード 
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 日時：２０２５年１２月２２日 16：00～16：15 

 普及先：熊本県八代市支援調整会議（八代市福祉課課長、八代市自立相談支 
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置いていただくように案内。教材についても興味を持っていただけた。 
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 普及先：鹿児島県出水市安心サポートセンター 生活支援グループ（自立支援、 

子ども支援）自立支援員 

 対応：協力部会員（川原ひろみ） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

１０部渡し、活用いただくように説明した。利用後は送信ボタンを最後ま 

で押して終了して欲しいと伝えた。該当する方がいるので同席のもと一 

緒にしていただけないか依頼があったので、年明けに実施する予定。 

 

 日時：２０２５年１２月８日 10：00～10：30 

 普及先：鹿児島県日置市福祉課 生困担担当職員 

 対応：協力部会員（平名よしの） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

１０部渡し、活用いただくように説明した。利用後は送信ボタンを最後ま 

で押して終了して欲しいと伝えた。また、部署内でも回覧していただく 

ようにお願いしたところ、早速該当する方に勧めていただいた。 

 

 

 日時：２０２５年１２月２２日 10：00～10：30 

 普及先：鹿児島県枕崎市 援護係 保護係ケースワーカー、係長 

 対応：協力部会員（知久真由美） 

 内容：アナグマ案内所のチラシ、カード、家計の見直し参考書、ワークブックを 

１０部渡し、活用いただくように説明した。利用後は送信ボタンを最後ま 

で押して終了して欲しいと伝えた。 

 

     ＜４つの高校で高校生向けの金銭教育を実施＞ 

消費者支援ネット熊本からの依頼を受けて、新社会人向けの参考書をベースにし

た金銭教育講座を実施した。 

 日時・対象：１１月 ４日 県立熊本北高等学校 ３年生 ３５０名 

１１月１０日 私立有明高等学校 ３年生 １５０名 

１月１９日 県立人吉高等学校五木分校 ３年生 ２名 

２月１９日 県立熊本農業高校 ３年生 ３６０名 計８６２名 

 対応：地域委員（高濱千夏）、協力部会員（中島明美） 

 内容・所感： 

・北高は進学校のため、進学した場合に特化した話をした。仕送りの金額を相 

談していない世帯が多かった。 

・有明高校は進学、就職、看護科へ内部進学と多様な進学先だったため、講師 

３名で分担してワークショップを対応。先生の感想「１時間ではもったいない。 

来年は２コマ以上で」。 

・五木分校の生徒は２名とも就職・自宅から通勤予定。車が必須な土地柄。車 

の維持費や将来一人暮らしをするために計画的に貯金する方法など、実践

的な講座となった。 

    ＜生徒の感想＞ 

・思ったより、自由に使えるお金が無くて驚いた。効率的にやっていこうと思う。 

 この講座を受けてためになることをたくさん知ることができたので良かった

と感じた。 

・実際に自分の行く会社の求人票に書いてある手取り額と必要な金額を引いて

みると手に残るお金っていうのはほんとに少ないし様々なものが多く生活す

るのも結構苦労するんだなと思った。 

・仕事をし始めて一人暮らしをしたときに給料からどれくらいのお金が引かれ

ていくかを計算して実際に自分が自由に使えるお金の金額がだいたいわかっ

てよかった。 

・趣味などに使える分のお金は思っていた

より少なかったので将来は貯金をコ 

ツコツ重ねて、旅行に行ったり好きなもの

を買いたいと思いました。 

・親にもお金のことを心配されていたから

受講してお金の使う優先順位が分か 

った。 

・仕事をしだしたらいきなり大金が入るか

ら、つい浮かれて散財してしまうかも 

しれないからそうならないようにしっかり計

画を立ててお金を使うことの大切 

さを学ぶことができた。 
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９）沖縄ブロック 

① 説明会 

 日時：２０２５年９月１７日 10：00～10：50 

 会場：沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター中部 

 開催方法：ハイブリッド 

 参加：16 名 

 内容：事業の目的やこれまでの取り組みについて説明し、実際にアプリを試 

してもらい、内容を確認してもらった。製本された参考書・ワークブッ 

クを配布し、説明。質疑応答。 

＜所感＞ 

・参加者は県内の家計改善支援員であったため、アプリや学習教材に興味

を持っている方が多かったように感じた。 

・アプリに関しては口頭で説明してもイメージがつきにくいと思われたため、

説明会の時間内に実際に試してもらい反応をみたが、参加者の反応は概

ね良好で、「早速相談者に試してみたい」といった声も聞かれた。また、

近々就労準備の対象者向けに家計セミナーを実施するセンターからは「セ

ミナーの説明資料として参考書・ワークブックを活用したい」との声も聞か

れた。 

・スマホアプリからワークブックを見た方から「家計表に直接数値を入力で

きるの？」と質問があり、製本された教材に直接書き込んで活用するよう

案内した。 

 

 
 

② 普及活動 

 日時：２０２５年１０月２１日 15：40～16：00 

 普及先：八重瀬町社会福祉協議会 ケース検討・連携調整会議 

 対応：地域委員（松尾暢子） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に試してもらいながら説明。その後、テキス 

ト２種（ワークブック・参考書）の説明も行った。相談者に配布するための 

チラシ・案内カード・テキスト２種を渡した。 
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② 普及活動 

 日時：２０２５年１０月２１日 15：40～16：00 

 普及先：八重瀬町社会福祉協議会 ケース検討・連携調整会議 

 対応：地域委員（松尾暢子） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に試してもらいながら説明。その後、テキス 

ト２種（ワークブック・参考書）の説明も行った。相談者に配布するための 

チラシ・案内カード・テキスト２種を渡した。 

 

 日時：２０２５年１０月３０日 13：30～14：00 

 普及先：南風原町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（松尾暢子） 

 内容：家計改善支援事業について簡単に説明。家計リスク点検アプリは実際 

に試してもらいながら説明し、テキスト２種（ワークブック・参考書）の説 

明も行った。相談者に配布するためのチラシ・案内カード・テキスト２種 

を渡した。 

 

 日時：２０２５年１１月１１日 13：30～14：00 

 普及先：与那原町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（松尾暢子） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に試してもらいながら説明。その後、テキス 

ト２種（ワークブック・参考書）の説明も行った。相談者に配布するための 

チラシ・案内カード・テキスト２種を渡した。 

 

 日時：２０２５年１２月２日 14：30～15：00 

 普及先：北谷町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（仲程愛理） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に試 

してもらいながら説明。その後、テ 

キスト２種（ワークブック・参考書） 

の説明も行った。相談者に配布す 

るためのチラシ・案内カード・テキ 

スト２種を渡した。 

 

日時：２０２５年１２月２日 15：30～16：00 

 普及先：嘉手納町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（仲程愛理） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に 

試してもらいながら説明。その 

後、テキスト２種（ワークブック・ 

参考書）の説明も行った。相談 

者に配布するためのチラシ・案 

内カード・テキスト２種を渡した。 

 

 日時：２０２５年１２月１０日 9：30～9：50 

 普及先：西原町社会福祉協議会 

 対応：地域委員（松尾暢子） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に試してもらいながら説明。その後、テキス 

ト２種（ワークブック・参考書）の説明も行った。相談者に配布するための 

チラシ案内カード・テキスト２種を渡した。 

 

 日時：２０２５年１２月２４日 10：00～10：30 

 普及先：沖縄県中部福祉事務所 生活保護班 

 対応：地域委員（仲程愛理） 

 内容：家計リスク点検アプリを実際に試してもらいながら説明。その後、テキス 

ト２種（ワークブック・参考書）の説明も行った。相談者に配布するための 

チラシ・案内カード・テキスト２種を渡した。 
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（4）家計アプリへのアクセス状況 

１）アクセス数の推移（１１月～１月） 

3 ヶ月で 2,403 回の表示（利用者数は 1,340 件）があった。平日に多く、土日・年末

年始は少ない。平日は 30～40 件のアクセス／日ことから相談員が日常業務の中で

利用いただいていることがわかる。また 11 月の全国交流大会（滋賀）で紹介した際に

アクセスいただいた件数が増えていることもみてとれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）アプリへのアクセスから回答までの傾向 

アクセス解析のデータを精査すると、アクセス数は毎月 2,000 件前後となっており、1

人（１端末）あたり平均 3 回ほどアクセスされている。 

アクセスしたうえで、設問に回答し、最後の結果表示まで行った件数は毎月 300 件前

後でありアクセスした方の 40～45%が最後まで回答している。なお、アプリを開いて

すぐに閉じたか、回答の途中で離脱したかはログからは確認できない仕様となってい

る。さらに、アプリの改善等を目的に、回答内容をデータ送信できる機能をつけている

が、データ送信まで実施したのは、回答者の 22～35％だった。 

 

 

 

 

 

 

３）家計アプリ、回答集計 

①概要 

家計管理のリスクを点検できるアプリ（以下、家計アプリ）を開発、試験的に全国の家

計改善支援にかかわる担当者を中心に協力をいただき回答を収集した。 

ここで紹介する集計データは８月２０日から３月２５日までにデータ送信された回答

561 件を集計したものとなります。 

 

 

  ページ表示 

（回数） 

ページ表示 

（人数） 

結果表示 

（回数） 

データ送信 

（件数） 

11 月 2,241 727 332（45.7％） 117（35.2％） 

12 月 2,101 755 303（40.1％） 73（24.1％） 

1 月 1,715 574 253（44.1％） 56（22.1％） 
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  ページ表示 

（回数） 
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（人数） 

結果表示 

（回数） 

データ送信 

（件数） 
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②回答者の属性 

 

 

世帯人数を教えてください  ターゲット小分類 

  N %    N % 

1 人 115 20.5%  高校生 4 0.7% 

2 人 176 31.4%  高齢者 126 22.5% 

3 人 111 19.8%  単身高齢者 35 6.2% 

4 人 113 20.1%  その他 277 49.4% 

5 人以上 46 8.2%  大学生（実家） 2 0.4% 

合計 561 100.0%  大学生（独立） 2 0.4% 

    新社会人（実家） 10 1.8% 

     新社会人（独立） 23 4.1% 

     子育て世帯 41 7.3% 

     ひとり親 5 0.9% 

     
氷河期世代（ひとり

親） 

10 1.8% 

     氷河期世代 26 4.6% 

     合計 561 100.0% 

 

あなたの年齢を教えてください  ご職業を教えてください 

  N %    N 

18 歳未満 5 0.9%  高校生 4 

18～29 歳 62 11.1%  大学生 4 

30 歳～39 歳 86 15.3%  会社員 404 

40 歳～55 歳 247 44.0%  自営業 22 

56 歳～64 歳 121 21.6%  パート・アルバイト 90 

65 歳以上 40 7.1%  無職 37 

合計 561 100.0%  合計 561 100.0%

 

ご結婚はされていますか？  
同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいま

すか？ 

  N %    N 

未婚 142 25.3%  いない 337 

既婚 329 58.6%  1 人 103 

離別 79 14.1%  2 人 86 

死別 11 2.0%  3 人以上 35 

合計 561 100.0%  合計 561 100.0%
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③設問に対する回答結果 

ターゲット小分類を７つに集約し、それぞれの対象に対して設問を設定している。 

対象１：高校生 ４名 

対象２：大学生・新社会人（実家） １２名 

対象３：大学生・新社会人（独立） ２５名 

対象４：ひとり親 ※ひとり親属性の氷河期世代含む １５名 

対象５：高齢者 １６１名 

対象６：氷河期世代 ２６名 

対象７：その他および子育て世帯 ３１８名 

対象１－７それぞれについて回答結果を集計した。 

なお、テスト回答も含むため、たとえば「18 歳未満の大学生・新社会人」や「新社会人

で離別経験がある」といった、通常では想定しづらい回答を入力したケースも一部存

在しており、このようなデータも含んだ集計となっている点について留意する必要が

ある。 

１） 対象１：高校生 ４名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18 歳未満 2 50.0% 

18～29 歳 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
ご職業を教えてください 

  N % 

高校生 4 100.0% 

   
ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 4 100.0% 

   
同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 4 100.0% 

   
世帯人数を教えてください 

  N % 

2 人 1 25.0% 

4 人 1 25.0% 

5 人以上 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
毎月のおこづかいはいくらもらっていますか 

  N % 

5000 円以下 1 25.0% 

その他 3 75.0% 

合計 4 100.0% 
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③設問に対する回答結果 

ターゲット小分類を７つに集約し、それぞれの対象に対して設問を設定している。 

対象１：高校生 ４名 

対象２：大学生・新社会人（実家） １２名 

対象３：大学生・新社会人（独立） ２５名 

対象４：ひとり親 ※ひとり親属性の氷河期世代含む １５名 

対象５：高齢者 １６１名 

対象６：氷河期世代 ２６名 

対象７：その他および子育て世帯 ３１８名 

対象１－７それぞれについて回答結果を集計した。 

なお、テスト回答も含むため、たとえば「18 歳未満の大学生・新社会人」や「新社会人

で離別経験がある」といった、通常では想定しづらい回答を入力したケースも一部存

在しており、このようなデータも含んだ集計となっている点について留意する必要が

ある。 

１） 対象１：高校生 ４名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18 歳未満 2 50.0% 

18～29 歳 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
ご職業を教えてください 

  N % 

高校生 4 100.0% 

   
ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 4 100.0% 

   
同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 4 100.0% 

   
世帯人数を教えてください 

  N % 

2 人 1 25.0% 

4 人 1 25.0% 

5 人以上 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
毎月のおこづかいはいくらもらっていますか 

  N % 

5000 円以下 1 25.0% 

その他 3 75.0% 

合計 4 100.0% 

   
自分の貯金はありますか 

  N % 

お年玉などを貯めている 1 25.0% 

ない 3 75.0% 

合計 4 100.0% 

   
高校卒業後働くならどんな理由ですか 

  N % 

やりたい事があるから 3 75.0% 

進学する 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
進学する場合、学費はどうしますか 

  N % 

保護者が出す 3 75.0% 

貯めたお金と奨学金の利用 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
アルバイト代は何に使っていますか 

  N % 

自分で自由に使っている 3 75.0% 

アルバイトはしていない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
友達とのお金の貸し借りをしますか 

  N % 

借りることがある 1 25.0% 

どちらもある 1 25.0% 

どちらもない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
友達に遊びに誘われた時、お金が足りなかったらどうしますか 

  N % 

保護者に出してもらう 1 25.0% 

遊びに行かない 3 75.0% 

合計 4 100.0% 

   
友達にちょっとしたものをおごってあげることがありますか 

  N % 

よくある 1 25.0% 

時々ある 2 50.0% 

あまりない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 
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クレジットカードでの買い物は借金と同じだと思いますか 

  N % 

思う 2 50.0% 

思わない 1 25.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

決めた額まで使っている 2 50.0% 

やらない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
SNS で高額なアルバイトや儲かる話をチェックしていますか 

  N % 

よくしている 1 25.0% 

見たことがある 1 25.0% 

しない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
自分のスマートフォンの利用料金を知っていますか 

  N % 

知っている 3 75.0% 

ときどき気にする 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
買物をするときに何を基準に選びますか 

  N % 

値段 1 25.0% 

欲しいかどうか 2 50.0% 

必要かどうか 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
1 人暮しをした時の生活費をイメージできますか 

  N % 

必要な金額は知っている 2 50.0% 

なんとなく 1 25.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
急にお金が必要になった時どうしていますか 

  N % 

自分の貯金から支払う 1 25.0% 

− 48 −



   
クレジットカードでの買い物は借金と同じだと思いますか 

  N % 

思う 2 50.0% 

思わない 1 25.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

決めた額まで使っている 2 50.0% 

やらない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
SNS で高額なアルバイトや儲かる話をチェックしていますか 

  N % 

よくしている 1 25.0% 

見たことがある 1 25.0% 

しない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
自分のスマートフォンの利用料金を知っていますか 

  N % 

知っている 3 75.0% 

ときどき気にする 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
買物をするときに何を基準に選びますか 

  N % 

値段 1 25.0% 

欲しいかどうか 2 50.0% 

必要かどうか 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
1 人暮しをした時の生活費をイメージできますか 

  N % 

必要な金額は知っている 2 50.0% 

なんとなく 1 25.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
急にお金が必要になった時どうしていますか 

  N % 

自分の貯金から支払う 1 25.0% 

保護者に出してもらう 2 50.0% 

日払いのアルバイトをする 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
趣味や好きな事に使うお金はどうしていますか 

  N % 

おこづかいの範囲で使う 2 50.0% 

お金を貯めてから使う 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
日常の買い物の主な支払方法は 

  N % 

現金 2 50.0% 

チャージする電子マネー 1 25.0% 

その他 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
将来についていつごろまでの事を考えていますか 

  N % 

高校卒業後 2 50.0% 

２２歳頃（大学卒業後）まで 1 25.0% 

３０歳頃まで 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
進路を決める時一番重要なのは 

  N % 

学びたいかどうか 2 50.0% 

稼げるかどうか 1 25.0% 

好きな事かどうか 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
税金や社会保険（年金・健康保険など）の制度を知っていますか 

  N % 

知っている 3 75.0% 

なんとなく知っている 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
成人（18 歳）になり iDeCo や NISA をすすめられたらどうしますか 

  N % 

すぐに始める 1 25.0% 

投資について勉強してから考える 1 25.0% 

保護者や信頼のおける人に相談する 1 25.0% 

興味がない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 
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自分が働いて収入を得るようになったら貯金はしますか 

  N % 

金額を決めてする 3 75.0% 

あまったらする 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
生命保険など民間の保険に対してどう思っていますか 

  N % 

必要な分だけでいい 3 75.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
困った時に頼れる人は誰ですか 

  N % 

家族 2 50.0% 

友人や知人 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
人と知り合うのに学校以外で一番多いのは 

  N % 

SNS などネット上 2 50.0% 

塾や習い事 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
学校や家以外の居場所はありますか 

  N % 

ある 3 75.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
マッチングアプリなど人と出会うアプリを使っていますか 

  N % 

使わない 4 100.0% 

   
ボランティア活動や地域の行事などに参加していますか 

  N % 

している 1 25.0% 

時々している 1 25.0% 

あまりしていない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
クレジットカードの買物で返す額が一番高額になるのはどれか知っていますか 

  N % 
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自分が働いて収入を得るようになったら貯金はしますか 

  N % 

金額を決めてする 3 75.0% 

あまったらする 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
生命保険など民間の保険に対してどう思っていますか 

  N % 

必要な分だけでいい 3 75.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
困った時に頼れる人は誰ですか 

  N % 

家族 2 50.0% 

友人や知人 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
人と知り合うのに学校以外で一番多いのは 

  N % 

SNS などネット上 2 50.0% 

塾や習い事 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
学校や家以外の居場所はありますか 

  N % 

ある 3 75.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
マッチングアプリなど人と出会うアプリを使っていますか 

  N % 

使わない 4 100.0% 

   
ボランティア活動や地域の行事などに参加していますか 

  N % 

している 1 25.0% 

時々している 1 25.0% 

あまりしていない 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

   
クレジットカードの買物で返す額が一番高額になるのはどれか知っていますか 

  N % 

分割払い 1 25.0% 

リボルビング払い 3 75.0% 

合計 4 100.0% 

   
税金や社会保険（年金・健康保険など）の保険料を払うのはもったいないと思いますか 

  N % 

ちょっと思う 1 25.0% 

思わない 2 50.0% 

わからない 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
成人（18 歳）になったらなんでも契約できると思いますか 

  N % 

できる 1 25.0% 

契約内容によってできるものとできないものがある 3 75.0% 

合計 4 100.0% 

   
ネットで有料サイトにアクセスし、未登録なのに料金請求をされたらどうしますか 

  N % 

無視する 2 50.0% 

消費生活センターなどの窓口に相談する 1 25.0% 

保護者や信頼のおける大人に相談する 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
クーリング・オフという制度を知っていますか 

  N % 

知っている 2 50.0% 

なんとなく知ってる 1 25.0% 

聞いたことはある 1 25.0% 

合計 4 100.0% 

   
家族の事やお金・生活で困ったことがある時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 2 50.0% 

聞いたことはある 2 50.0% 

合計 4 100.0% 

 

 

 

２） 対象２：大学生・新社会人（実家） １２名 

ターゲット小分類 

  N % 

大学生（実家） 2 16.7% 

新社会人（実家） 10 83.3% 
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合計 12 100.0% 
   

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18～29 歳 12 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

大学生 2 16.7% 

会社員 9 75.0% 

パート・アルバイト 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 12 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 12 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

2 人 3 25.0% 

3 人 1 8.3% 

4 人 7 58.3% 

5 人以上 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

あなたの預貯金はありますか 

  N % 

ある 2 16.7% 

少しある 5 41.7% 

ない 5 41.7% 

合計 12 100.0% 
   

お金を借りていますか 

  N % 

借りている（1 箇所） 3 25.0% 

借りていない 9 75.0% 

合計 12 100.0% 
   

奨学金の返済を負担に感じますか 

  N % 
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合計 12 100.0% 
   

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18～29 歳 12 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

大学生 2 16.7% 

会社員 9 75.0% 

パート・アルバイト 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 12 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 12 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

2 人 3 25.0% 

3 人 1 8.3% 

4 人 7 58.3% 

5 人以上 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

あなたの預貯金はありますか 

  N % 

ある 2 16.7% 

少しある 5 41.7% 

ない 5 41.7% 

合計 12 100.0% 
   

お金を借りていますか 

  N % 

借りている（1 箇所） 3 25.0% 

借りていない 9 75.0% 

合計 12 100.0% 
   

奨学金の返済を負担に感じますか 

  N % 

感じる 4 33.3% 

まあまあ感じる 1 8.3% 

借りていない 7 58.3% 

合計 12 100.0% 
   

収入（仕送り含む）は安定していますか 

  N % 

安定している 6 50.0% 

まあまあ安定している 4 33.3% 

あまり安定していない 1 8.3% 

安定していない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

滞納がありますか 

  N % 

ない 12 100.0% 
   

衝動買いしてしまうことがありますか 

  N % 

ある 5 41.7% 

まあまあある 3 25.0% 

あまりない 4 33.3% 

合計 12 100.0% 
   

インターネットの買い物はつい買いすぎてしまうと思いますか 

  N % 

思う 2 16.7% 

まあまあ思う 4 33.3% 

あまり思わない 6 50.0% 

合計 12 100.0% 
   

オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

決めた額まで使っている 2 16.7% 

お金を使わないでやっている 1 8.3% 

やらない 9 75.0% 

合計 12 100.0% 
   

パチンコなど賭け事はしますか 

  N % 

時々する 1 8.3% 

しない 2 16.7% 

興味がない 9 75.0% 

合計 12 100.0% 
   

− 53 −



人によくおごってしまうほうですか 

  N % 

はい 1 8.3% 

たまにある 3 25.0% 

あまりない 5 41.7% 

ない 3 25.0% 

合計 12 100.0% 
   

親しい人から高額なアルバイトや仕事を勧められたら、どうしますか 

  N % 

相手の話をよく聞いてから判断する 1 8.3% 

家族や信頼のおける人に相談する 3 25.0% 

断る 8 66.7% 

合計 12 100.0% 
   

毎月の収支状況を把握していますか 

  N % 

把握している 3 25.0% 

だいたい把握している 6 50.0% 

あまり把握していない 3 25.0% 

合計 12 100.0% 
   

クレジットカードを使う時の支払い方法はどれですか 

  N % 

一括払い 11 91.7% 

分割払い 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

自炊はしますか 

  N % 

する 9 75.0% 

ややする 3 25.0% 

合計 12 100.0% 
   

キャッシュレス決済の利用明細を把握していますか 

  N % 

把握している 8 66.7% 

あまり把握していない 2 16.7% 

見ていない 1 8.3% 

利用していない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

家賃支払いの負担が大きいですか 

  N % 
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人によくおごってしまうほうですか 

  N % 

はい 1 8.3% 

たまにある 3 25.0% 

あまりない 5 41.7% 

ない 3 25.0% 

合計 12 100.0% 
   

親しい人から高額なアルバイトや仕事を勧められたら、どうしますか 

  N % 

相手の話をよく聞いてから判断する 1 8.3% 

家族や信頼のおける人に相談する 3 25.0% 

断る 8 66.7% 

合計 12 100.0% 
   

毎月の収支状況を把握していますか 

  N % 

把握している 3 25.0% 

だいたい把握している 6 50.0% 

あまり把握していない 3 25.0% 

合計 12 100.0% 
   

クレジットカードを使う時の支払い方法はどれですか 

  N % 

一括払い 11 91.7% 

分割払い 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

自炊はしますか 

  N % 

する 9 75.0% 

ややする 3 25.0% 

合計 12 100.0% 
   

キャッシュレス決済の利用明細を把握していますか 

  N % 

把握している 8 66.7% 

あまり把握していない 2 16.7% 

見ていない 1 8.3% 

利用していない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

家賃支払いの負担が大きいですか 

  N % 

かなり大きい 1 8.3% 

やや負担 1 8.3% 

負担ではない 10 83.3% 

合計 12 100.0% 
   

貯蓄がなくても投資はした方がよいと思いますか 

  N % 

思う 1 8.3% 

やや思う 2 16.7% 

あまり思わない 4 33.3% 

思わない 5 41.7% 

合計 12 100.0% 
   

日常の買い物の主な支払い方法は 

  N % 

現金 4 33.3% 

チャージする電子マネー 2 16.7% 

後払いの電子マネー 2 16.7% 

クレジットカード 4 33.3% 

合計 12 100.0% 
   

将来に向けて貯蓄をしていますか 

  N % 

計画的にしている 2 16.7% 

時々している 5 41.7% 

していない 3 25.0% 

したくてもできない 2 16.7% 

合計 12 100.0% 
   

資格取得やスキルアップをしていますか 

  N % 

している 4 33.3% 

したいけどできない 4 33.3% 

していない 4 33.3% 

合計 12 100.0% 
   

食事は栄養バランスを考えていますか 

  N % 

たまに考える 8 66.7% 

あまり気にしていない 4 33.3% 

合計 12 100.0% 
   

年金保険料を納めても無駄だと思いますか 

  N % 

思う 3 25.0% 
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やや思う 6 50.0% 

あまり思わない 2 16.7% 

思わない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

将来の夢や希望、目標を持っていますか 

  N % 

持っている 3 25.0% 

なんとなくある 6 50.0% 

ない 2 16.7% 

わからない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

株や投資信託、預貯金の方法、保険などお金の事を知っていますか 

  N % 

知っている 1 8.3% 

なんとなく知っている 3 25.0% 

よくわからない 8 66.7% 

合計 12 100.0% 
   

困った時にまず頼るのは誰ですか 

  N % 

家族や親族 11 91.7% 

友人や知人 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

あなたの収入が家族を支えていますか 

  N % 

少し 4 33.3% 

支えていない 8 66.7% 

合計 12 100.0% 
   

お金の事について誰に相談しますか 

  N % 

家族・友人・知人 8 66.7% 

誰にも相談しない 4 33.3% 

合計 12 100.0% 
   

家族や友人にお金を貸してほしいと頼まれたらどうしますか 

  N % 

たまに貸す 1 8.3% 

頼まれても貸さない 5 41.7% 

頼まれたことがない 6 50.0% 

合計 12 100.0% 
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やや思う 6 50.0% 

あまり思わない 2 16.7% 

思わない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

将来の夢や希望、目標を持っていますか 

  N % 

持っている 3 25.0% 

なんとなくある 6 50.0% 

ない 2 16.7% 

わからない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

株や投資信託、預貯金の方法、保険などお金の事を知っていますか 

  N % 

知っている 1 8.3% 

なんとなく知っている 3 25.0% 

よくわからない 8 66.7% 

合計 12 100.0% 
   

困った時にまず頼るのは誰ですか 

  N % 

家族や親族 11 91.7% 

友人や知人 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

あなたの収入が家族を支えていますか 

  N % 

少し 4 33.3% 

支えていない 8 66.7% 

合計 12 100.0% 
   

お金の事について誰に相談しますか 

  N % 

家族・友人・知人 8 66.7% 

誰にも相談しない 4 33.3% 

合計 12 100.0% 
   

家族や友人にお金を貸してほしいと頼まれたらどうしますか 

  N % 

たまに貸す 1 8.3% 

頼まれても貸さない 5 41.7% 

頼まれたことがない 6 50.0% 

合計 12 100.0% 
   

家族以外に日常的に話す相手はいますか 

  N % 

いない 1 8.3% 

会って話す相手がいる 11 91.7% 

合計 12 100.0% 
   

NISA、iDeCo について知っていますか。 

  N % 

両方知っている 3 25.0% 

両方なんとなく知っている 6 50.0% 

片方だけ知っている 1 8.3% 

どちらも知らない 2 16.7% 

合計 12 100.0% 
   

クレジットカードの買い物で返す額が一番高額になるのはどれか知っていますか 

  N % 

リボルビング払い 12 100.0% 
   

クーリング・オフ制度を知っていますか 

  N % 

知っている 8 66.7% 

なんとなく知っている 3 25.0% 

名称だけ聞いたことがある 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

傷病手当金を知っていますか 

  N % 

知っている 7 58.3% 

なんとなく知っている 4 33.3% 

知らない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

暮らしに困った時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 10 83.3% 

聞いたことはある 1 8.3% 

知らない 1 8.3% 

合計 12 100.0% 
   

詐欺被害についてどう思いますか 

  N % 

詐欺にあわないと思う 2 16.7% 

考えたことがない 1 8.3% 

被害にあわないよう気を付けている 8 66.7% 
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詐欺にあう可能性があると思う 1 8.3% 

合計 12 100.0% 

 

３） 対象３：大学生・新社会人（独立） ２５名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18 歳未満 2 8.0% 

18～29 歳 23 92.0% 

合計 25 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

大学生 2 8.0% 

会社員 19 76.0% 

自営業 2 8.0% 

パート・アルバイト 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 23 92.0% 

離別 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 23 92.0% 

3 人以上 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 25 100.0% 
   

あなたの預貯金はありますか 

  N % 

ある 7 28.0% 

少しある 13 52.0% 

ない 4 16.0% 

貯金はしない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

あなたは親族以外からお金を借りていますか 

  N % 
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詐欺にあう可能性があると思う 1 8.3% 

合計 12 100.0% 

 

３） 対象３：大学生・新社会人（独立） ２５名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18 歳未満 2 8.0% 

18～29 歳 23 92.0% 

合計 25 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

大学生 2 8.0% 

会社員 19 76.0% 

自営業 2 8.0% 

パート・アルバイト 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 23 92.0% 

離別 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 23 92.0% 

3 人以上 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 25 100.0% 
   

あなたの預貯金はありますか 

  N % 

ある 7 28.0% 

少しある 13 52.0% 

ない 4 16.0% 

貯金はしない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

あなたは親族以外からお金を借りていますか 

  N % 

借りている（3 箇所以上） 3 12.0% 

借りている（1 箇所） 4 16.0% 

借りていない 18 72.0% 

合計 25 100.0% 
   

奨学金を予定通り返済できそうですか 

  N % 

できそう 4 16.0% 

まあまあできそう 1 4.0% 

借りていない 20 80.0% 

合計 25 100.0% 
   

あなたの収入は安定していますか 

  N % 

安定している 12 48.0% 

まあまあ安定している 6 24.0% 

安定していない 2 8.0% 

仕事をしていない 5 20.0% 

合計 25 100.0% 
   

あなたの払うお金で滞納がありますか 

  N % 

ある（2 箇所以上） 1 4.0% 

ある（1 箇所） 2 8.0% 

ない 22 88.0% 

合計 25 100.0% 
   

衝動買いしてしまうことがありますか 

  N % 

ある 6 24.0% 

まあまあある 9 36.0% 

あまりない 8 32.0% 

ない 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

インターネットで買い物をする時はつい買いすぎてしまうと思いますか 

  N % 

思う 4 16.0% 

まあまあ思う 12 48.0% 

あまり思わない 5 20.0% 

思わない 4 16.0% 

合計 25 100.0% 
   

オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 
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好きなだけ使っている 4 16.0% 

決めた額まで使っている 5 20.0% 

お金を使わないでやっている 4 16.0% 

やらない 12 48.0% 

合計 25 100.0% 
   

パチンコなど賭け事はしますか 

  N % 

よくする 1 4.0% 

時々する 3 12.0% 

しない 9 36.0% 

興味がない 12 48.0% 

合計 25 100.0% 
   

人によくおごってしまうほうですか 

  N % 

はい 1 4.0% 

たまにある 11 44.0% 

あまりない 8 32.0% 

ない 5 20.0% 

合計 25 100.0% 
   

親しい人から高額なアルバイトや仕事を勧められたら、どうしますか 

  N % 

高収入が得られるので即、OK する 2 8.0% 

相手の話をよく聞いてから判断する 4 16.0% 

親や信頼のおける人に相談する 9 36.0% 

断る 10 40.0% 

合計 25 100.0% 
   

自分のお金を管理できていますか 

  N % 

毎月できている把握している 6 24.0% 

だいたいできている 13 52.0% 

できずに困ることが多い 5 20.0% 

自分でしていない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

クレジットカードを使う時の支払い方法はどれですか 

  N % 

一括払い 16 64.0% 

分割払い 2 8.0% 

リボルビング払い 3 12.0% 

クレジットカードを使わない 4 16.0% 

合計 25 100.0% 
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好きなだけ使っている 4 16.0% 

決めた額まで使っている 5 20.0% 

お金を使わないでやっている 4 16.0% 

やらない 12 48.0% 

合計 25 100.0% 
   

パチンコなど賭け事はしますか 

  N % 

よくする 1 4.0% 

時々する 3 12.0% 

しない 9 36.0% 

興味がない 12 48.0% 

合計 25 100.0% 
   

人によくおごってしまうほうですか 

  N % 

はい 1 4.0% 

たまにある 11 44.0% 

あまりない 8 32.0% 

ない 5 20.0% 

合計 25 100.0% 
   

親しい人から高額なアルバイトや仕事を勧められたら、どうしますか 

  N % 

高収入が得られるので即、OK する 2 8.0% 

相手の話をよく聞いてから判断する 4 16.0% 

親や信頼のおける人に相談する 9 36.0% 

断る 10 40.0% 

合計 25 100.0% 
   

自分のお金を管理できていますか 

  N % 

毎月できている把握している 6 24.0% 

だいたいできている 13 52.0% 

できずに困ることが多い 5 20.0% 

自分でしていない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

クレジットカードを使う時の支払い方法はどれですか 

  N % 

一括払い 16 64.0% 

分割払い 2 8.0% 

リボルビング払い 3 12.0% 

クレジットカードを使わない 4 16.0% 

合計 25 100.0% 

   

食事はどうしていますか 

  N % 

家族や自分で作る食事が多い 9 36.0% 

総菜やお弁当などが多い 8 32.0% 

外食がほとんど 6 24.0% 

安売りのパンやインスタントが多い 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

キャッシュレス決済の利用明細を把握していますか 

  N % 

把握している 11 44.0% 

あまり把握していない 9 36.0% 

見ていない 2 8.0% 

利用していない 3 12.0% 

合計 25 100.0% 
   

電気代を意識して節約していますか 

  N % 

節約を心がけている 2 8.0% 

時々節約している 11 44.0% 

気にせず使っている 9 36.0% 

節約したいができない 3 12.0% 

合計 25 100.0% 
   

貯蓄がなくても投資はした方がよいと思いますか 

  N % 

思う 2 8.0% 

やや思う 7 28.0% 

あまり思わない 12 48.0% 

思わない 4 16.0% 

合計 25 100.0% 
   

日常の買い物の主な支払い方法は 

  N % 

現金 10 40.0% 

チャージする電子マネー 8 32.0% 

後払いの電子マネー 3 12.0% 

クレジットカード 4 16.0% 

合計 25 100.0% 
   

将来に向けて貯蓄をしていますか 

  N % 

計画的にしている 6 24.0% 

時々している 11 44.0% 
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していない 2 8.0% 

したくてもできない 6 24.0% 

合計 25 100.0% 
   

資格取得やスキルアップをしていますか 

  N % 

している 10 40.0% 

したいけどできない 4 16.0% 

していない 9 36.0% 

したいと思わない 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

食事は栄養バランスを考えていますか 

  N % 

いつも考えている 3 12.0% 

たまに考える 10 40.0% 

あまり気にしていない 11 44.0% 

考えたことがない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

年金保険料を納めても無駄だと思いますか 

  N % 

思う 4 16.0% 

やや思う 11 44.0% 

あまり思わない 5 20.0% 

思わない 5 20.0% 

合計 25 100.0% 
   

将来の夢や希望、目標を持っていますか 

  N % 

持っている 6 24.0% 

なんとなくある 9 36.0% 

ない 7 28.0% 

わからない 3 12.0% 

合計 25 100.0% 
   

株や投資信託、預貯金の方法、保険などお金の事を知っていますか 

  N % 

知っている 3 12.0% 

なんとなく知っている 7 28.0% 

よくわからない 15 60.0% 

合計 25 100.0% 
   

困った時にまず頼るのは誰ですか 

  N % 
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していない 2 8.0% 

したくてもできない 6 24.0% 

合計 25 100.0% 
   

資格取得やスキルアップをしていますか 

  N % 

している 10 40.0% 

したいけどできない 4 16.0% 

していない 9 36.0% 

したいと思わない 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

食事は栄養バランスを考えていますか 

  N % 

いつも考えている 3 12.0% 

たまに考える 10 40.0% 

あまり気にしていない 11 44.0% 

考えたことがない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

年金保険料を納めても無駄だと思いますか 

  N % 

思う 4 16.0% 

やや思う 11 44.0% 

あまり思わない 5 20.0% 

思わない 5 20.0% 

合計 25 100.0% 
   

将来の夢や希望、目標を持っていますか 

  N % 

持っている 6 24.0% 

なんとなくある 9 36.0% 

ない 7 28.0% 

わからない 3 12.0% 

合計 25 100.0% 
   

株や投資信託、預貯金の方法、保険などお金の事を知っていますか 

  N % 

知っている 3 12.0% 

なんとなく知っている 7 28.0% 

よくわからない 15 60.0% 

合計 25 100.0% 
   

困った時にまず頼るのは誰ですか 

  N % 

家族や親族 16 64.0% 

友人や知人 6 24.0% 

SNS でつながっている人 1 4.0% 

いない 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

あなたの収入が家族を支えていますか 

  N % 

ほとんど 4 16.0% 

少し 2 8.0% 

支えていない 19 76.0% 

合計 25 100.0% 
   

お金の事について誰に相談しますか 

  N % 

家族・友人・知人 17 68.0% 

専門家や地域の窓口 3 12.0% 

誰にも相談しない 5 20.0% 

合計 25 100.0% 
   

友人にお金を貸してほしいと頼まれたらどうしますか 

  N % 

貸す 6 24.0% 

たまに貸す 6 24.0% 

頼まれても貸さない 3 12.0% 

わからない 10 40.0% 

合計 25 100.0% 
   

家族以外に休みの日に話す相手はいますか 

  N % 

いない 3 12.0% 

大学や勤め先以外にいない 2 8.0% 

時々電話で話す相手がいる 1 4.0% 

会って話す相手がいる 19 76.0% 

合計 25 100.0% 
   

NISA、iDeCo について知っていますか。 

  N % 

両方知っている 5 20.0% 

両方なんとなく知っている 10 40.0% 

片方だけ知っている 2 8.0% 

どちらも知らない 8 32.0% 

合計 25 100.0% 
   

クレジットカードの買い物で返す額が一番高額になるのはどれか知っていますか 
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  N % 

一括払い 3 12.0% 

分割支払い 1 4.0% 

リボルビング払い 19 76.0% 

どれも同じ 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

クーリング・オフ制度を知っていますか 

  N % 

知っている 14 56.0% 

なんとなく知っている 7 28.0% 

名称だけ聞いたことがある 4 16.0% 

合計 25 100.0% 
   

傷病手当金を知っていますか 

  N % 

知っている 12 48.0% 

なんとなく知っている 10 40.0% 

名称だけ聞いたことがある 2 8.0% 

知らない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

暮らしに困った時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 10 40.0% 

聞いたことはある 11 44.0% 

知っていても利用しない 1 4.0% 

知らない 3 12.0% 

合計 25 100.0% 
   

詐欺被害についてどう思いますか 

  N % 

詐欺にあわないと思う 1 4.0% 

考えたことがない 2 8.0% 

被害にあわないよう気を付けている 12 48.0% 

詐欺にあう可能性があると思う 10 40.0% 

合計 25 100.0% 

 

 

４） 対象４：ひとり親 ※ひとり親属性の氷河期世代含む １５名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18～29 歳 1 6.7% 

30 歳～39 歳 4 26.7% 
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  N % 

一括払い 3 12.0% 

分割支払い 1 4.0% 

リボルビング払い 19 76.0% 

どれも同じ 2 8.0% 

合計 25 100.0% 
   

クーリング・オフ制度を知っていますか 

  N % 

知っている 14 56.0% 

なんとなく知っている 7 28.0% 

名称だけ聞いたことがある 4 16.0% 

合計 25 100.0% 
   

傷病手当金を知っていますか 

  N % 

知っている 12 48.0% 

なんとなく知っている 10 40.0% 

名称だけ聞いたことがある 2 8.0% 

知らない 1 4.0% 

合計 25 100.0% 
   

暮らしに困った時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 10 40.0% 

聞いたことはある 11 44.0% 

知っていても利用しない 1 4.0% 

知らない 3 12.0% 

合計 25 100.0% 
   

詐欺被害についてどう思いますか 

  N % 

詐欺にあわないと思う 1 4.0% 

考えたことがない 2 8.0% 

被害にあわないよう気を付けている 12 48.0% 

詐欺にあう可能性があると思う 10 40.0% 

合計 25 100.0% 

 

 

４） 対象４：ひとり親 ※ひとり親属性の氷河期世代含む １５名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18～29 歳 1 6.7% 

30 歳～39 歳 4 26.7% 

40 歳～55 歳 10 66.7% 

合計 15 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

会社員 3 20.0% 

自営業 2 13.3% 

パート・アルバイト 10 66.7% 

合計 15 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 4 26.7% 

離別 9 60.0% 

死別 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

1 人 8 53.3% 

2 人 2 13.3% 

3 人以上 5 33.3% 

合計 15 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 2 13.3% 

2 人 6 40.0% 

3 人 2 13.3% 

4 人 4 26.7% 

5 人以上 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

毎月の収入で生活できていますか 

  N % 

できている 5 33.3% 

時々できていない 6 40.0% 

できていない月の方が多い 1 6.7% 

毎月できていない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

生活のための主な収入は何ですか 

  N % 

公的支援のみ（生活保護、児童手当、児童扶養手当他） 1 6.7% 

自分の収入＋児童手当、児童扶養手当 11 73.3% 
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自分の収入のみ 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

元配偶者からの養育費などを受取っていますか 

  N % 

毎月受け取っている 6 40.0% 

以前受け取っていたが、今はない 1 6.7% 

養育費はない 8 53.3% 

合計 15 100.0% 
   

預貯金等はありますか 

  N % 

ある 6 40.0% 

少しある 5 33.3% 

ない 3 20.0% 

預金はなく借金がある 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

どんな働き方をしていますか。 

  N % 

住民税非課税になるようにしている 4 26.7% 

児童扶養手当がもらえるように調整している 3 20.0% 

働けるだけ働くようにしている 8 53.3% 

合計 15 100.0% 
   

子どもの進学・進級で必要なお金はどうしていますか 

  N % 

公的資金も含め自分で準備している 11 73.3% 

親兄弟や支援団体に援助してもらう 2 13.3% 

友人、親族等に借りている 1 6.7% 

キャッシングして払っている 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

欲しいものがあるとすぐ買っていますか 

  N % 

買っている 3 20.0% 

時々買っている 7 46.7% 

あまり買わない 4 26.7% 

買わない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

生活費が足りない時クレジットで買い物をすればいいと思いますか 

  N % 

思う 4 26.7% 

やや思う 4 26.7% 
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自分の収入のみ 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

元配偶者からの養育費などを受取っていますか 

  N % 

毎月受け取っている 6 40.0% 

以前受け取っていたが、今はない 1 6.7% 

養育費はない 8 53.3% 

合計 15 100.0% 
   

預貯金等はありますか 

  N % 

ある 6 40.0% 

少しある 5 33.3% 

ない 3 20.0% 

預金はなく借金がある 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

どんな働き方をしていますか。 

  N % 

住民税非課税になるようにしている 4 26.7% 

児童扶養手当がもらえるように調整している 3 20.0% 

働けるだけ働くようにしている 8 53.3% 

合計 15 100.0% 
   

子どもの進学・進級で必要なお金はどうしていますか 

  N % 

公的資金も含め自分で準備している 11 73.3% 

親兄弟や支援団体に援助してもらう 2 13.3% 

友人、親族等に借りている 1 6.7% 

キャッシングして払っている 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

欲しいものがあるとすぐ買っていますか 

  N % 

買っている 3 20.0% 

時々買っている 7 46.7% 

あまり買わない 4 26.7% 

買わない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

生活費が足りない時クレジットで買い物をすればいいと思いますか 

  N % 

思う 4 26.7% 

やや思う 4 26.7% 

あまり思わない 3 20.0% 

思わない 4 26.7% 

合計 15 100.0% 
   

購入予定でないものを買って後悔することがありますか 

  N % 

よくある 3 20.0% 

まあまあある 5 33.3% 

あまりない 4 26.7% 

全くない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

パチンコなど賭け事はしますか 

  N % 

よくする 2 13.3% 

しない 3 20.0% 

興味がない 10 66.7% 

合計 15 100.0% 
   

オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

好きなだけ使っている 1 6.7% 

決めた額まで使っている 1 6.7% 

お金を使わないでやっている 2 13.3% 

やらない 11 73.3% 

合計 15 100.0% 
   

高収入で危なそうな仕事があったらどうしますか 

  N % 

高収入ならする 1 6.7% 

自分で調べて決める 2 13.3% 

周囲に相談して決める 4 26.7% 

高収入でもしない 8 53.3% 

合計 15 100.0% 
   

毎月の支出を把握していますか 

  N % 

把握している 3 20.0% 

だいたい把握している 10 66.7% 

気にしていない 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

収入（給与・手当）が入る前は食事が変わりますか 

  N % 

いつもと変わらない 12 80.0% 

− 67 −



おかずが減る 1 6.7% 

自分のご飯を減らす 1 6.7% 

自分は食べない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

臨時の出費があった場合どうしますか 

  N % 

貯蓄から支出 9 60.0% 

親・友人から借りる 1 6.7% 

やりくりをしてまかなう 3 20.0% 

キャッシングで借りる 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

家計が厳しくなった時に、まず何を減らしますか 

  N % 

食費・日用品費 4 26.7% 

趣味・おしゃれなど 11 73.3% 

合計 15 100.0% 
   

支払を滞納したことはありますか 

  N % 

毎月ある 2 13.3% 

時々ある 1 6.7% 

年に１～２回ある 2 13.3% 

ない 10 66.7% 

合計 15 100.0% 
   

食料品や日用品の主な支払方法は 

  N % 

現金 8 53.3% 

チャージする電子マネー 4 26.7% 

後払いの電子マネー 1 6.7% 

クレジットカード 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

子どもと将来のこと（進学や就職）を話していますか 

  N % 

いつも話している 1 6.7% 

時々話す 10 66.7% 

将来の希望を話したがらない 2 13.3% 

将来について話したことがない 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

子どもの進学の準備はできていますか 

  N % 

− 68 −



おかずが減る 1 6.7% 

自分のご飯を減らす 1 6.7% 

自分は食べない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

臨時の出費があった場合どうしますか 

  N % 

貯蓄から支出 9 60.0% 

親・友人から借りる 1 6.7% 

やりくりをしてまかなう 3 20.0% 

キャッシングで借りる 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

家計が厳しくなった時に、まず何を減らしますか 

  N % 

食費・日用品費 4 26.7% 

趣味・おしゃれなど 11 73.3% 

合計 15 100.0% 
   

支払を滞納したことはありますか 

  N % 

毎月ある 2 13.3% 

時々ある 1 6.7% 

年に１～２回ある 2 13.3% 

ない 10 66.7% 

合計 15 100.0% 
   

食料品や日用品の主な支払方法は 

  N % 

現金 8 53.3% 

チャージする電子マネー 4 26.7% 

後払いの電子マネー 1 6.7% 

クレジットカード 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

子どもと将来のこと（進学や就職）を話していますか 

  N % 

いつも話している 1 6.7% 

時々話す 10 66.7% 

将来の希望を話したがらない 2 13.3% 

将来について話したことがない 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

子どもの進学の準備はできていますか 

  N % 

特にしていない 4 26.7% 

十分している 2 13.3% 

ある程度している 6 40.0% 

よくわからない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

自分が病気やケガをした時どうしますか 

  N % 

預貯金や医療保険で支払う 11 73.3% 

考えたことがない 4 26.7% 

合計 15 100.0% 
   

万が一の事があった時のための準備をしていますか 

  N % 

生命保険に入っている 8 53.3% 

貯蓄がある 1 6.7% 

生命保険も貯蓄もない 4 26.7% 

生命保険と貯蓄がある 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

加入している年金はどれですか 

  N % 

厚生年金（正社員・パート） 13 86.7% 

国民年金で減額・免除 2 13.3% 

合計 15 100.0% 
   

将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 

  N % 

1 年後 5 33.3% 

5 年後 2 13.3% 

10 年後以上 5 33.3% 

考えていない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

困った時にまず頼るのは誰（どこ）ですか 

  N % 

家族や親族 12 80.0% 

自治体の相談窓口や支援団体 2 13.3% 

いない（ない） 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

地域・コミュニティとのかかわりはどうですか 

  N % 

近所付き合いは良いほうだ 2 13.3% 

ひとり親支援団体に参加している 3 20.0% 

− 69 −



あいさつ程度 7 46.7% 

地域との関わりはない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

ひとり親のグループやフードバンク・子ども食堂などに行ったことはありますか 

  N % 

いつも利用している 4 26.7% 

時々利用している 4 26.7% 

あまり利用していない 6 40.0% 

知らない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

精神的につらい時どうしていますか 

  N % 

SNS に書き込みをする 3 20.0% 

家族や友人に話す 9 60.0% 

誰にも話さない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

親族とのつきあいはどうしていますか 

  N % 

選んでつきあっている 3 20.0% 

適度につきあっている 12 80.0% 

合計 15 100.0% 
   

お金の困りごとを相談できる公的な窓口があるのを知っていますか 

  N % 

知っている 11 73.3% 

聞いたことはある 3 20.0% 

知っているが、利用しない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

住んでいる自治体のひとり親支援情報などを知っていますか 

  N % 

SNS などで情報を集めている 3 20.0% 

周りから聞いた範囲 6 40.0% 

支援団体から常に情報をもらっている 6 40.0% 

合計 15 100.0% 
   

役所からの郵便物はどうしていますか 

  N % 

必ず見て必要な対応をしている 13 86.7% 

内容がわからないお知らせは、そのままにしている 1 6.7% 

よくわからないお知らせは役所の窓口に聞く 1 6.7% 

− 70 −



あいさつ程度 7 46.7% 

地域との関わりはない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

ひとり親のグループやフードバンク・子ども食堂などに行ったことはありますか 

  N % 

いつも利用している 4 26.7% 

時々利用している 4 26.7% 

あまり利用していない 6 40.0% 

知らない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

精神的につらい時どうしていますか 

  N % 

SNS に書き込みをする 3 20.0% 

家族や友人に話す 9 60.0% 

誰にも話さない 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

親族とのつきあいはどうしていますか 

  N % 

選んでつきあっている 3 20.0% 

適度につきあっている 12 80.0% 

合計 15 100.0% 
   

お金の困りごとを相談できる公的な窓口があるのを知っていますか 

  N % 

知っている 11 73.3% 

聞いたことはある 3 20.0% 

知っているが、利用しない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

住んでいる自治体のひとり親支援情報などを知っていますか 

  N % 

SNS などで情報を集めている 3 20.0% 

周りから聞いた範囲 6 40.0% 

支援団体から常に情報をもらっている 6 40.0% 

合計 15 100.0% 
   

役所からの郵便物はどうしていますか 

  N % 

必ず見て必要な対応をしている 13 86.7% 

内容がわからないお知らせは、そのままにしている 1 6.7% 

よくわからないお知らせは役所の窓口に聞く 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

生活福祉資金の貸付制度を知っていますか 

  N % 

知っている 9 60.0% 

聞いたことはあるがよくわからない 4 26.7% 

利用しない 1 6.7% 

知らない 1 6.7% 

合計 15 100.0% 
   

詐欺被害についてどう思いますか 

  N % 

詐欺にあわないと思う 2 13.3% 

考えたことがない 1 6.7% 

被害にあわないよう気を付けている 9 60.0% 

詐欺にあう可能性があると思う 3 20.0% 

合計 15 100.0% 
   

SNS で発信されている情報を信じますか 

  N % 

信じる 2 13.3% 

自分で調べてから判断する 8 53.3% 

誰かに聞いてから判断する 3 20.0% 

信じない 2 13.3% 

合計 15 100.0% 

 

５） 対象５：高齢者 １６１名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

56 歳～64 歳 121 75.2% 

65 歳以上 40 24.8% 

合計 161 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

会社員 109 67.7% 

自営業 7 4.3% 

パート・アルバイト 30 18.6% 

無職 15 9.3% 

合計 161 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 19 11.8% 
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既婚 101 62.7% 

離別 32 19.9% 

死別 9 5.6% 

合計 161 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 127 78.9% 

1 人 21 13.0% 

2 人 9 5.6% 

3 人以上 4 2.5% 

合計 161 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 35 21.7% 

2 人 78 48.4% 

3 人 31 19.3% 

4 人 10 6.2% 

5 人以上 7 4.3% 

合計 161 100.0% 
   

生活費以外で自由に使えるお金はありますか 

  N % 

ない 8 5.0% 

あまりない 41 25.5% 

十分ある 40 24.8% 

まあまあある 72 44.7% 

合計 161 100.0% 
   

預貯金等はありますか 

  N % 

十分ある 24 14.9% 

ある 107 66.5% 

ほとんどない 24 14.9% 

借金しかない 6 3.7% 

合計 161 100.0% 
   

滞納しているものがありますか 

  N % 

かなり滞納がある 5 3.1% 

時々滞納することがある 12 7.5% 

ない 143 88.8% 

わからない 1 0.6% 

合計 161 100.0% 

− 72 −



既婚 101 62.7% 

離別 32 19.9% 

死別 9 5.6% 

合計 161 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 127 78.9% 

1 人 21 13.0% 

2 人 9 5.6% 

3 人以上 4 2.5% 

合計 161 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 35 21.7% 

2 人 78 48.4% 

3 人 31 19.3% 

4 人 10 6.2% 

5 人以上 7 4.3% 

合計 161 100.0% 
   

生活費以外で自由に使えるお金はありますか 

  N % 

ない 8 5.0% 

あまりない 41 25.5% 

十分ある 40 24.8% 

まあまあある 72 44.7% 

合計 161 100.0% 
   

預貯金等はありますか 

  N % 

十分ある 24 14.9% 

ある 107 66.5% 

ほとんどない 24 14.9% 

借金しかない 6 3.7% 

合計 161 100.0% 
   

滞納しているものがありますか 

  N % 

かなり滞納がある 5 3.1% 

時々滞納することがある 12 7.5% 

ない 143 88.8% 

わからない 1 0.6% 

合計 161 100.0% 

   

生活に必要なお金は足りていますか 

  N % 

足りなくて借金している 7 4.3% 

ときどき足りなくなる 24 14.9% 

なんとか足りている 73 45.3% 

十分足りている 57 35.4% 

合計 161 100.0% 
   

あなた個人の収入はありますか 

  N % 

仕事の収入のみ 97 60.2% 

年金のみ 9 5.6% 

年金と仕事の収入 50 31.1% 

年金とその他の収入 5 3.1% 

合計 161 100.0% 
   

友人や親族とのお金の貸し借りをしますか 

  N % 

貸し借りはしない 136 84.5% 

たまに貸してもらう 10 6.2% 

頼まれたら貸す 14 8.7% 

貸し借りはよくする 1 0.6% 

合計 161 100.0% 
   

テレビショッピングで買い物をしますか 

  N % 

よく買い物をする 2 1.2% 

たまに何となく買うことがある 11 6.8% 

必要かどうか考えて買う 37 23.0% 

買わない 111 68.9% 

合計 161 100.0% 
   

買い物で後悔したことがありますか 

  N % 

よくある 8 5.0% 

時々ある 84 52.2% 

あまりない 63 39.1% 

全くない 6 3.7% 

合計 161 100.0% 
   

パチンコなどギャンブルはしますか 

  N % 

ギャンブルはしない 145 90.1% 

決まった金額の範囲でしている 2 1.2% 
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何度かしたことがある 9 5.6% 

かなりしている 5 3.1% 

合計 161 100.0% 
   

オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

決めた額まで使っている 7 4.3% 

お金を使わないでやっている 18 11.2% 

やらない 136 84.5% 

合計 161 100.0% 
   

スマホのプランはどうしてますか 

  N % 

プランの内容を知らない 15 9.3% 

最適なプランを選んでいる 139 86.3% 

プランは高いが変更したくない 6 3.7% 

スマホは持っていない 1 0.6% 

合計 161 100.0% 
   

収入を把握していますか 

  N % 

把握している 143 88.8% 

気にしていない 2 1.2% 

まあまあしている 16 9.9% 

合計 161 100.0% 
   

家計が厳しい時、一番減らしたくない支出はどれですか 

  N % 

食費・日用品費 79 49.1% 

趣味やつきあい 25 15.5% 

医療・介護費 46 28.6% 

子や孫への支援 11 6.8% 

合計 161 100.0% 
   

口座引き落としの額を把握していますか 

  N % 

残高不足になることがある 9 5.6% 

気にしていない 24 14.9% 

光熱費や電話代は気にしている 18 11.2% 

明細を確認している 110 68.3% 

合計 161 100.0% 
   

キャッシュレス決済を利用していますか 

  N % 

何種類も利用している 63 39.1% 
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何度かしたことがある 9 5.6% 

かなりしている 5 3.1% 

合計 161 100.0% 
   

オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

決めた額まで使っている 7 4.3% 

お金を使わないでやっている 18 11.2% 

やらない 136 84.5% 

合計 161 100.0% 
   

スマホのプランはどうしてますか 

  N % 

プランの内容を知らない 15 9.3% 

最適なプランを選んでいる 139 86.3% 

プランは高いが変更したくない 6 3.7% 

スマホは持っていない 1 0.6% 

合計 161 100.0% 
   

収入を把握していますか 

  N % 

把握している 143 88.8% 

気にしていない 2 1.2% 

まあまあしている 16 9.9% 

合計 161 100.0% 
   

家計が厳しい時、一番減らしたくない支出はどれですか 

  N % 

食費・日用品費 79 49.1% 

趣味やつきあい 25 15.5% 

医療・介護費 46 28.6% 

子や孫への支援 11 6.8% 

合計 161 100.0% 
   

口座引き落としの額を把握していますか 

  N % 

残高不足になることがある 9 5.6% 

気にしていない 24 14.9% 

光熱費や電話代は気にしている 18 11.2% 

明細を確認している 110 68.3% 

合計 161 100.0% 
   

キャッシュレス決済を利用していますか 

  N % 

何種類も利用している 63 39.1% 

一つだけ利用している 77 47.8% 

よくわからない 6 3.7% 

現金払いのみ 15 9.3% 

合計 161 100.0% 
   

臨時の出費があった場合、どうしますか 

  N % 

貯蓄から支出する 125 77.6% 

キャッシングや親族・友人から借りる 5 3.1% 

やりくりしてまかなう 26 16.1% 

考えたことがない 5 3.1% 

合計 161 100.0% 
   

食料品や日用品の主な支払い方法は 

  N % 

現金 71 44.1% 

チャージする電子マネー 30 18.6% 

後払いの電子マネー 19 11.8% 

クレジットカード 41 25.5% 

合計 161 100.0% 
   

病気やケガの時の費用はどうしますか 

  N % 

医療保険や貯蓄でまかなう 148 91.9% 

借金でまかなう 3 1.9% 

親族に払ってもらう 2 1.2% 

考えたことがない 8 5.0% 

合計 161 100.0% 
   

趣味に使うお金について 

  N % 

趣味はない 16 9.9% 

収入の範囲で楽しんでいる 126 78.3% 

趣味にはお金を惜しまず使っている 12 7.5% 

やりたいことがあるが足りない 7 4.3% 

合計 161 100.0% 
   

自分でかけている保険について把握していますか 

  N % 

まあまあわかっている 71 44.1% 

きちんとわかっている 71 44.1% 

わかっていない 3 1.9% 

入っていない 16 9.9% 

合計 161 100.0% 
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将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 

  N % 

1 年後 13 8.1% 

3 年後 13 8.1% 

5 年後以上 119 73.9% 

考えていない 16 9.9% 

合計 161 100.0% 
   

終活をしていますか 

  N % 

はじめている 33 20.5% 

調べている 89 55.3% 

するつもりはない 10 6.2% 

わからない 29 18.0% 

合計 161 100.0% 
   

お金のことで困ったときは誰（どこ）に相談しますか 

  N % 

親族や友人・知人 98 60.9% 

いない・しない 34 21.1% 

自治体の相談窓口など 19 11.8% 

わからない 10 6.2% 

合計 161 100.0% 
   

近所づきあいはどうしていますか 

  N % 

近所づきあいが良い 29 18.0% 

時々地域の活動に参加する 68 42.2% 

近所づきあいは面倒 29 18.0% 

全くつきあいがない 35 21.7% 

合計 161 100.0% 
   

親族とのつきあいはどうしていますか 

  N % 

選んでつきあっている 18 11.2% 

適度につきあっている 125 77.6% 

つきあっていない 15 9.3% 

親族はいない 3 1.9% 

合計 161 100.0% 
   

家族以外で日常的につながっている人はいますか 

  N % 

いない 12 7.5% 

必要ない 6 3.7% 

LINE 等でつながっている 27 16.8% 
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将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 

  N % 

1 年後 13 8.1% 

3 年後 13 8.1% 

5 年後以上 119 73.9% 

考えていない 16 9.9% 

合計 161 100.0% 
   

終活をしていますか 

  N % 

はじめている 33 20.5% 

調べている 89 55.3% 

するつもりはない 10 6.2% 

わからない 29 18.0% 

合計 161 100.0% 
   

お金のことで困ったときは誰（どこ）に相談しますか 

  N % 

親族や友人・知人 98 60.9% 

いない・しない 34 21.1% 

自治体の相談窓口など 19 11.8% 

わからない 10 6.2% 

合計 161 100.0% 
   

近所づきあいはどうしていますか 

  N % 

近所づきあいが良い 29 18.0% 

時々地域の活動に参加する 68 42.2% 

近所づきあいは面倒 29 18.0% 

全くつきあいがない 35 21.7% 

合計 161 100.0% 
   

親族とのつきあいはどうしていますか 

  N % 

選んでつきあっている 18 11.2% 

適度につきあっている 125 77.6% 

つきあっていない 15 9.3% 

親族はいない 3 1.9% 

合計 161 100.0% 
   

家族以外で日常的につながっている人はいますか 

  N % 

いない 12 7.5% 

必要ない 6 3.7% 

LINE 等でつながっている 27 16.8% 

会って話せる人がいる 116 72.0% 

合計 161 100.0% 
   

自分の身に何かあったときはどうしますか 

  N % 

緊急時の対応ができる人が近くにいる 138 85.7% 

どうすればよいかわからない 15 9.3% 

どうでもいいと思う 8 5.0% 

合計 161 100.0% 
   

貸したお金が返ってこないことがありますか 

  N % 

よくある 6 3.7% 

時々ある 19 11.8% 

ない 76 47.2% 

お金は貸さない 60 37.3% 

合計 161 100.0% 
   

役所からの郵便物はどうしていますか 

  N % 

必ず見て、必要な対応をしている 150 93.2% 

内容がわからないので、窓口に行くようにしている 5 3.1% 

封を開けないことが多い 6 3.7% 

合計 161 100.0% 
   

遺族年金が利用できるか知っていますか 

  N % 

知っている 102 63.4% 

知らない 19 11.8% 

聞いたことがある 14 8.7% 

あてはまらない 26 16.1% 

合計 161 100.0% 
   

健康保険の保険料が払えなくなった場合はどうしますか 

  N % 

払えるまで未納のままにしておく 8 5.0% 

役所に相談に行く 140 87.0% 

督促がくるまで何もしない 9 5.6% 

お金を借りて払う 4 2.5% 

合計 161 100.0% 
   

地域包括支援センターを知っていますか 

  N % 

知っていて利用したことがある 56 34.8% 

どこにあるか知らない 2 1.2% 
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知っているが行ったことはない 99 61.5% 

知らない 4 2.5% 

合計 161 100.0% 
   

消費者ホットライン１８８を知っていますか 

  N % 

知らない 58 36.0% 

聞いたことはある 65 40.4% 

利用したことがある 4 2.5% 

知っている 34 21.1% 

合計 161 100.0% 
   

すごく儲かる話が来たらどうしますか 

  N % 

詳しく話を聞いてみる 13 8.1% 

友人・知人なら話に乗る 6 3.7% 

友人・知人でも話に乗らない 31 19.3% 

最初から話を聞かない 111 68.9% 

合計 161 100.0% 

 

 

６） 対象６：氷河期世代 ２６名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

40 歳～55 歳 26 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

自営業 5 19.2% 

パート・アルバイト 13 50.0% 

無職 8 30.8% 

合計 26 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 12 46.2% 

既婚 8 30.8% 

離別 6 23.1% 

合計 26 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 26 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 
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知っているが行ったことはない 99 61.5% 

知らない 4 2.5% 

合計 161 100.0% 
   

消費者ホットライン１８８を知っていますか 

  N % 

知らない 58 36.0% 

聞いたことはある 65 40.4% 

利用したことがある 4 2.5% 

知っている 34 21.1% 

合計 161 100.0% 
   

すごく儲かる話が来たらどうしますか 

  N % 

詳しく話を聞いてみる 13 8.1% 

友人・知人なら話に乗る 6 3.7% 

友人・知人でも話に乗らない 31 19.3% 

最初から話を聞かない 111 68.9% 

合計 161 100.0% 

 

 

６） 対象６：氷河期世代 ２６名 

あなたの年齢を教えてください 

  N % 

40 歳～55 歳 26 100.0% 
   

ご職業を教えてください 

  N % 

自営業 5 19.2% 

パート・アルバイト 13 50.0% 

無職 8 30.8% 

合計 26 100.0% 
   

ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 12 46.2% 

既婚 8 30.8% 

離別 6 23.1% 

合計 26 100.0% 
   

同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 26 100.0% 
   

世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 11 42.3% 

2 人 9 34.6% 

3 人 4 15.4% 

4 人 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

預貯金等はありますか 

  N % 

十分ある 7 26.9% 

少しはある 7 26.9% 

ほとんどない 9 34.6% 

借金しかない 3 11.5% 

合計 26 100.0% 
   

滞納や借金はありますか 

  N % 

借金はないが滞納がある 2 7.7% 

滞納はないが借金はある 5 19.2% 

両方ともある 3 11.5% 

両方ともない 16 61.5% 

合計 26 100.0% 
   

急病や緊急時の支払いに困りますか 

  N % 

困らない 7 26.9% 

何とかなりそう 7 26.9% 

とても困りそう 10 38.5% 

わからない 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

家賃や持ち家の費用の支払いについて 

  N % 

困ったことはない 11 42.3% 

何とかしている 10 38.5% 

時々困る 5 19.2% 

合計 26 100.0% 
   

借金はどこ（誰）にしますか 

  N % 

銀行や消費者金融など 9 34.6% 

貸してくれるならどこでも 3 11.5% 

親族や友人・知人 2 7.7% 

借金はしない 12 46.2% 
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合計 26 100.0% 
   

児童手当について 

  N % 

子どものために使っている 2 7.7% 

対象の子どもがいない 24 92.3% 

合計 26 100.0% 
   

お金の貸し借りをしますか 

  N % 

しない 20 76.9% 

たまに借りる 4 15.4% 

頼まれたら貸す 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

欲しいものが高額な時どうしますか 

  N % 

分割で買う 6 23.1% 

あきらめる 10 38.5% 

借金して買う 3 11.5% 

お金を貯めて買う 7 26.9% 

合計 26 100.0% 
   

ギャンブルにどのくらい使いますか 

  N % 

ギャンブルはしない 22 84.6% 

月 1 万円以下 3 11.5% 

3 万円以上、決めていない 1 3.8% 

合計 26 100.0% 
   

どんな時に買い物に行きますか 

  N % 

必要なものがある時 16 61.5% 

ほとんど毎日 5 19.2% 

お店を見かけると寄ってしまう 1 3.8% 

安売りやポイントデーの時に行く 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

クレジットカードはどんな時に使いますか 

  N % 

高額の買い物の時だけ 6 23.1% 

買い物のほとんど 9 34.6% 

お金が不足した時 4 15.4% 

カードは使わない 7 26.9% 
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合計 26 100.0% 
   

児童手当について 

  N % 

子どものために使っている 2 7.7% 

対象の子どもがいない 24 92.3% 

合計 26 100.0% 
   

お金の貸し借りをしますか 

  N % 

しない 20 76.9% 

たまに借りる 4 15.4% 

頼まれたら貸す 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

欲しいものが高額な時どうしますか 

  N % 

分割で買う 6 23.1% 

あきらめる 10 38.5% 

借金して買う 3 11.5% 

お金を貯めて買う 7 26.9% 

合計 26 100.0% 
   

ギャンブルにどのくらい使いますか 

  N % 

ギャンブルはしない 22 84.6% 

月 1 万円以下 3 11.5% 

3 万円以上、決めていない 1 3.8% 

合計 26 100.0% 
   

どんな時に買い物に行きますか 

  N % 

必要なものがある時 16 61.5% 

ほとんど毎日 5 19.2% 

お店を見かけると寄ってしまう 1 3.8% 

安売りやポイントデーの時に行く 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

クレジットカードはどんな時に使いますか 

  N % 

高額の買い物の時だけ 6 23.1% 

買い物のほとんど 9 34.6% 

お金が不足した時 4 15.4% 

カードは使わない 7 26.9% 

合計 26 100.0% 
   

スマホのプランはどうしてますか 

  N % 

プランの内容を知らない 7 26.9% 

最適なプランを選んでいる 15 57.7% 

プランは高いが変更したくない 3 11.5% 

スマホは持っていない 1 3.8% 

合計 26 100.0% 
   

生活費が足りなくなったらどうしますか 

  N % 

カードか借金を利用 5 19.2% 

不足したことはない 5 19.2% 

会社・家族・親族・友人などに相談 5 19.2% 

やりくりして我慢する 11 42.3% 

合計 26 100.0% 
   

オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

好きなだけ使っている 1 3.8% 

決めた額まで使っている 6 23.1% 

お金を使わないでやっている 2 7.7% 

やらない 17 65.4% 

合計 26 100.0% 
   

電気代を意識していますか 

  N % 

節約を心がけている 7 26.9% 

時々節約している 15 57.7% 

気にせずに使っている 2 7.7% 

節約したいができない 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

毎月の支出は収入に対してどうですか 

  N % 

収入のほうが多い 1 3.8% 

支出のほうが多い 9 34.6% 

月によって違う 12 46.2% 

わからない 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

食事はどうしていますか 

  N % 

手作りが多い 11 42.3% 
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総菜やお弁当などが多い 8 30.8% 

外食がほとんど 3 11.5% 

安売りのパンやインスタント食品が多い 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

家計が厳しくなった時に、まず何を減らしますか 

  N % 

食費・日用品費 8 30.8% 

通信費（スマホ代・サブスク代） 3 11.5% 

趣味・おしゃれなど 15 57.7% 

合計 26 100.0% 
   

食料品や日用品の主な支払方法は 

  N % 

現金 14 53.8% 

チャージする電子マネー 6 23.1% 

後払いの電子マネー 2 7.7% 

クレジットカード 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

万一の事があった時のための準備をしていますか 

  N % 

生命保険に入っている 10 38.5% 

貯蓄がある 2 7.7% 

生命保険も貯蓄もない 7 26.9% 

生命保険と貯蓄がある 7 26.9% 

合計 26 100.0% 
   

臨時の収入があった場合、どうしますか 

  N % 

全額貯蓄 3 11.5% 

半分貯蓄 14 53.8% 

全額使う 3 11.5% 

滞納や借金の返済 6 23.1% 

合計 26 100.0% 
   

社会保険の加入について 

  N % 

国保に入っているが支払が滞りがち 1 3.8% 

国保に加入し支払っている 5 19.2% 

会社の社保に加入 17 65.4% 

加入していない・わからない 3 11.5% 

合計 26 100.0% 
   

将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 
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総菜やお弁当などが多い 8 30.8% 

外食がほとんど 3 11.5% 

安売りのパンやインスタント食品が多い 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

家計が厳しくなった時に、まず何を減らしますか 

  N % 

食費・日用品費 8 30.8% 

通信費（スマホ代・サブスク代） 3 11.5% 

趣味・おしゃれなど 15 57.7% 

合計 26 100.0% 
   

食料品や日用品の主な支払方法は 

  N % 

現金 14 53.8% 

チャージする電子マネー 6 23.1% 

後払いの電子マネー 2 7.7% 

クレジットカード 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

万一の事があった時のための準備をしていますか 

  N % 

生命保険に入っている 10 38.5% 

貯蓄がある 2 7.7% 

生命保険も貯蓄もない 7 26.9% 

生命保険と貯蓄がある 7 26.9% 

合計 26 100.0% 
   

臨時の収入があった場合、どうしますか 

  N % 

全額貯蓄 3 11.5% 

半分貯蓄 14 53.8% 

全額使う 3 11.5% 

滞納や借金の返済 6 23.1% 

合計 26 100.0% 
   

社会保険の加入について 

  N % 

国保に入っているが支払が滞りがち 1 3.8% 

国保に加入し支払っている 5 19.2% 

会社の社保に加入 17 65.4% 

加入していない・わからない 3 11.5% 

合計 26 100.0% 
   

将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 

  N % 

1 年後 4 15.4% 

5 年後 3 11.5% 

10 年後以上 9 34.6% 

考えていない 10 38.5% 

合計 26 100.0% 
   

住宅ローンについて 

  N % 

住宅ローンはない 22 84.6% 

退職までに完済 3 11.5% 

年金生活になっても返済が続く 1 3.8% 

合計 26 100.0% 
   

自分の老後の生活資金はどうしますか 

  N % 

働かないと暮らせない 16 61.5% 

貯蓄や年金収入などで暮らせる 5 19.2% 

全く目処が立たない 5 19.2% 

合計 26 100.0% 
   

家族以外に休みの日に話す相手はいますか 

  N % 

いない 14 53.8% 

勤め先以外にいない 1 3.8% 

時々電話で話す相手がいる 6 23.1% 

会って話す相手がいる 5 19.2% 

合計 26 100.0% 
   

困った時にまず頼るのは誰（どこ）ですか 

  N % 

家族や親族 14 53.8% 

友人や知人 1 3.8% 

自治体の相談窓口や支援団体 6 23.1% 

いない（ない） 5 19.2% 

合計 26 100.0% 
   

住んでいる所の町内会に入っていますか 

  N % 

加入し、つきあいもある 4 15.4% 

加入していない 10 38.5% 

加入しているが、つきあいがない 8 30.8% 

町内会を知らない・ない 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
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親族や知人の冠婚葬祭はどうしていますか 

  N % 

考えたことがない 3 11.5% 

無理をしてでもつきあう 6 23.1% 

選んでつきあっている 11 42.3% 

つきあいがない 6 23.1% 

合計 26 100.0% 
   

健康維持のためにしていることはありますか 

  N % 

必要ない 2 7.7% 

したいけど、できない 10 38.5% 

たまにしている 10 38.5% 

いろいろしている 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

役所からの郵便物はどうしていますか 

  N % 

必ず見て必要な対応をしている 17 65.4% 

内容がわからないお知らせは、そのままにしている 5 19.2% 

よくわからないお知らせは役所の窓口に聞く 2 7.7% 

封を開けないことが多い 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

暮らしに困った時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 14 53.8% 

聞いたことはある 7 26.9% 

知っていても利用しない 1 3.8% 

知らない 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

ネットで知らないうち有料画面に誘導され、料金を請求されたらどうしますか 

  N % 

無視する 17 65.4% 

消費生活センターなどの窓口に相談する 8 30.8% 

請求先に問い合わせる 1 3.8% 

合計 26 100.0% 
   

社会保険料や税金が払えなくなったらどうしますか 

  N % 

わからない 7 26.9% 

自治体の窓口に相談に行く 17 65.4% 

督促がくるまで何もしない 2 7.7% 
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親族や知人の冠婚葬祭はどうしていますか 

  N % 

考えたことがない 3 11.5% 

無理をしてでもつきあう 6 23.1% 

選んでつきあっている 11 42.3% 

つきあいがない 6 23.1% 

合計 26 100.0% 
   

健康維持のためにしていることはありますか 

  N % 

必要ない 2 7.7% 

したいけど、できない 10 38.5% 

たまにしている 10 38.5% 

いろいろしている 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

役所からの郵便物はどうしていますか 

  N % 

必ず見て必要な対応をしている 17 65.4% 

内容がわからないお知らせは、そのままにしている 5 19.2% 

よくわからないお知らせは役所の窓口に聞く 2 7.7% 

封を開けないことが多い 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

暮らしに困った時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 14 53.8% 

聞いたことはある 7 26.9% 

知っていても利用しない 1 3.8% 

知らない 4 15.4% 

合計 26 100.0% 
   

ネットで知らないうち有料画面に誘導され、料金を請求されたらどうしますか 

  N % 

無視する 17 65.4% 

消費生活センターなどの窓口に相談する 8 30.8% 

請求先に問い合わせる 1 3.8% 

合計 26 100.0% 
   

社会保険料や税金が払えなくなったらどうしますか 

  N % 

わからない 7 26.9% 

自治体の窓口に相談に行く 17 65.4% 

督促がくるまで何もしない 2 7.7% 

合計 26 100.0% 
   

すごく儲かる話が来たらどうしますか 

  N % 

詳しく話を聞いてみる 2 7.7% 

友人・知人なら話に乗る 3 11.5% 

友人・知人でも話に乗らない 6 23.1% 

最初から話を聞かない 15 57.7% 

合計 26 100.0% 
   

クーリングオフ制度を知っていますか 

  N % 

知っている 18 69.2% 

何となく知っている 6 23.1% 

聞いたことがある 1 3.8% 

全く知らない 1 3.8% 

合計 26 100.0% 

 

７） 対象７：その他および子育て世帯 ３１８名 

ターゲット小分類 

  N % 

その他 277 87.1% 

子育て世帯 41 12.9% 

合計 318 100.0% 

   
あなたの年齢を教えてください 

  N % 

18 歳未満 1 0.3% 

18～29 歳 24 7.5% 

30 歳～39 歳 82 25.8% 

40 歳～55 歳 211 66.4% 

合計 318 100.0% 

   
ご職業を教えてください 

  N % 

会社員 264 83.0% 

自営業 6 1.9% 

パート・アルバイト 34 10.7% 

無職 14 4.4% 

合計 318 100.0% 

   
ご結婚はされていますか？ 

  N % 

未婚 68 21.4% 
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既婚 220 69.2% 

離別 30 9.4% 

合計 318 100.0% 

   
同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 145 45.6% 

1 人 74 23.3% 

2 人 75 23.6% 

3 人以上 24 7.5% 

合計 318 100.0% 

   
世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 42 13.2% 

2 人 79 24.8% 

3 人 73 23.0% 

4 人 89 28.0% 

5 人以上 35 11.0% 

合計 318 100.0% 

   
預貯金等はありますか 

  N % 

十分ある 64 20.1% 

少しはある 176 55.3% 

ほとんどない 61 19.2% 

借金しかない 17 5.3% 

合計 318 100.0% 

   
滞納や借金はありますか 

  N % 

借金はないが滞納がある 6 1.9% 

滞納はないが借金はある 118 37.1% 

両方ともある 12 3.8% 

両方ともない 182 57.2% 

合計 318 100.0% 

   
急病や緊急時の支払いに困りますか 

  N % 

困らない 119 37.4% 

何とかなりそう 154 48.4% 

とても困りそう 38 11.9% 

わからない 7 2.2% 

合計 318 100.0% 
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既婚 220 69.2% 

離別 30 9.4% 

合計 318 100.0% 

   
同居中の子ども（18 歳以下）はいらっしゃいますか？ 

  N % 

いない 145 45.6% 

1 人 74 23.3% 

2 人 75 23.6% 

3 人以上 24 7.5% 

合計 318 100.0% 

   
世帯人数を教えてください 

  N % 

1 人 42 13.2% 

2 人 79 24.8% 

3 人 73 23.0% 

4 人 89 28.0% 

5 人以上 35 11.0% 

合計 318 100.0% 

   
預貯金等はありますか 

  N % 

十分ある 64 20.1% 

少しはある 176 55.3% 

ほとんどない 61 19.2% 

借金しかない 17 5.3% 

合計 318 100.0% 

   
滞納や借金はありますか 

  N % 

借金はないが滞納がある 6 1.9% 

滞納はないが借金はある 118 37.1% 

両方ともある 12 3.8% 

両方ともない 182 57.2% 

合計 318 100.0% 

   
急病や緊急時の支払いに困りますか 

  N % 

困らない 119 37.4% 

何とかなりそう 154 48.4% 

とても困りそう 38 11.9% 

わからない 7 2.2% 

合計 318 100.0% 

   

家賃や持ち家の費用の支払いについて 

  N % 

困ったことはない 211 66.4% 

何とかしている 98 30.8% 

数か月支払えていない 2 0.6% 

時々困る 7 2.2% 

合計 318 100.0% 

   
借金はどこ（誰）にしますか 

  N % 

銀行や消費者金融など 104 32.7% 

貸してくれるならどこでも 7 2.2% 

親族や友人・知人 36 11.3% 

借金はしない 171 53.8% 

合計 318 100.0% 

   
児童手当について 

  N % 

子どものために使っている 110 34.6% 

生活費の不足分にたまに使う 21 6.6% 

生活費にほとんど使っている 36 11.3% 

対象の子どもがいない 151 47.5% 

合計 318 100.0% 

   
お金の貸し借りをしますか 

  N % 

しない 284 89.3% 

たまに借りる 19 6.0% 

頼まれたら貸す 10 3.1% 

貸し借りをよくする 5 1.6% 

合計 318 100.0% 

   
欲しいものが高額な時どうしますか 

  N % 

分割で買う 70 22.0% 

あきらめる 87 27.4% 

借金して買う 11 3.5% 

お金を貯めて買う 150 47.2% 

合計 318 100.0% 

   
ギャンブルにどのくらい使いますか 

  N % 

ギャンブルはしない 284 89.3% 

月 1 万円以下 17 5.3% 
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月 1 万円から 3 万円以内 7 2.2% 

3 万円以上、決めていない 10 3.1% 

合計 318 100.0% 

   
どんな時に買い物に行きますか 

  N % 

必要なものがある時 257 80.8% 

ほとんど毎日 23 7.2% 

お店を見かけると寄ってしまう 9 2.8% 

安売りやポイントデーの時に行く 29 9.1% 

合計 318 100.0% 

   
クレジットカードはどんな時に使いますか 

  N % 

高額の買い物の時だけ 66 20.8% 

買い物のほとんど 181 56.9% 

お金が不足した時 37 11.6% 

カードは使わない 34 10.7% 

合計 318 100.0% 

   
スマホのプランはどうしてますか 

  N % 

プランの内容を知らない 24 7.5% 

最適なプランを選んでいる 265 83.3% 

プランは高いが変更したくない 28 8.8% 

スマホは持っていない 1 0.3% 

合計 318 100.0% 

   
生活費が足りなくなったらどうしますか 

  N % 

カードか借金を利用 40 12.6% 

不足したことはない 139 43.7% 

会社・家族・親族・友人などに相談 45 14.2% 

やりくりして我慢する 94 29.6% 

合計 318 100.0% 

   
オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

好きなだけ使っている 11 3.5% 

決めた額まで使っている 32 10.1% 

お金を使わないでやっている 48 15.1% 

やらない 227 71.4% 

合計 318 100.0% 

   
電気代を意識していますか 
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お金が不足した時 37 11.6% 
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スマホのプランはどうしてますか 

  N % 

プランの内容を知らない 24 7.5% 

最適なプランを選んでいる 265 83.3% 

プランは高いが変更したくない 28 8.8% 

スマホは持っていない 1 0.3% 
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生活費が足りなくなったらどうしますか 

  N % 

カードか借金を利用 40 12.6% 

不足したことはない 139 43.7% 

会社・家族・親族・友人などに相談 45 14.2% 

やりくりして我慢する 94 29.6% 

合計 318 100.0% 

   
オンラインゲームや投げ銭などにお金を使っていますか 

  N % 

好きなだけ使っている 11 3.5% 

決めた額まで使っている 32 10.1% 

お金を使わないでやっている 48 15.1% 

やらない 227 71.4% 

合計 318 100.0% 

   
電気代を意識していますか 

  N % 

節約を心がけている 113 35.5% 

時々節約している 124 39.0% 

気にせずに使っている 67 21.1% 

節約したいができない 14 4.4% 

合計 318 100.0% 

   
毎月の支出は収入に対してどうですか 

  N % 

収入のほうが多い 127 39.9% 

支出のほうが多い 68 21.4% 

月によって違う 111 34.9% 

わからない 12 3.8% 

合計 318 100.0% 

   
食事はどうしていますか 

  N % 

手作りが多い 233 73.3% 

総菜やお弁当などが多い 48 15.1% 

外食がほとんど 21 6.6% 

安売りのパンやインスタント食品が多い 16 5.0% 

合計 318 100.0% 

   
家計が厳しくなった時に、まず何を減らしますか 

  N % 

食費・日用品費 61 19.2% 

教育費・子どもにかけるお金 2 0.6% 

通信費（スマホ代・サブスク代） 19 6.0% 

趣味・おしゃれなど 236 74.2% 

合計 318 100.0% 

   
食料品や日用品の主な支払方法は 

  N % 

現金 102 32.1% 

チャージする電子マネー 54 17.0% 

後払いの電子マネー 39 12.3% 

クレジットカード 123 38.7% 

合計 318 100.0% 

   
万一の事があった時のための準備をしていますか 

  N % 

生命保険に入っている 137 43.1% 

貯蓄がある 43 13.5% 

生命保険も貯蓄もない 27 8.5% 
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生命保険と貯蓄がある 111 34.9% 

合計 318 100.0% 

   
臨時の収入があった場合、どうしますか 

  N % 

全額貯蓄 128 40.3% 

半分貯蓄 146 45.9% 

全額使う 23 7.2% 

滞納や借金の返済 21 6.6% 

合計 318 100.0% 

   
社会保険の加入について 

  N % 

国保に入っているが支払が滞りがち 2 0.6% 

国保に加入し支払っている 15 4.7% 

会社の社保に加入 294 92.5% 

加入していない・わからない 7 2.2% 

合計 318 100.0% 

   
将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 

  N % 

1 年後 22 6.9% 

5 年後 57 17.9% 

10 年後以上 145 45.6% 

考えていない 94 29.6% 

合計 318 100.0% 

   
住宅ローンについて 

  N % 

住宅ローンはない 194 61.0% 

退職までに完済 57 17.9% 

退職金で完済 21 6.6% 

年金生活になっても返済が続く 46 14.5% 

合計 318 100.0% 

   
自分の老後の生活資金はどうしますか 

  N % 

働かないと暮らせない 169 53.1% 

貯蓄や年金収入などで暮らせる 113 35.5% 

子どもに援助してもらう 2 0.6% 

全く目処が立たない 34 10.7% 

合計 318 100.0% 

   
家族以外に休みの日に話す相手はいますか 

− 90 −



生命保険と貯蓄がある 111 34.9% 

合計 318 100.0% 

   
臨時の収入があった場合、どうしますか 

  N % 

全額貯蓄 128 40.3% 

半分貯蓄 146 45.9% 

全額使う 23 7.2% 

滞納や借金の返済 21 6.6% 

合計 318 100.0% 

   
社会保険の加入について 

  N % 

国保に入っているが支払が滞りがち 2 0.6% 

国保に加入し支払っている 15 4.7% 

会社の社保に加入 294 92.5% 

加入していない・わからない 7 2.2% 

合計 318 100.0% 

   
将来の生活資金について、いつ頃までを考えていますか 

  N % 

1 年後 22 6.9% 

5 年後 57 17.9% 

10 年後以上 145 45.6% 

考えていない 94 29.6% 
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住宅ローンについて 

  N % 

住宅ローンはない 194 61.0% 

退職までに完済 57 17.9% 

退職金で完済 21 6.6% 

年金生活になっても返済が続く 46 14.5% 
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自分の老後の生活資金はどうしますか 

  N % 

働かないと暮らせない 169 53.1% 

貯蓄や年金収入などで暮らせる 113 35.5% 

子どもに援助してもらう 2 0.6% 

全く目処が立たない 34 10.7% 

合計 318 100.0% 

   
家族以外に休みの日に話す相手はいますか 

  N % 

いない 89 28.0% 

勤め先以外にいない 15 4.7% 

時々電話で話す相手がいる 38 11.9% 

会って話す相手がいる 176 55.3% 

合計 318 100.0% 

   
困った時にまず頼るのは誰（どこ）ですか 

  N % 

家族や親族 259 81.4% 

友人や知人 24 7.5% 

自治体の相談窓口や支援団体 16 5.0% 

いない（ない） 19 6.0% 

合計 318 100.0% 

   
住んでいる所の町内会に入っていますか 

  N % 

加入し、つきあいもある 101 31.8% 

加入していない 82 25.8% 

加入しているが、つきあいがない 94 29.6% 

町内会を知らない・ない 41 12.9% 

合計 318 100.0% 

   
親族や知人の冠婚葬祭はどうしていますか 

  N % 

考えたことがない 46 14.5% 

無理をしてでもつきあう 45 14.2% 

選んでつきあっている 211 66.4% 

つきあいがない 16 5.0% 

合計 318 100.0% 

   
健康維持のためにしていることはありますか 

  N % 

必要ない 21 6.6% 

したいけど、できない 77 24.2% 

たまにしている 166 52.2% 

いろいろしている 54 17.0% 

合計 318 100.0% 

   
役所からの郵便物はどうしていますか 

  N % 

必ず見て必要な対応をしている 277 87.1% 

内容がわからないお知らせは、そのままにしている 16 5.0% 

よくわからないお知らせは役所の窓口に聞く 15 4.7% 
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封を開けないことが多い 10 3.1% 

合計 318 100.0% 

   
暮らしに困った時に相談できる窓口を知ってますか 

  N % 

知っている 251 78.9% 

聞いたことはある 42 13.2% 

知っていても利用しない 8 2.5% 

知らない 17 5.3% 

合計 318 100.0% 

   
ネットで知らないうち有料画面に誘導され、料金を請求されたらどうしますか 

  N % 

無視する 220 69.2% 

請求金額を支払う 3 0.9% 

消費生活センターなどの窓口に相談する 88 27.7% 

請求先に問い合わせる 7 2.2% 

合計 318 100.0% 

   
社会保険料や税金が払えなくなったらどうしますか 

  N % 

わからない 24 7.5% 

自治体の窓口に相談に行く 266 83.6% 

督促がくるまで何もしない 16 5.0% 

お金を借りて払う 12 3.8% 

合計 318 100.0% 

   
すごく儲かる話が来たらどうしますか 

  N % 

詳しく話を聞いてみる 35 11.0% 

友人・知人なら話に乗る 21 6.6% 

友人・知人でも話に乗らない 48 15.1% 

最初から話を聞かない 214 67.3% 

合計 318 100.0% 

   
クーリングオフ制度を知っていますか 

  N % 

知っている 272 85.5% 

何となく知っている 37 11.6% 

聞いたことがある 3 0.9% 

全く知らない 6 1.9% 

合計 318 100.0% 
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４、運営委員会、開発委員会、地域委員会、作業部会、全体会の設置と運営 

（１）概要 

    運営委員会で事業全体を円滑に推進していくことを目的に、事業計画を定め、事業の遂

行に責任を持つ体制とし、３回開催した。運営委員会による事業推進体制のもと、各員会

の役割を明確にして相互に情報共有しつつ事業を進めた。開発委員会を５回、そのうち１

回はアプリとテキストの完成に向けて、４回は新たな教材の開発の検討を行った。作業部

会は、開発委委員会への提案をするために、前年度の試用テストのアンケート結果を受け

た改良点の整理等ために作業部会 A を４回、新たな教材開発の準備段階の作業として作

業部会 B を３回開催した。全体会は関係者各人が事業を推進するための合意形成を図る

ことを目的としているが、今年度の１回目は普及活動に先立ちアプリとテキストの改良点

と内容、普及活動の方針を共有するために、２回目は年度末に各ブロックから普及活動を

報告・共有するために開催した。 

 

（２）各委員会の役割とメンバー 

 １）各委員会の役割 

① 運営委員会：事業全体の推進 

② 開発委員会：アプリと学習教材の検討、進捗管理 

③ 作業部会：アプリと学習教材の内容に関する資料作成、開発委員会への提案 

④ 地域委員会：相談者への試用を促進・アンケート調査等の共有、意見交換 

⑤ 全体会：事業全体の関係者での共有、２回目は成果報告会を兼ねる。 

          運営委員、開発委員、地域委員他 

 

 ２）地域員会の設置単位と進め方について 

前年度に続き、物理的な距離や移動の利便性、地域委員を募った家計改善部会員数の

割合などを考慮して、東北・北海道ブロックを北海道ブロック、東北ブロックに分け、九

州・沖縄ブロックを（福岡県）、（福岡県以外）、（沖縄県）に３つの地域委員会を設置した。

全国 9 ブロックに地域委員会を設け、地域委員会のもとに協力部会員も加わって普及活

動に取り組んだ。 

地域委員を中心に、各ブロックの多岐にわたる普及活動を通して、各ブロック（地域）内

のネットワークづくりが豊かに展開されている。 

９つブロックは、以下の通り。 

 北海道ブロック 

 東北ブロック（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県） 

 関東・甲信越ブロック（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、

新潟県、山梨県、長野県） 

      東海・北陸ブロック（富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県） 

      近畿ブロック（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県） 

      中国・四国ブロック（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛

県、高知県） 

        九州（福岡県）ブロック 

      九州（福岡県以外）ブロック（佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県） 

      沖縄ブロック 
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 ＜各委員会の委員名簿＞ 
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 ＜各委員会の委員名簿＞ 

 
 

 

 

＜９つのブロック（地域）の各地域委員会の協力部会員名簿（計 80 名）＞ 

 ※協力部会員：当ネットワークの家計改善支援部会員（３００名）へ本事業への協力を呼びか

けたところ、協力の意思表示の連絡をいただいた部会員。 

家計改善支援部会員全員へ完成したアプリとテキストと各ブロック開催予定の説明会の

案内しており、協力部会員以外の部会員にも説明会に参加したり、アプリやテキストの普

及活動に協力いただいている。 

 

 

   
   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

連番 ブロック 都道府県 お名前

1 北海道 富山　則和

2 北海道 川上  真智子

3 北海道 齊藤　明子

4 宮城県 青山　奈保美

5 岩手県 佐々木未英

6 秋田県 梶原　明日佳

7 東京都 中森 　順子

8 東京都 岡部  恵江

9 埼玉県 大久保　登

10 神奈川県 岸　 紀子

11 神奈川県 栗林  良彦

12 千葉県 和泉　渚

13 愛知県 岡本　祥浩

14 愛知県 川口　智子

15 愛知県 左海　俊夫

16 愛知県 兵藤　睦美

17 三重県 小坂　明美

18 大阪府 横谷  和彦

19 鳥取県 霜村　美奈世

20 島根県 今岡　真由美

21 岡山県 宮崎　啓輔

22 岡山県 白神　雅也

23 広島県 藤岡　和友

24 広島県 北田　佳代子

25 香川県 徳田　裕二

26 香川県 矢野　翔也

27 愛媛県 瀧見　陽子

北海道　３名

東北　3名

関東・甲信越
6名

東海・北陸
5名

近畿　1名

中国・四国
9名

連番 ブロック 都道府県 お名前

28 福岡県 栗山　淳子

29 福岡県 芦刈　史

30 福岡県 藤浦　久美

31 福岡県 大山　智恵

32 福岡県 永嶋　君子

33 福岡県 有冨　麻美子

34 福岡県 大中　冬子

35 福岡県 北島　千恵

36 福岡県 阪本　信介

37 福岡県 山本　初恵

38 福岡県 有富　麻美子

39 福岡県 伊藤　博子

40 福岡県 愛甲　智恵美

41 福岡県 倉住　幸恵

42 福岡県 池田　亜澄

43 福岡県 中村　清子

44 福岡県 細谷  由樹子

45 福岡県 勝山　真奈美

46 福岡県 松永  夏未

47 福岡県 大平　和代

48 福岡県 山野　由美

九州（福岡）
２１名

連番 ブロック 都道府県 お名前

49 佐賀県 板谷　陽子

50 長崎県 竹口　まさ子

51 長崎県 髙村　紀子

52 長崎県 山口　竜興

53 長崎県 松尾　敦奈

54 長崎県 溝口　由利子

55 長崎県 斎藤　真里

56 宮崎県　 古田　慶子

57 熊本県 中川　起代子

58 熊本県 松本　理恵

59 熊本県 瀬川  陽子

60 熊本県 永山　雅代

61 熊本県　 中島　まゆみ

62 熊本県 古津  理恵

63 熊本県 藤丸  純子

64 熊本県 上村  洋子

65 熊本県 中島　明美

66 熊本県 生田　多恵

67 熊本県 松野 英夫

68 熊本県 西田　美和

69 熊本県 工藤　公輝

70 熊本県 佐藤　さおり

71 大分県 井上　悦子

72 大分県 土橋　教子

73 大分県 塩月　恵子

74 大分県 山本　哲也

75 鹿児島県 知久　真由美

76 鹿児島県 川原  ひろみ

77 鹿児島県 平名　よしの

78 鹿児島県 末田　敦子

79 沖縄県 齋藤　稔

80 沖縄県 卯都木一彦

九州
（福岡除く）

30名

沖縄　2名

− 95 −



（３）全体スケジュール 

 
 

月 日時 会場 開発・検討予定 内容

5月15日（金）
13：30～15：30

東京 第1回運営委員会 今後の進め方の意見交換・確認

5月27日（火）
10：00～16：00

福岡 第1回作業部会A アプリと教材の改善内容の検討

6月2日（月）
10：00～16：00

福岡 第2回作業部会A アプリと教材の改善内容の検討

6月13日（金）
10：00～16：00

福岡 第３回作業部会A アプリと教材の改善内容の検討

6月24日（火）
13：00～15：30

大阪 第1回開発委員会 アプリと教材の改善内容検討

6月26日（木）
10：00～15：30

福岡 第４回作業部会B 小・中・高校生の教材の開発のための作業

4月
6月26日（木）

15：30～17：00
福岡 第5回作業部会A アプリと教材の改善内容の検討

7月23日（水）
14：00～17：00

福岡 第6回作業部会B 小・中・高校生の教材の開発のための作業

7月24日（木）
10：00～16：00

福岡 第7回作業部会B 小・中・高校生の教材の開発のための作業

7月28日（月）
11：00～14：00

東京 第2回運営委員会 アプリと教材の改善確認、全体会の進め方の確認

8月20日（水）
11：00～15：00

東京 全体会 今年度の地域説明会開催の進め方の確認

全国
9ブロック

地域委員会 各ブロックでの地域説明会の開催に向けての検討

全国
9ブロック

地域委員会 各ブロックでの地域説明会の開催に向けての検討

9月16日（火）
13：00～15：00

大阪 第2回開発委員会 小・中・高校生の教材の開発のための検討

10月
全国

9ブロック
地域委員会 地域説明会や普及活動

11月9日（日）
10：00～12：00

滋賀 全国大会分科会での紹介 アプリと教材紹介、地域での普及活動紹介

全国
9ブロック

地域委員会 地域説明会や普及活動

12月1日（月）
1０：00～1５：00

福岡 第３回開発委員会 小・中・高校生の教材の開発のための検討

12月22日（月）
13：00～1５：30

東京 第3回運営委員会、第4回開発委員会
全体会の進め方、小・中・高校生の教材の開発のため
の検討

1月
１月２６日（月）

12：30～15：30
東京 第5回開発委員会 小・中・高校生の教材の開発のための検討

2月
２月１３日（金）

11：00～15：00
東京 全体会（報告会） 地域での説明会・普及活動報告

11月

12月

5月

6月

7月

8月

9月

ア
プ
リ
・
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材
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善
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業

他
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体

協
力
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（４）活動報告 

1）運営委員会 

 

５/15（金）13：30～15：30 第 1 回運営委員会 

（ビジョンセンターグランデ東京浜松町 4Ｆ 406 会議室） 

参加：新保美香、生水裕美、鏑木奈津子、平川尚子、四井恵介、行岡みち子、平本早余子、倉岡

良子 

オブザーバー 厚生労働省社会援護局地域福祉課生活困窮者自立支援室 室長補佐 

安西慶高、相談支援係長 佐向祐太、係員 山本つぼみ 

概要：今年度の進め方を検討・確認した。厚生労働省よりオブザーバー参加があり、就職氷河

期世代の支援への協力要請と普及活動について協働の取り組みの可能性を相談した。 

① 厚生労働省より就職氷河期世代支援のアプリへの反映の相談があり、対応すること、情報

サイトへの掲載などネット上の案内・普及活動については課題を整理して、福祉医療機構

と厚生労働省等と相談が必要。 

② アプリは氷河期世代対応も盛り込み、昨年度の検討と試用テストアンケート結果を反映し

て改良を加えて完成させる。  

③ 新社会人向けテキストも昨年度の検討とアンケート結果を反映して完成させる。 

④ 普及活動については、地域委員を巻き込んで関係者全員で関係機関に働きかける。 

⑤ 高校生向けのテキストの開発に着手し、ひとり親、高齢者向けの調査も開始する。 

 

7/28（月）11：00～14：00 第 2 回運営委員会 

 （ビジョンセンターネオグランデ東京浜松町 ４Ｆ 402 会議室） 

参加：新保美香、生水裕美、鏑木奈津子、平川尚子、四井恵介、行岡みち子、倉岡良子 

オブザーバー 厚生労働省社会援護局地域福祉課生活困窮者自立支援室 室長補佐 

安西慶高、相談支援係長 佐向祐太、主査 堀俊太郎、係員 増渕光 

概要：前半は、アプリとテキストの完成に向けて修正点を検討・確認した。作業部会で試用テス

トのアンケートの一つ一つの意見についてできるだけ反映させて改修できるように作

業を進め、開発委員会で検討してきた経過を報告し、修正案について意見交換して確

認した。加えて、普及活動の進め方、第１回全体会の内容を相談した。後半は運営委員

のみで今年度開発するテキストについて相談した。 

①高校生・大学生向けに自己責任を匂わせるようなコメントがあるのではないかと指摘があり、

コメントについては心理的安全性の観点から本日の参加者で再点検する。 

②アプリに「戻る機能」は設けない。 

③氷河期世代向けの設問・選択肢については、厚生労働省からの点検結果を反映する。 

④テキストの生活費の例示については、すべて全国平均とする。 

⑤「酒・たばこ」が必要な支出、「化粧品」が楽しみの支出という記載の違和感について、確認し

て修正する。 

⑥高校生向けテキストを開発する予定であったが、実際に小学生や高校生向けの授業を実施

している団体から教材の提供があり、子どもに考えさせながら大事なことを押さえる良い
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教材だったため、小・中学生向けの教材の開発を追加する。 

⑦高校生向けは、小・中学生向けの教材をバージョンアップしたものと、１８歳成人前に知って

おいて欲しい契約やカード決済などについて詳しく案内した参考書の２種を開発する。 

 

12/22（月）13：00～15：30 第３回運営委員会（第４回開発委員会と合同実施） 

（ビジョンセンターグランデ東京浜松町 4Ｆ 409 会議室） 

参加：生水裕美、平川尚子、四井恵介、行岡みち子、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、齊藤

明子、平本早余子、倉岡良子 

概要：作業部会、開発委員会で開発をすすめてきた、小・中校生向け教材、高校生向け教材、高

校生向け参考書について、教材開発の進捗を報告し、内容と今後の進め方を検討した。 

①パワーポイントの教材、ワークシート、シナリオについては、以下の修正点を確認し、第５回開 

発委員会までに修正を進める。 

・スライド番号を入れる。 

・イラストの詳細や言葉の使い方、表記の修正。 

・小・中学生向けのワークシートに、グループの意見が記入できるワークシートを追加する。 

・シナリオは講師が生徒の状況や地域性などを考慮して変更できる幅を設ける。 

・高校生向けのワークシートはタブレット、スマホ、手書きなどツールを選べるようにする。 

※第２回全体会の進め方については検討する時間がなく、委員会後にメール等で相談した。 

各ブロックの普及活動については、１月末までに報告書を集約すること情報共有した。 

 
 

２）開発委員会 

 

6/24（火）13：00～15：30 第 1 回開発委員会 

（アットビジネスセンターＰＲＥＭＩＵＭ新大阪 909 会議室 ） 

参加：生水裕美、四井恵介、小山ひなた、倉掛彩子、行岡みち子、平本早余子、倉岡良子 

概要：作業部会３回で試用テストアンケートの一つ一つの意見を点検して作成した修正案につ

いて検討し、更に修正が必要な点は作業部会で行い、その上で修正点を運営委員会に

提案することを決定した。今後の進め方についても共有した。 

①アプリの修正点について、以下の点を確認した。 

 ・就職氷河期世代の年代を追加して、ターゲット分類を変更する。 

 ・職業の選択肢、属性の選択肢の追加、「同居の子ども（１８歳以下）」に限定する。 

 ・設問別カテゴリーの「学生・新社会人」を「実家暮らし」「一人暮らし」に分ける。 

 ・評価コメントについて口調や語尾、点数によるコメントの違いを作業部会で更に精査する。 

 ・リスクが高いと思われる回答については、相談につながるようなコメントを追加する。 

 ・戻る機能については、運営委員会での検討とする。 

 ・戻る機能を付けない場合の案内の仕方、進捗状況の表示を分かりやすく盛り込む。 

②テキストの修正点について、以下の点を確認した。 
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る。 

 ・テキストは A5 判で印刷する 

 

 

9/16（火）13：00～15：00 第 2 回開発委員会 

（アットビジネスセンターPREMIUM 新大阪 909 会議室）  

参加：平川尚子、四井恵介、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、行岡みち子、平本早余子、倉

岡良子 

概要：前回の開発委員会後の作業部会で検討して作成を進めた小・中学生向けのテキスト（パ 

ワーポイント）、ワークシート、講師用手引き書、高校生向けのテキスト２について意見交 

換した。参加者は気づいた点や修正点などの意見を届ける。 

①小学生向け、中学生向けのテキストを検討する中で、小・中学生向けテキストとして一本化 

することを確認した。その上で、以下の点を確認した。 

  ・漢字配当表を参照してひらがな表記への変更、ルビの挿入を行う。 

  ・言葉についてはイラストで補足し、子どもの反応などを見ながら講師が適宜説明を加える。 

  ・分かりやすく、統一した表現にするために必要な修正を入れる。 

  ・手引書には対象となる子どもの状況や地域性に応じて講師が適宜説明を加えるなど、配 

慮することを留意点として明記する。 

②高校生向けテキストについて、以下の点を確認した。 

  ・小学生向けのテキストのお金についての基本的な考え方を冒頭に追加する。 

  ・当初中学生向けのテキストとして用意していた内容を高校生向けにバージョンアップする。 

  ・キャッシュレスの説明を詳しくする。 

  ・一人暮らしの生活費計算ワークシートをエクセルで自動計算してグループで共有でき、１ 

回目と２回目が比較できるような仕組みとスマホで簡単にできるアプリ、紙で記入できる 

シートを用意する。 

 ・例示する平均月収や社会保険料等は公開されている最新の情報に変更する。 

③高校生向け参考書について、平川委員より、消費者教育の側面が大きいが、成人して困らな 

いように知っておいて欲しい点をまとめているという趣旨説明があり、内容について意見 

交換し、以下の点を確認した。 

 ・事例①を高校生が想像しやすいように、奨学金をもらっている大学生が借金をしていて 

その返済のためにアルバイトに精を出してしまい奨学金が取り消されそうになる事例に 

変更する。 

 

12/1（月）10：00～15：00 

第 3 回開発委員会（博多大博通りビル６F 貸会議室）  

参加：平川尚子、西村亜紀子、齊藤明子、行岡みち 

子、平本早余子、倉岡良子 

概要：高校生向けの教材を作成して事業の経験を

持つ石狩市社会福祉協議会の齋藤氏が開

発委員に加わり、各教材の内容の追加・修

正点について意見交換した。 

①斉藤氏から提供された高校生向けの教材につ  

いて、説明を受けて意見交換した。 
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②前回の開発委員会後の西村氏、平川氏からの修正案について検討した。 

③参加者からの意見をとりまとめて、事務局で修正案を次回開発委員会までに提案する。 

  

12/22（月）13：00～15：30 第４回開発委員会（第３回運営委員会と合同実施） 

（ビジョンセンターグランデ東京浜松町 4Ｆ 409 会議室） 

参加：生水裕美、平川尚子、四井恵介、行岡みち子、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、齊藤

明子、平本早余子、倉岡良子 

概要：前述の第３回運営委員会報告の通り。小・中学生向けと高校生向けのテキスト（パワーポ 

イント）、ワークシート、講師用手引き書は小山氏が次回開発委員会までにデザインする。 

高校生向け参考書は次回開発委員会で検討する。 

    

1/26（月）12：30～15：30 第 5 回開発委員会 

（アットビジネスセンターPREMIUM 新大阪 904 会議室）  

参加：生水裕美、平川尚子、四井恵介、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、行岡みち子、平 

本早余子、倉岡良子 

概要： 高校生向け参考書の内容について、平川氏提案のスライドの一枚ずつの内容につい

て意見交換し、修正点を相談した。小・中学生向けの教材についてはデザインされた

パワーポイントについて検討し、修正点を確認した。 

①高校生向け参考書の平川氏の提案のスライドについて、一枚ずつ説明・意見交換して内 

容を検討した。主な修正点は、以下の通り。 

・タイトルは、「ひとり立ちに向けて覚えておいて欲しいお金の話」とする。 

・クイズ④を追加する。「契約⑤ １８歳以上でも契約の取り消しができる場合があります。 

事例：無料と誘われたのでエステに行ったら、30 万円の契約をさせられた。                

クーリング・オフ 〇」 

・説明は具体的で分かりやすく、相談につながるような言葉にする。 

・会議後に提案者の平川氏より修正点、二つの事例の説明案を平川氏と西村氏より提案 

いただく。 

・平川氏と西村氏からの修正案を事務局で取りまとめて、小山氏に作成を依頼する。 

 
 

３）作業部会 

 

5/27（火）10：00～16：30 第１回作業部会（A） グリーンコープ連合貸会議室 7 階会議室 

参加：行岡みち子、谷口光子、倉掛彩子、平本早余子、倉岡良子 

概要：今年度の事業の目的・内容・スケジュール等について共有し、第１回の運営委員会を受け 

て前年度から開発をしてきたアプリとテキストの完成に向けて作業部会で行うことと、 

その進め方を相談した。試用テストアンケート回答の一つ一つについて精査し、アプリに 

反映できるように作業を行った。 

①アプリの設問、選択肢の修正案を作成した。 

②開発者とアプリの修正について相談する点を整理した。 
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②前回の開発委員会後の西村氏、平川氏からの修正案について検討した。 

③参加者からの意見をとりまとめて、事務局で修正案を次回開発委員会までに提案する。 

  

12/22（月）13：00～15：30 第４回開発委員会（第３回運営委員会と合同実施） 

（ビジョンセンターグランデ東京浜松町 4Ｆ 409 会議室） 

参加：生水裕美、平川尚子、四井恵介、行岡みち子、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、齊藤

明子、平本早余子、倉岡良子 

概要：前述の第３回運営委員会報告の通り。小・中学生向けと高校生向けのテキスト（パワーポ 

イント）、ワークシート、講師用手引き書は小山氏が次回開発委員会までにデザインする。 

高校生向け参考書は次回開発委員会で検討する。 

    

1/26（月）12：30～15：30 第 5 回開発委員会 

（アットビジネスセンターPREMIUM 新大阪 904 会議室）  

参加：生水裕美、平川尚子、四井恵介、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、行岡みち子、平 

本早余子、倉岡良子 

概要： 高校生向け参考書の内容について、平川氏提案のスライドの一枚ずつの内容につい

て意見交換し、修正点を相談した。小・中学生向けの教材についてはデザインされた

パワーポイントについて検討し、修正点を確認した。 

①高校生向け参考書の平川氏の提案のスライドについて、一枚ずつ説明・意見交換して内 

容を検討した。主な修正点は、以下の通り。 

・タイトルは、「ひとり立ちに向けて覚えておいて欲しいお金の話」とする。 

・クイズ④を追加する。「契約⑤ １８歳以上でも契約の取り消しができる場合があります。 

事例：無料と誘われたのでエステに行ったら、30 万円の契約をさせられた。                

クーリング・オフ 〇」 

・説明は具体的で分かりやすく、相談につながるような言葉にする。 

・会議後に提案者の平川氏より修正点、二つの事例の説明案を平川氏と西村氏より提案 

いただく。 

・平川氏と西村氏からの修正案を事務局で取りまとめて、小山氏に作成を依頼する。 

 
 

３）作業部会 

 

5/27（火）10：00～16：30 第１回作業部会（A） グリーンコープ連合貸会議室 7 階会議室 

参加：行岡みち子、谷口光子、倉掛彩子、平本早余子、倉岡良子 

概要：今年度の事業の目的・内容・スケジュール等について共有し、第１回の運営委員会を受け 

て前年度から開発をしてきたアプリとテキストの完成に向けて作業部会で行うことと、 

その進め方を相談した。試用テストアンケート回答の一つ一つについて精査し、アプリに 

反映できるように作業を行った。 

①アプリの設問、選択肢の修正案を作成した。 

②開発者とアプリの修正について相談する点を整理した。 

・アプリの「同居の子ども」の設問を、「同居の子ども（１８歳  

以下）」に修正する。  

・ひとり親の設問 27「いざという時頼れる人がいますか」の   

選択肢「自治体の相談窓口や支援団体」を選択すると、  

「もっと友人知人を頼ったほうがいい」という診断コメン  

トが出るが、「友人知人」を選択した場合に周りに頼れな  

い場合もあるのでコメントの変更が必要。 

 

６/２（月）10：00～16：00 第２回作業部会（A）グリーンコ

ープ連合貸会議室 7 階会議室 

参加：行岡みち子、谷口光子、倉掛彩子、平本早余子、倉岡良子 

概要：前回の作業部会から継続して試用テストアンケート回答 

の一つ一つについて精査し、アプリに反映できるように 

作業を行った。 

①アプリの設問、選択肢の修正案を作成した。 

②開発者とアプリの修正について相談する点を再度整理した。 

・戻る機能はシステム上可能か、戻る機能を付けた方がいい   

か。 

・設問２「ご職業を教えてください」 の選択肢１「会社員」を   

「会社員、公務員など」に修正、「選択肢６「無職」を最初に   

移動した方がいい。 

・評価コメントが各分析軸の点数に合わせた統一のコメントとなっているが、世代別（高校

生・大学生・新社会人/ひとり親/高齢者/その他）に分けることができないか。世代別に分

けなない場合も、全世代にとって違和感がないような文言・表現にしていく必要がある。 

・深刻な状況が窺える回答によって必ず相談に繋ぐようにできないか。 

・大学生・社会人の設問について、家族と同居の場合に回答が難しい項目があるため、同居

と一人暮らしに分けて、ターゲット特定可能か。 

  ・回答の進捗状況について具体的な案内をするために設問数の統一が必要か。 

 

6/１３（金）10：00～16：00 第３回作業部会（B）（博多大博通りビル６F 貸会議室） 

参加：四井恵介、行岡みち子、倉掛彩子、平本早余子、倉岡良子  

概要：アプリ開発者の四井氏が加わって、前回までの作業部会で整理した改善点について検 

討を行い、開発委員会への提案を準備した。 

①前回までの作業部会で作成した設問・選択肢について確認した。 

②戻る機能については、はシステム上可能だが、システムの大幅変更になり、最低 1 ヶ月は

掛かるので、運営委員会・全体会で相談する。 

戻る機能を入れない場合も、設問に入る前に案内（自分に一番合った回答を一つだけ選

んでください）を入れる。      

③職業の選択は「１：高校生、２：大学生、3：会社員・公務員など、4:自営業、５：パート・アル

バイト・派遣など、6：無職」とする。 

④同居中の子どもは（１８歳以下）を入れる 

⑤回答の進捗状況について、中盤以降に、あと何問などが出るようにする。 

⑥評価コメントは年代で２パターンとする。リスクの高い回答へのコメントも追加する。 

⑦就職氷河期が該当するターゲットを設定するため、「18 歳未満、18～29 歳、30～40

歳、４１～５５歳、56～６４歳、６５歳以上」に変更する。 
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6/26（木）10：00～15：30 第４回作業部会（B）博多大博通りビル６F 貸会議室） 

参加：行岡みち子、平川尚子、谷口光子、倉掛彩子、糸長舞子、西村亜紀子、平本早余子、倉岡

良子 

概要：小中学生・高校生用テキスト開発に向けて、小・中・高校生対象の授業等の講師経験があ 

る西村氏、平川氏、生保世帯の中高生向けに金銭教育に取り組む糸長氏が参加して、そ 

れぞれの教材を持ち寄り、内容を共有して、新たな教材づくりの方針について相談した。 

①教材開発の進め方について、以下の点を共有した。 

・持ち寄った教材を使って、新たに教材を作り、それを全国展開する。 

・開発した教材に、開発者として委員会メンバーの組織名の掲載を検討する。 

・今日は各団体の教材を共有し、開発する教材の方針を定める 

・次回７月２４日には、制作する四井氏、小山氏も参加し、内容を確定する。 

・デザイン・レイアウトなどは両氏に依頼する。 

②開発する教材（小学生向け、中学生向け、高校生向け２冊）について、以下のように確認した。 

 ・小学生向けテキストは、西村氏のテキストに、カレンダー式のおこづかい帳を加える。 

 ・中学生向けテキストは、西村氏のテキストをベースにして、小学生向けテキストのお金につ 

いての基本的な考え方を冒頭に導入として入れ、家計表は Excel も用意する。 

 ・高校生向けテキストは、西村氏の中学生向けテキストの一人暮らしの家計表と小学生向け 

テキストのお金の基本的な考え方を高校生向けにバージョンアップする。 

 ・高校生向け参考書は、平川氏のテキ 

ストの家計管理の前までと西村氏

の家計表、他のテキストなどで追加

したほうが良い内容を盛り込む。 

③それぞれのテキスト案について、西 

村氏、平川氏が提案を準備し、倉掛 

氏が追加内容を提案する。 

 

 

6/26（木）15：30～17：00 第５回作業部会（A） （博多大博通りビル６F 貸会議室）  

参加：行岡みち子、平川尚子、倉掛彩子、平本早余子、倉岡良子  

概要：前年度の試用テストのアンケート回答を受けて作業部会で修正した設問・選択肢につい

て、平川氏の修正案との突合せを行い、修正案を精査した。 

 

 

7/２３（水）14：00～17：00 第６回作業部会（B）（博多大博通りビル６F 貸会議室）  

参加：行岡みち子、平川尚子、谷口光子、倉掛彩子、糸長舞子、西村亜紀子、倉岡良子 
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6/26（木）10：00～15：30 第４回作業部会（B）博多大博通りビル６F 貸会議室） 

参加：行岡みち子、平川尚子、谷口光子、倉掛彩子、糸長舞子、西村亜紀子、平本早余子、倉岡

良子 

概要：小中学生・高校生用テキスト開発に向けて、小・中・高校生対象の授業等の講師経験があ 

る西村氏、平川氏、生保世帯の中高生向けに金銭教育に取り組む糸長氏が参加して、そ 

れぞれの教材を持ち寄り、内容を共有して、新たな教材づくりの方針について相談した。 

①教材開発の進め方について、以下の点を共有した。 

・持ち寄った教材を使って、新たに教材を作り、それを全国展開する。 

・開発した教材に、開発者として委員会メンバーの組織名の掲載を検討する。 

・今日は各団体の教材を共有し、開発する教材の方針を定める 

・次回７月２４日には、制作する四井氏、小山氏も参加し、内容を確定する。 

・デザイン・レイアウトなどは両氏に依頼する。 

②開発する教材（小学生向け、中学生向け、高校生向け２冊）について、以下のように確認した。 

 ・小学生向けテキストは、西村氏のテキストに、カレンダー式のおこづかい帳を加える。 

 ・中学生向けテキストは、西村氏のテキストをベースにして、小学生向けテキストのお金につ 

いての基本的な考え方を冒頭に導入として入れ、家計表は Excel も用意する。 

 ・高校生向けテキストは、西村氏の中学生向けテキストの一人暮らしの家計表と小学生向け 

テキストのお金の基本的な考え方を高校生向けにバージョンアップする。 

 ・高校生向け参考書は、平川氏のテキ 

ストの家計管理の前までと西村氏

の家計表、他のテキストなどで追加

したほうが良い内容を盛り込む。 

③それぞれのテキスト案について、西 

村氏、平川氏が提案を準備し、倉掛 

氏が追加内容を提案する。 

 

 

6/26（木）15：30～17：00 第５回作業部会（A） （博多大博通りビル６F 貸会議室）  

参加：行岡みち子、平川尚子、倉掛彩子、平本早余子、倉岡良子  

概要：前年度の試用テストのアンケート回答を受けて作業部会で修正した設問・選択肢につい

て、平川氏の修正案との突合せを行い、修正案を精査した。 

 

 

7/２３（水）14：00～17：00 第６回作業部会（B）（博多大博通りビル６F 貸会議室）  

参加：行岡みち子、平川尚子、谷口光子、倉掛彩子、糸長舞子、西村亜紀子、倉岡良子 

概要：開発する小学生向けテキスト、中学生向けテキスト、高校生向けテキストの内容について

前回に続けて具体的な表現や盛り込む内容を検討し、翌日の制作者が加わっての作業

部会で相談できるように検討した。 

  
 

7/２４（木）10：00～16：00 第７回作業部会（B）（博多大博通りビル６F 貸会議室） 

参加：行岡みち子、平川尚子、四井恵介、小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、谷口光子、糸長 

舞子、倉岡良子 

概要：テキストと付随する Excel シートなどを制作する四井氏と小山氏が加わって前日の作 

業部会で準備したテキスト案等について共有し、制作の進め方を相談した。 

 
 

４）地域委員会 

 

①北海道ブロック 

 ８/21（木）第 1 回北海道ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：佐渡洋子、五十嵐宣勝、協力部会員（富山、本間、齊藤、川上）、どうねっと家計部会

（山﨑）、四井恵介（運営委員） 

内容：・１０月２９日開催予定の北海道ブロックの説明会の打ち合わせ 

 

②東北ブロック 

 9/２（火）第 1 回東北ブロック 地域委員会 （盛岡市くらしの相談支援室会議室）  

参加：阿部恵子、協力部会員（小川健一、佐々木未英）、インクルいわて事務局長（花坂圭一） 

内容：・R7.8 月全体会の内容報告 

・アプリの普及活動の実施方法の検討 

【岩手県内】【岩手県外】 それぞれの方法に 

ついて検討 

 

 

 

 

 

 

③ 関東・甲信越ブロック 

 9/２2（月） 第 1 回関東・甲信越ブロック 地域委員会 （オンライン）  
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参加：林星一、加藤あずさ、藤具圭介、榊原樹子 

内容・全体回の共有 

・今後の方針の決定 

 
 

10/28（火） 第 2 回関東・甲信越ブロック 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加：林星一、川澄弥恵、藤具圭介、榊原樹子、拡大地域委員（中森順子、国峯拓巳） 

内容・アプリ、テキストの普及に関して共有 

・委員同士の交流 

 

1/30（金）第 3 回関東・甲信越 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加：林星一、加藤あずさ、川澄弥恵、藤具圭介、榊原樹子、拡大地域委員（中森順子、国峯

拓巳） 

内容・アプリ、テキスト普及活動の報告 

・関東甲信越からの提言まとめ 

 
 

④ 東海・北陸ブロック 

 10/６（月） 第 1 回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・丹羽さんの広報予定について共有 

 

10/20（月） 第２回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・東海北陸ブロック協力委員への広報打合せ 

 

10/2７（月） 第３回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・10 月 6 日の件、経過共有 

 

11/11（火） 第４回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・丹羽さんの広報(愛知県知多市)について共有 

 

11/17（月） 第５回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・丹羽さんの広報(愛知県社協生活困窮者自立支援研修)について共有 
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参加：林星一、加藤あずさ、藤具圭介、榊原樹子 

内容・全体回の共有 

・今後の方針の決定 

 
 

10/28（火） 第 2 回関東・甲信越ブロック 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加：林星一、川澄弥恵、藤具圭介、榊原樹子、拡大地域委員（中森順子、国峯拓巳） 

内容・アプリ、テキストの普及に関して共有 

・委員同士の交流 

 

1/30（金）第 3 回関東・甲信越 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加：林星一、加藤あずさ、川澄弥恵、藤具圭介、榊原樹子、拡大地域委員（中森順子、国峯

拓巳） 

内容・アプリ、テキスト普及活動の報告 

・関東甲信越からの提言まとめ 

 
 

④ 東海・北陸ブロック 

 10/６（月） 第 1 回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・丹羽さんの広報予定について共有 

 

10/20（月） 第２回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・東海北陸ブロック協力委員への広報打合せ 

 

10/2７（月） 第３回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・10 月 6 日の件、経過共有 

 

11/11（火） 第４回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・丹羽さんの広報(愛知県知多市)について共有 

 

11/17（月） 第５回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・丹羽さんの広報(愛知県社協生活困窮者自立支援研修)について共有 

 

1/５（月） 第６回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・全体会に向けての打ち合わせ 

・協力委員の広報共有 

 

1/２９（木） 第７回東海・北陸ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：野田博也、丹羽宏太、塚本淑恵 

内容・全体会での報告資料の打ち合わせ 

 

⑤ 近畿ブロック 

 ８/20(水) 第１回近畿ブロック 地域委員会 （ビジョンセンターグランデ東京浜松町）  

参加：覺前典文、菊井千恵子、生水裕美（運営委員） 

内容：・今後の地域での普及活動の進め方について確認 

 

9/3(水) 第２回近畿ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：覺前典文、菊井千恵子 

内容：・普及活動の方法について、打合せ 

・印刷物、印刷部数についての打ち合わせ 

 

⑥ 中国・四国ブロック 

 8/26（火） 第 1 回中国・四国ブロック 地域委員会 （オンライン）  

参加：今井博明、黒田明穂 

内容：（中国・四国ブロック説明会について打合せ） 

・PP でハイブリット形式説明会を開催し、普及活動につなげる 

・参加対象確認をする 

 

9/29（月） 第 2 回中国・四国ブロック 拡大地域委員会 （岡山国際会議場）  

参加：今井博明、黒田明穂、協力部会員（宮崎啓輔、

瀧見陽子）、部会員（木山由子）        

内容：（説明会後の確認） 

・質疑、意見、感想 

・今後の普及活動の確認 

 

⑦ 九州ブロック（福岡） 

 9/１６（火） 第 1 回九州ブロック（福岡） 地域委員会 （博多大博通ビル１０１会議室）  

参加：木村和代、渡辺貴子、森崎薫、村上和子 

内容：・連携先、普及につなげる手段、分担、時期について検討。 

 
 

１1/１（土） 第 2 回九州ブロック（福岡） 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加： 木村和代、渡辺貴子、森崎薫、村上和子 

内容：・各委員の普及活動状況の共有 

1２/５（金） 第 3 回九州ブロック（福岡） 拡大地域委員会 （博多大博通ビル１０１会議室）  
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参加： 木村和代、渡辺貴子、森崎薫、村上和子 

内容：・各委員の普及活動状況の共有 

・配布先ら依頼された出前講座についての意見交換 

 
 

１/12（月） 第 4 回九州ブロック（福岡） 地域委員会（博多大博通ビル１０１会議室）  

参加：木村和代、渡辺貴子、森崎薫、村上和子、 

内容：・普及活動の最終の情報共有 

    ・2 月の全体会の報告に向けた打ち合わせ、資料作成 

    
 

⑧ 九州・沖縄ブロック（福岡県以外） 

 8/29（金） 第 1 回九州ブロック（福岡以外） 地域委員会 （オンライン） 

参加：高濱千夏、本多輝美、古津理恵、西村亜紀子、近澤和子 

内容：・地域での情宣の仕方について相談。 

・地域委員がいない宮崎は熊本で訪問、鹿児島は近澤さんがオンラインで対応を確認。 

 

１/22 第 2 回九州ブロック（福岡以外） 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加： 高濱千夏、古津理恵、本多輝美、西村亜紀子、近澤和子 

内容：・各県の実践の様子を共有。 

・報告書の書き方や内容についても共有。 

 

⑨ 沖縄ブロック 

 8/26(火) 第 1 回沖縄ブロック 地域委員会 （沖縄県就職・生活支援パーソナルサポート

センター南部） 

参加：仲程愛理、松尾暢子 

内容：・地域説明会の日時・会場・役割分担等に  

ついての打合せ 

・普及活動の方法についての打合せ 

・配布資料の必要部数の確認・地域委員  

会の開催日程の確認 

・試用テストの範囲、実施方法の確認 
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参加： 木村和代、渡辺貴子、森崎薫、村上和子 

内容：・各委員の普及活動状況の共有 

・配布先ら依頼された出前講座についての意見交換 

 
 

１/12（月） 第 4 回九州ブロック（福岡） 地域委員会（博多大博通ビル１０１会議室）  

参加：木村和代、渡辺貴子、森崎薫、村上和子、 

内容：・普及活動の最終の情報共有 

    ・2 月の全体会の報告に向けた打ち合わせ、資料作成 

    
 

⑧ 九州・沖縄ブロック（福岡県以外） 

 8/29（金） 第 1 回九州ブロック（福岡以外） 地域委員会 （オンライン） 

参加：高濱千夏、本多輝美、古津理恵、西村亜紀子、近澤和子 

内容：・地域での情宣の仕方について相談。 

・地域委員がいない宮崎は熊本で訪問、鹿児島は近澤さんがオンラインで対応を確認。 

 

１/22 第 2 回九州ブロック（福岡以外） 拡大地域委員会 （オンライン）  

参加： 高濱千夏、古津理恵、本多輝美、西村亜紀子、近澤和子 

内容：・各県の実践の様子を共有。 

・報告書の書き方や内容についても共有。 

 

⑨ 沖縄ブロック 

 8/26(火) 第 1 回沖縄ブロック 地域委員会 （沖縄県就職・生活支援パーソナルサポート

センター南部） 

参加：仲程愛理、松尾暢子 

内容：・地域説明会の日時・会場・役割分担等に  

ついての打合せ 

・普及活動の方法についての打合せ 

・配布資料の必要部数の確認・地域委員  

会の開催日程の確認 

・試用テストの範囲、実施方法の確認 

 

 

５）全体会 

 

第 1 回全体会 （対面開催） 

  日時：2025 年 8 月 20 日（水） 11：00～15：00 

 

場所：ビジョンセンターグランデ東京浜松町 501 会議室 （東京都） 

 

参加：運営委員：新保美香、生水裕美、鏑木奈津子、行岡みち子、平川尚子、四井恵介 

開発委員：小山ひなた、倉掛彩子、 

地域委員：(北海道)佐渡洋子、五十嵐宣勝 

（東北）阿部恵子 

（関東・甲信越）林星一、加藤あずさ、榊原樹子、藤具圭介 

（東海・北陸）塚本淑恵、丹羽宏太 

（近畿）覺前典文、菊井千恵子 

（中国・四国）黒田明穂 

（九州（福岡））村上和子、渡辺貴子、森崎薫、木村和代 

（九州（福岡以外））高濱千夏、本多輝美、西村亜紀子、近澤和子 

（沖縄）仲程愛理、松尾暢子 

厚生労働省：左向祐太、堀俊太郎、増渕光 

事務局：平本早余子、倉岡良子、鷲野奈美、高橋陽佑 参加者 計３７名 

 

議事：１、はじめの挨拶 

    ２、本年度の事業の進め方の概略説明 

    ３、アプリとテキストの修正点の説明 

４、各ブロックでの説明会・普及活動の実施について 

５、質疑・応答 

6、各地域内打合せ 

７、打合せ内容共有と質疑・応答 

８、終わりの挨拶 

 

内容：オブザーバーとして参加した厚生労働省参加者の自己紹介の後、上記の議事につい

て、運営委員と開発委員で役割分担をしながら説明した。本年度の事業の進め方に続

けて、完成した家計リスク点検アプリと新社会人向けのテキスト（ワークブック・参考書）

を昨年度の試用テストの結果を受けて改修して完成させたこと、修正点のポイントな

どを説明した。各ブロックでの地域委員の皆さんに進めていただく普及活動の普及活

動に先立ち、普及活動の目的、進め方、留意点を説明し意見交換した。普及活動の参

考資料も紹介した。普及活動についての検討の中で、一般用普及チラシ（A4）と一般

用普及カード（名刺大）を作成することを確認した。 

途中、各ブロックに分かれて、昼食交流しながら打合せを行った。 

意見交換を受けて、以下の点を確認した。 

・説明会の申込フォームを事務局で作成し、問い合わせ窓口を全国ネットにすること

も可能。 

・会場費１０万円の範囲内で、運営に関わる協力部会員の交通費、説明会の運営に関

わる場合、弁当代等も経費の対象となる。 

・一般向けのカード（名刺大）とチラシ（A4）を作成する。 

・テキスト２冊（ワークブックと参考書）と一般用普及チラシ・カードは、各地域委員会

に必要部数を集約し、印刷製本したものを事務局より各地域委員会へ送付する。 

・家計改善支援部会員へアプリと学習教材をメールで案内し、利用普及への協力を
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呼びかけ、各ブロックの説明会の日時なども案内して、協力部会員を募る。 

・各地域委員会の判断で、昨年試用テストに協力いただいた協力部会員へ地域委員

会への参加を呼びかけることも可能とする。 
   

 
 

 
 

第２回全体会 （対面開催） 

日時：202６年２月１３日（金） 11：00～15：00 

 

場所：ビジョンセンターグランデ東京浜松町 10F 1002 会議室 （東京都） 

 

参加：運営委員：生水裕美、行岡みち子、平川尚子、四井恵介 

開発委員：小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、齊藤明子 

地域委員：(北海道)佐渡洋子、五十嵐宣勝 

（東北）阿部恵子 

（関東・甲信越）川澄弥恵、榊原樹子、藤具圭介 

（東海・北陸）塚本淑恵 

（近畿）菊井千恵子 

（中国・四国）今井博明、黒田明穂 

（九州（福岡））村上和子、渡辺貴子、森崎薫、木村和代 
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呼びかけ、各ブロックの説明会の日時なども案内して、協力部会員を募る。 

・各地域委員会の判断で、昨年試用テストに協力いただいた協力部会員へ地域委員

会への参加を呼びかけることも可能とする。 
   

 
 

 
 

第２回全体会 （対面開催） 

日時：202６年２月１３日（金） 11：00～15：00 

 

場所：ビジョンセンターグランデ東京浜松町 10F 1002 会議室 （東京都） 

 

参加：運営委員：生水裕美、行岡みち子、平川尚子、四井恵介 

開発委員：小山ひなた、倉掛彩子、西村亜紀子、齊藤明子 

地域委員：(北海道)佐渡洋子、五十嵐宣勝 

（東北）阿部恵子 

（関東・甲信越）川澄弥恵、榊原樹子、藤具圭介 

（東海・北陸）塚本淑恵 

（近畿）菊井千恵子 

（中国・四国）今井博明、黒田明穂 

（九州（福岡））村上和子、渡辺貴子、森崎薫、木村和代 

 

（九州（福岡以外））高濱千夏、古津理恵、本多輝美、近澤和子 

（沖縄）仲程愛理、松尾暢子 

厚生労働省：左向祐太、菅野史佳 

事務局：平本早余子、倉岡良子、鷲野奈美、高橋陽佑 参加者 計 34 名 

 

議事：１、はじめの挨拶  

    ２、各ブロックからの普及活動報告と質疑 

    ３、昼食交流 

    ４、アプリの入力データ報告 

    ５、新たに開発中のテキスト紹介（小・中・高生用） 

    6、次年度の取り組み予定について  

７、終わりの挨拶 

 

内容：オブザーバーとして今回から参加した厚生労働省参加者の自己紹介の後、上記の議事

について、運営委員と開発委員で役割分担をしながら進行した。各ブロックより、第１

回の全体会後に取り組んできた普及活動についての報告し、参加者全員でランダムに

分かれたグループで昼食交流しながら意見交換を行った。昼食交流後にアプリへ入力

があったデータについて報告し、統一して使用しているキャラクターの設定について改

めて参加者で共有した。新たに開発中の小・中学生向けテキスト、高校生向けのテキス

ト、高校生向けの参考書を紹介し、次年度以降の取り組み方針についても説明した。 

    各ブロックの活動報告の様子は、下記の通り。 
 

■北海道ブロック：五十嵐委員・佐渡委員がパワーポイント資料に沿って報告した。 

・四井委員に説明を担当してもらい、家計相談支援の情報交換会を兼ねて説明会を実

施した。 

・金銭教育や福祉教育を実践している社協さんなどから、ワークブックとテキストを使

用したいという話も出ている。 

・説明会後に送付希望者が１６ヶ所からあった。 

・説明会のアンケート結果についても資料に基づき説明し、５割以上良かったという反

応だった。 

  

■東北ブロック：阿部委員がパワーポイント資料に沿って報告した。 

・事務所内で進め方を相談して、事務局でつながりのある方に案内したりして紹介した。 

・説明会を ZOOM で協力員と部会員へ向けに行った。 普及活動はチラシの配布をお

願いする形をメインで行ってきた。 

・協力部会員がいない青森県など、東北の中で他県との繋がりができたらと思ってい

る。 

 

■関東・甲信越ブロック：藤具委員、川澄委員、榊原委員がパワーポイント資料に沿って

報告した。 

・拡大地域委員２名が加わって活動している。 

・ステップアップ研修では、林委員と川澄委員で紹介した。 

・神奈川県の自立相談支援に関わる支援員に向けに案内した。 

・千葉県のちこねっとの学習会の中で説明会を行い、都道府県研修でも配布した。 

・生活クラブの取組で、日福大のオンライン講座でも案内した。 

・まつりなどで市民に配布、校内カフェでも配布し、昨年試用テストを行った高校に配

布した。 

・市民祭りでの配布、自治体の HP への掲載につながった例もあった。 
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・テキストにルビをふると外国人や知的障害の方への活用できるのではないか。 

・使い方のグットプラクティスを集めて案内するとよいのではないか。 

 

■東海・北陸ブロック：塚本委員がパワーポイント資料に沿って報告した。 

・委員がいる愛知県内での取り組みになっている。名古屋市とはどう普及していくのか

は調整中。 

・愛知県外への働きかけは課題。 

・愛知県庁、名古屋市役所は周知には前向きだが、特定の民間の活動にどう協力した

らよいのかが課題となっている。 

 

■近畿ブロック：菊井委員がパワーポイント資料に沿って報告した。 

・滋賀県社協では償還支援に取り組まれており、特例貸付の支援員に紹介したら、好評

だった。相談者に成り代わって入力してみると、相談に行こうという結果となり、効果

があるという意見が多かった。 

・家計改善支援への繋ぎとして効果があるという意見が多かった。 

・外国の方へも活用するためには、ワークブックと参考書についてはルビがあるといい。 

 

■中国・四国ブロック：黒田委員、今井委員がパワーポイント資料に沿って報告した。 

・エリアの県社協と連絡を取り協力を得るようにした。 

・四国には３月に徳島県に働きかけに行く。 

・岡山県の取り組みとしては、県社協の説明会に参加し、県の研修などでも説明の機会

を得た。 

・不登校の子どもたちが通う２つの高校では、普段寝ているような生徒が積極的に研

修を聞いていた。 

 

■福岡ブロック：村上委員がパワーポイント資料に沿って報告し、渡辺委員が支援現場

の工夫を紹介した。 

・事業所にアプリの画面を拡大して、掲示してアプリの利用を促した。 

・生保の窓口から、生保世帯の子どもの成人のタイミングで渡してもらってはどうだろ

うか。 

・母子支援の方から、事業所のチラシを合わせて配布すると相談にもつながるのではな

いか。 

 

■九州（福岡以外）ブロック：古津委員がパワーポイント資料に沿って報告した。 

・分散型現場直結型で、今ある会議、例えば支援調整会議、社会福祉協議会の課内連

携会議、自治体社協、地域包括への個別訪問で普及に取り組んだ。 

・高校生向けの研修について、高濱委員がパワーポイント資料に沿って報告した。消費

者支援機構からの紹介で高校４校に対して、説明会を、その学校の子どもの特徴に合

わせて、工夫しながら実施した。対象者は 1,000 名を超えている。社協の紹介で昨年

から実施している高校でも継続して実施した。 

 

■沖縄ブロック：仲程委員からパワーポイント資料に沿って報告し、松尾委員が補足し

た。 

・離島で支援員が少ない自治体ともできた。 

・文字ばかりの人にもイラストが親しみやすいという反応があった。 

・テキストの中の家計表がシンプルで親しみやすいと好評だった。 

・就労支援とセットでも使いやすい。 

・特に離島など小規模で家計改善支援員がいないところも家計改善支援に繋ぐきっか
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５．資料 
 

 

■8 月 20 日 第１回全体会 資料 

  ・アプリと教材の試用テストのアンケートコメント記述内容 

  ・Ｒ7 年度事業概要    

  ・家計アプリと学習教材の説明会・普及活動の実施について 

  ・説明会用チラシ（参考例） 

  ・支援員用普及チラシ（参考例） 

  ・地域説明会資料（参考例） 

  ・新社会人向けテキスト(ワークブック・参考書)(確定版） 

  ・一般用普及チラシ（※全体会後に作成・送付） 

  ・一般用普及カード（※全体会後に作成・送付） 

 

■2 月 13 日 第１回全体会 資料 

 ・アプリのアクセス集計 

 ・オリジナルキャラクターについて 

 ・各ブロックの普及活動報告 

 ・今後の進め方 

 

■開発中の小中高生用のテキスト（案） 

   ・小･中学生向けテキスト「お金の教室」とワークシート 

   ・高校生向けテキスト「お金の教室」とワークシート 

   ・高校生向け参考書「ひとり立ちに向けて覚えておいて欲しいお話」  
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一社)生活困窮者自立支援全国ネットワークでは、誰でも気軽に自分自身

の家計管理におけるリスクを自己点検できるアプリ(家計の道しるべ）と新

社会人向けの学習教材(ワークブック・参考書)を開発しました。 

今後、より多くの皆様にこのアプリと教材を使っていただけるよう、説明

会を開催いたします。より、多くの皆様のご参加をお待ちしています！  
 

日時：●●● 
 

会場：●●● 
 

参加費：無料 
 

参加対象：困窮者支援等に携わる方、学校関係者など 

申込方法：参加フォームより、●月●日までにお申込み 

ください。 
 

＜当日のスケジュール予定＞ 

①本事業の目的の説明 

②令和 6 年度からこれまでの取組み 

③家計リスク点検アプリの説明 

④新社会人向けの学習教材の説明 

⑤今後の活用と普及活動について 

＜地域説明会に関するお問い合わせ＞  

一般社団法人生活困窮者自立支援全国 ネットワーク 家計改善支援部会  

●●ブロック地域委員  ●● 

＜アプリ・教材に関するお問合せ＞ 

一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク 家計改善支援部会 事務局 

 info@minna-tunagaru.jp  TEL：03-3232-6131 
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一社)生活困窮者自立支援全国ネットワークでは、誰でも気軽に自分自身

の家計管理におけるリスクを自己点検できるアプリ(家計の道しるべ）と新

社会人向けの学習教材(ワークブック・参考書)を開発しました。 

是非、多くの皆様にこのアプリと教材を活用いただき、ご自身の生活のあ

り方や将来の計画を考える機会にしていただきたいと願っています。また、

困っている方々が必要な支援に繋がる一助となれば幸いです。 
 

二次元コードはこちら

URL：https://life-poor-support-japan.net/kakeiapp/ 

ぼくが道しるべになって案

内するよ！ 

診断結果も出るし、近くの

相談先も分かるよ！ 

教材も楽しく分かりやすい

ので、活用してね！ 

家計リスク点検アプリ 

「家計の道しるべ」 
 

学習教材 
・新社会人向けワークブック 

・新社会人向け参考書 

 

一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク 家計改善支援部会 

                    ●●ブロック地域委員会   

事務局 info@minna-tunagaru.jp  TEL：03-3232-6131 
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さ
れ

る

6

③
タ

ー
ゲ

ット
設

定
の

た
め

の
設

問
1
8
歳

未
満

1
8
～

2
9
歳

3
0
歳

～
3
9
歳

4
0
歳

～
5
5
歳

5
6
歳

～
6
4
歳

6
5
歳

以
上

高
校

生

大
学

生

会
社

員
・
公

務
員
な

ど

自
営

業

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
派

遣
な

ど

無
職

年
齢

属
性

未
婚

既
婚

離
別

死
別

な
し

1
人

2
人

3
人

以
上

1
人

2
人

3
人

4
人

5
人

以
上

世
帯
人

数

婚
姻
状

態

同
居
の

子
ど

も
（
1
8
歳
以

下
）

7

④
６

つ
の

分
析

軸

各
分

析
軸

毎
に

点
数

を
合

計
最

大
値

、最
小

値
を

も
とに

、
10

点
満

点
に

平
準

化

6つ
の

分
析

軸
を

設
定

1.
 基

礎
体

⼒
（

収
入

・資
産

・就
労

状
況

）
2.

 消
費

⾏
動

（
浪

費
  

  
 

 
依

存
 ⾦

融
知

識
 

 ）

3.
 日

常
生

活
支

出
（

買
 

物
習

慣
  

 
 

  
 

 
 

利
⽤

 
 ）

4.
 将

来
展

望
（

⾃
⼰

投
資

 貯
⾦

 積
 

⽴
 

 
 ）

5.
 周

辺
環

境
（

家
族

・友
人

関
係

・社
会

的
支

援
な

ど）

6.
 情

報
把

握
（

消
費

者
知

識
 ⾦

融
  

 
 

 
 

 ）

8
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⑤
デ

ー
タ

共
有

・収
集

 利
⽤

 
 

 
 

収
集

 
同

意
 

い
た

だ
い

た
方

の
デ

ー
タ

は
、個

人
を

特
定

で
き

な
い

形
で

厳
重

 
保

管
 

 
 今

後
 

改
良

等
 

 
役

⽴
 

 
 

 
 

 
 

・希
望

さ
れ

る
方

は
、回

答
内

容
を

他
の

人
と共

有
す

る
こも

で
き

ま
す

。

9

４
、新

社
会

人
向

け
の

学
習

教
材

に
つ

い
て

・新
社

会
人

を
想

定
して

、一
人

で
生

計
を

営
み

始
め

る
に

あ
た

って
、収

入
の

中
で

や
りく

りし
て

 
  

 
 

必
要

 
知

識
 

  
  

⾦
 

関
 

 
  

 
 

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 

  
駆

使
して

分
か

りや
す

く、
親

しみ
や

す
く学

ぶ
こと

が
で

き
る

よ
うな

教
材

を
開

発
した

。

・実
際

に
⾃

分
の

家
計

状
況

を
記

入
して

点
検

す
る

ワ
ー

ク
ブ

ック
で

⾃
分

 
家

計
 

⾒
 

 
化

  
家

計
管

理
 

  
 

  
 

 
必

要
 

情
報

を
盛

り込
ん

だ
参

考
書

で
学

ぶ
こと

が
で

きる
よ

うに
して

い
る

。

10

①
ワ

ー
ク

ブ
ック

8ペ
ー

ジ
だ

て
･ 

 
1人

暮
  

 
 

 
時

 
必

要
 

 
⾦

 
考

 
 

 
 

  

・そ
も

そ
も

一
人

暮
らし

（
社

会
人

）
の

費
⽤

は
ど

 
  

 
 

 
 

 
 

・計
算

して
み

よ
う

一
人

暮
らし

（
社

会
人

）
の

費
⽤

 
  

  
 

 
 

 
 

 

11

②
参

考
書

12
ペ

ー
ジ

だ
て

 家
計

管
理

  
何

上
⼿

 家
計

管
理

 
 

 
３

 
 

  
①

支
出

の
優

先
順

位
 毎

⽉
必

 
払

 
 

 
  

 
 

 
 

⾦
 毎

⽉
 

  
  

 
 

⾦
 貯

⾦
・楽

しみ
の

支
出

②
支

出
を

記
録

す
る

③
欲

しい
も

の
が

あ
る

時
どう

す
る

12
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5、
今

後
の

活
⽤

と普
及

活
動

に
つ

い
て

①
ま

ず
は

⾃
分

の
周

りで
使

って
み

る
②

チ
ラ

シ
等

を
活

⽤
しな

が
ら、

い
ろ

ん
な

場
所

で
情

宣
す

る

13

家
計

リス
ク

点
検

ア
プ

リと
教

材
を

、皆
さ

ん
と一

緒
に

普
及

  
 

 
 

  
  

14
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北
海

道
地

区
実

施
報

告

北
海
道

地
区

地
区

委
員

一
般

社
団

法
人

北
海

道
ね

っ
と

わ
ー

く
(ど

う
ね
っ

と
)

佐
渡

洋
子

(社
福

)後
志
報

恩
会

つ
な

ぐ
し

り
べ
し

五
十

嵐
宣
勝

令
和
7年

度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
通
常
助
成
事
業
）
「
家
計
リ
ス
ク
点
検
ア
プ
リ
と
学
習
教
材
の
全
国
普
及
と
早
期
支
援
に
繋
げ
る
事
業

」
第
2
回
全
体
会

20
26
年
2月

13
日

①
北

海
道
地

区
に
お
け
る
ア
プ
リ
説

明
会

の
概

要

20
26
年
2月

13
日

2
0
2
5年

1
0
月

2
9
日

(
水

)
①

1
3
:
3
0
～

14
:
2
0

家
計

リ
ス

ク
点

検
ア

プ
リ

説
明
会

②
1
4:

3
0
～

1
6
:
3
0
 
家

計
支

援
の

情
報

交
換

会
開

催
日

時

会
場

参
集

（
＠

市
民

活
動

プ
ラ

ザ
星

園
)

＋
オ

ン
ラ

イ
ン

（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式
）

開
催

方
法

①
6
0
名

(
会

場
1
1
名

＋
オ

ン
ラ

イ
ン

4
9
名

)
②

4
0
名

（
会

場
1
1
名

、
オ

ン
ラ

イ
ン

2
9名

）
参

加
人

数

四
井

恵
介

氏
(
運

営
委

員
・

C
R
-
A
S
S
I
S
T
)

「
家

計
ア

プ
リ

に
つ

い
て

」
内

容

地
域

委
員

2
名

、
協

力
部

会
委

員
4
名

、
ど

う
ね

っ
と

家
計

改
善

部
会

員
1
名

運
営

家
計
支
援
部
会

②
実

施
に
つ
い
て
の
報
告

20
26
年
2月

13
日

•
ア

プ
リ
に

対
す

る
製

作
者

の
意

図
や

想
い
を

語
っ
て

い
た
だ

い
た

•
実

際
に
操

作
体

験
－

具
体

的
な

使
用

イ
メ
ー

ジ
に

•
ど

う
ね
っ

と
家

計
支

援
部

会
で

実
施

し
た
情

報
交
換

会
と
共

同
開

催
と

し
た

•
終

了
後
の

情
報

交
換

会
(ど

う
ね

っ
と

家
計

支
援

部
会
主

催
)で

も
話

題
に

－
理

解
の

深
ま

り
に

•
地

域
内
で

の
つ

な
が

り
が

広
が

り
、

主
体
的

な
取
り

組
み
が

広
が

る
機

会
と

な
っ

た

1-
1．

説
明
会
に
参
加
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

20
26
年
2月

13
日

と
て

も
よ

か
っ

た

56
%

よ
か

っ
た

44
%

0%0%0%

と
て
も
よ
か
っ
た

よ
か
っ
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

よ
く
な
か
っ
た

と
て
も

よ
く
な
か

っ
た

•
説

明
会

に
参

加
し
て
み

て
い

か
が
で

し
た
か

。
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1-
1．

説
明
会
に
参
加
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

20
26
年
2月

13
日

•
自

由
記

述
よ

り
→
「

使
え

そ
う

」
「

入
口
で

有
効

」
「

補
助

ツ
ー
ル

と
し
て

有
望

」
が
多

か
っ

た

A
)
導
入

の
し
や

す
さ

・
手

軽
さ
(最

頻
出

)
→

［
低
負

担
・
低

ハ
ー
ド

ル
設

定
］

B
)
支
援

の
入
口

と
し

て
の

有
効
性

(本
質

的
評

価
)→

［
初
期

ア
セ
ス

メ
ン

ト
補

助
］

C
)
支
援

プ
ロ
セ

ス
へ

の
適

合
→
［

相
談
現

場
と

の
親

和
性
］

D
)
ク
ラ

イ
エ
ン

ト
特

性
と

の
相
性

→
［
対

象
者

依
存

性
］

E
)
情
緒

・
関
係

性
へ

の
影

響
→
［

心
理
的

安
全

性
の

補
助
］

【
キ
ー

ワ
ー
ド

抽
出

】

「
簡
単
に
取

り
組
め

る
」
「
特
別

な
前
知

識
が
不
要

」
「
分
か
り
や
す

い
」

「
身
近

な
存
在

に
な
っ
た

」

「
相
談
の

入
り
口

で
活
用

で
き

る
」
「
会
話
の

き
っ
か
け

に
な
る
」

「
気
づ
き

を
促
す
」

「
詳
細
に
出

す
ぎ
な

い
の
が

良
い
」

「
面
談
で
使

え
そ
う
」

「
補
助
的

に
使
え
る

」
「

支
援

ア
イ
テ

ム
が
増

え
る

」
「
伴

走
し
な
が

ら
取
り

組
め
る
」

「
若
年
層
に

は
使
い

や
す

い
」
「

ス
マ
ホ
世
代
に

は
導
入
し
や

す
い
」

「
高
齢

者
・

障
が
い

者
に
は
配

慮
が
必
要
」

「
キ
ャ
ラ

ク
タ

ー
が
癒

し
」

「
抵
抗

感
を
下
げ

る
」

「
深

刻
な
相
談

内
容
を
和

ら
げ
る
」

1-
1．

説
明
会
に
参
加
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

20
26
年
2月

13
日

•
マ

ト
リ

ク
ス

分
析

適
合
性

:
高

適
合
性

:
条
件
付

影
響
:
正

影
響

:
条

件
付

・
支

援
者

が
補
助

す
れ

ば
効
果

あ
り

・
相

談
の

入
口

で
活

用
し
や

す
い

・
会

話
が

広
が

る
・
伴

走
型

支
援

と
相

性
が
良

い

・
若

年
層

向
け

と
し

て
特
に

有
効

・
高

齢
者

・
障

が
い

者
に
は

端
末

共
有

や
操

作
補
助

等
が

必
要

1-
1．

説
明
会
に
参
加
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

家
計

ア
プ
リ

チ
ラ
シ
・テ

キ
ス
ト
配

布
状
況

20
26
年
2月

13
日

支
援
員
向
け
普
及
チ
ラ
シ

テ
キ
ス
ト
（
参
考
書
）

テ
キ
ス
ト
（
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
）

名
刺
サ
イ
ズ
案
内
カ
ー
ド

ア
プ
リ
情
宣
A4
チ
ラ
シ

事
業
所
名

エ
リ
ア

10
0

21
0

21
0

10
00

40
0

ど
う
ね
っ
と
事
務
局

札
幌
市

5
30

30
30

NP
O法

人
ひ
と
り
親
と
こ
ど
も
ふ
ぉ
ー
ら
む
北
海
道

札
幌
市

11
0

11
0

10
札
幌
市
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ
プ

札
幌
市

10
50

50
50

50
石
狩
市
社
会
福
祉
協
議
会

石
狩
市

60
60

10
0

10
0

つ
な
ぐ

し
り
べ
し

後
志

15
15

50
20

江
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

江
別
市

20
20

50
20

旭
川
市
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

旭
川
市

10
10

50
10

か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

旭
川
市

20
20

20
20

20
中
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

中
富
良
野
町

10
10

10
50

10
る
も
い
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

留
萌
振
興
局

15
15

10
函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ

函
館
市

10
10

10
50

10
函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ん
中
央

函
館
市

3
10

10
10

10
函
館
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
き
と
う

函
館
市

10
10

50
10

北
見
市
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

北
見
市

20
20

20
50

20
ね
む
ろ
日
常
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

根
室

10
10

10
50

10
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

オ
ホ
ー
ツ
ク
振
興
局

20
20

0
0

紋
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

紋
別
市

18
8

63
0

63
0

15
80

74
0

配
布
協
力
(1
6事

業
所
)
合
計
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家
計
リ
ス
ク
点
検
ア
プ
リ
の

普
及
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

—
東

北
ブ

ロ
ッ

ク
の

取
り

組
み

—

東
北

ブ
ロ

ッ
ク

地
域

委
員

特
定

非
営

利
化

活
動

法
⼈

イ
ン

ク
ル

い
わ

て
阿

部
恵

⼦

地
域

委
員

会
内

で
の

実
施

計
画

検
討

日
程

 
20
25

年
9月

2日
(火

)
10

 
00

 
10

 
30

参
加

者
 

イ
ン

ク
ル

い
わ

て
事

務
局

⻑
前

職
の

東
北

ブ
ロ

ッ
ク

地
域

委
員

2名

【
岩

手
県

外
部

会
員

へ
の

普
及

】
・

事
務

局
か

ら
の

⼀
⻫

メ
ー

ル
を

⾜
掛

か
り

に
協

⼒
部

会
員

及
び

部
会

員
へ

の
周

知
。

・
協

⼒
部

会
員

及
び

部
会

員
に

地
域

委
員
(阿

部
よ

り
)か

ら
直

接
架

電
。

【
岩

手
県

内
の

普
及

】
・

支
援

調
整

会
議

で
の

出
席

者
、

繋
が

り
の

あ
る

県
担

当
者

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
の

実
施

・
定

期
開

催
し

て
い

る
盛

岡
市

や
岩

手
県

央
地

域
の

支
援

調
整

会
議

に
参

加
し

ア
プ

リ
紹

介
。

（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
課
題
）

・
他

県
と

の
つ

な
が

り
が

薄
い

。
ど

う
や

っ
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
広

げ
る

か
。

地
域

説
明

会
で

の
報

告
内

容
日

程
 
20
25

年
10

月
30

日
(木

)
15

 
00

 
16

 
00

参
加

者
 

協
⼒

部
会

員
3名

部
会

員
3名

ア
プ

リ
の

使
用

方
法

、
配

布
物

の
再

確
認

各
県

下
、

自
治

体
単

位
、

各
事

業
所

内
で

の
広

め
方

の
共

有
(参

考
例

 
岩

手
県

内
で

の
進

め
方
)

事
務

局
よ

り
協

⼒
部

会
員

だ
け

で
な

く
部

会
員

も
含

め
た

説
明

会
の

募
集

を
実

施
。

●
参

加
し

て
み

て
の

感
想

。
ア

プ
リ

自
体

は
使

い
や

す
い

な
ど

の
好

印
象

。
実

際
に

相
談

に
取

り
入

れ
る

際
の

仕
様

な
ど

の
質

問
あ

り
。

東
北

⼈
は

恥
ず

か
し

が
り

、
我

慢
強

さ
が

特
徴

。
最

初
は

控
え

め
だ

っ
た

が
、

徐
々

に
話

し
や

す
い

雰
囲

気
が

あ
っ

た
よ

う
に

思
う

。
回

数
を

重
ね

る
と

結
束

⼒
も

強
く

な
り

そ
う

。

普
及

活
動

の
実

施
内

容
〈
普
及
活
動
〉

チ
ラ
シ
配
布
、
相
談
ブ
ー
ス
内
で
の
掲
示

盛
岡
市
支
援
調
整
会
議
(2
回
)

岩
手
県
内
各
福
祉
事
務
所
へ
周
知
の
文
書
を
メ
ー
ル
送
付
(2
4自
治
体
)

岩
手
県
庁
地
域
福
祉
課
の
つ
な
が
り
で
の
ア
プ
リ
紹
介

(弁
護
⼠
、
消
費
セ
ン
タ
ー
、
県
⺠
⽣
活
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
)

協
⼒
部
会
員
、
部
会
員
に
よ
る
普
及
活
動

各
事
務
所
に
持
ち
帰
り
、
事
業
所
内
で
の
周
知
説
明

・
⻄
和
賀
町
、
住
⽥
町
な
ど
7市
町
で
紹
介
(岩
手
県
内
で
約
20

0部
)

・
福
島
県
い
わ
き
市

・
宮
城
県
岩
沼
市
、
（
東
松
島
市
）

・
秋
⽥
県
湯
沢
市
、
横
手
市

・
岩
手
県
花
巻
市

★
⻘
森
県
が
空
⽩
地
帯
…

〈
成
果
〉

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
増
加

認
知
度
向
上

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
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ま
と

め
・

今
後

課
題

デ
ジ

タ
ル

操
作

へ
の

不
安

若
者

世
代

は
取

り
⼊

れ
や

す
い

。
高

齢
世

代
は

ど
う

か
 
(東

北
は

高
齢

者
が

多
い
)

継
続

利
⽤

の
難

し
さ

ア
プ

リ
利

⽤
後

、
支

援
員

と
相

談
者

が
共

有
で

き
て

い
る

か
も

っ
と

対
面

で
の

説
明

機
会

を
増

加
す

べ
き

だ
っ

た

対
応

策
対

面
サ

ポ
ー

ト
の

強
化

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
の

整
備

•
地

域
特

性
に

応
じ

た
普

及
を

継
続

東
北

⼈
は

恥
ず

か
し

が
り

…

⼀
旦

打
ち

解
け

る
と

繋
が

り
や

す
い

 
 

も
っ

と
対

面
で

の
機

会
を

増
加

•
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
 

岩
手

県
内

の
周

知
方

法
は

確
⽴

で
き

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

他
県

で
も

展
開

で
き

る
か

•
東

北
全

体
で

の
横

展
開

を
推

進
⻘

森
県

が
空

⽩
…

•
引

き
続

き
普

及
活

動
を

進
め

て
い

き
ま

し
ょ

う
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中
森

さ
ん

わ
た

し
た
ち

関
東

甲
信

越
チ

ー
ム

 W
ho

 W
e 

Ar
e－

チ
ー
ム
の
精
神
的
支
柱

藤
具

圭
介

FP
協
会

/あ
し
な
が
育
英
会

W
e 

ar
e 
関

東
甲
信

越
地
域
委
員

座
間
市
福
祉
部

参
事

地
域

福
祉
課
長

林
星

一
加

藤
あ

ず
さ

榊
原

樹
子

川
澄

弥
恵

関
東
の

裏
方
＆
事
務
局
担
当

拡
大
地
域
委
員

(2
02

5年
度

)

チ
ー
ム
の
安
心
感

チ
ー
ム
き
っ
て
の
行
動
派

國
峯
さ

ん

座
間
市
社
会
福

祉
協
議
会

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同

組
合

神
奈
川

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

事
業
部

生
活
ク
ラ
ブ

生
活

協
同
組
合
千
葉

く
ら
し
と
家
計
の
相
談

室

ご
協
力
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

チ
ー
ム
い
ち
の
バ
ラ
ン
サ
ー

平
川

尚
子

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組

合
千
葉

く
ら
し
と
家
計
の
相
談
室

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
事
務
局

の
二
刀
流

國
峯

さ
ん

(拡
大

委
員

)
ア

プ
リ

広
報

＠
西

東
京

市
民

祭
り

林
さ

ん
＆

川
澄

さ
ん

テ
キ
ス
ト
＆
ア
プ
リ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

＠
生
困
全
国
ネ
ッ
ト
・
関
東

B ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

業
務
の

合
間

を
縫

っ
て
地

域
委

員
会

を
開

催
し

ま
し
た

委
員
会
の
開
催

(3
回

)

※
地

域
委

員
会

×1
回

拡
大
委
員
会
×2
回み
ん
な
で

方
針
の
決
定
＆

進
捗
共
有

わ
た

し
た

ち
の
取

り
組

み
 W

ha
t W

e 
Do

－

藤
具

テ
キ
ス

ト
の

広
報

fo
r

社
会
的
養
護
の
こ
ど
も
た
ち

/放
Dの

こ
ど
も
た
ち
や
職
員

＠
鳥
取

県
米

子
市

＠
高
知

県
高

知
市

榊
原

さ
ん

＆
平

川
さ

ん

テ
キ

ス
ト

＆
ア

プ
リ

広
報

活
動

＠
支

援
調

整
会
議

/区
民
祭
り

/校
内

場
所

カ
フ
ェ

/
社

会
的

養
護
施
設

/高
校
生

(高
３

生
)a

nd
 m

or
e

加
藤

さ
ん

＆
川

澄
さ

ん

テ
キ

ス
ト

＆
ア

プ
リ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

横
浜
市
内
に
て
就
労
準
備
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い
る
法
人

?
事

業
で

の
活
用
を
情

宣
お

よ
び

資
 

配
布

中
森
さ

ん
( 拡

大
委

員
)

困
窮
支

援
へ
の

周
知

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
UP

の
検
討

( 次
年
度

以
降

検
討
)

わ
た

し
た

ち
の

成
果

/提
言

 W
ha

t W
e 

Pr
op

os
e－

(知
的

)障
害

者
/社

会
的

養
護

の
ニ

ー
ズ

大

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス

が
あ

る
と
よ

り
使
い

や
す

い
地

域
委

員
内

の

情
報

共
有

/役
割

分
担

が
課

題

困
窮

窓
口

に
来

る
相

談
者

に
は
少
し

使
い
づ

ら
い

/相
談

の
現

場
で

活
用

し
に

く
い

 
関

東
甲

信
越
メ

ン
バ

ー
で

共
通

し
て
い

た
の

が

「
(知

的
)障

が
い

者
支

援
現

場
の
ニ

ー
ズ

」

「
社

会
的

養
護

/若
者

支
援

者
の

ニ
ー

ズ
」

自
立

支
援

の
中

で
「

家
計

」
に

関
し

て
は

大
き

な

ニ
ー

ズ
が

あ
る

 
テ

キ
ス

ト
等
は

ル
ビ

入
り
の

ほ
う

が
い

い
か

も

広
報
先

か
ら
テ

キ
ス

ト
/ ア

プ
リ

の
使

い
方

や
事
例

を
知

り
た

い
と

い
う

声
多

数

 
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

が
あ

る
と

専
門

職
は

使
い

や
す

い
！

地
域

委
員

と
し

て
情

報
共

有
や

普
及

活
動

の
協

力

体
制

が
脆

弱
だ

っ
た

 
普

及
活

動
の

状
況

や
ア

プ
リ

/ テ
キ

ス
ト

の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

情
報

な
ど

情
報

の
非

対
称

性
が

大

き
い

 
情

報
共

有
の

方
法

や
委

員
同

士
の

協
力

体
制

を

よ
り

強
化

し
た

い
！
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家
計
リ
ス
ク
点
検
ア
プ
リ
と
学
習
教
材

普
及
活
動
報
告

東
海

・
北

陸
ブ

ロ
ッ

ク
作

成
 

名
古

屋
市

仕
事

・
暮

ら
し

自
⽴

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

⾦
⼭

塚
本

実
施

期
間

 
20

25
年
9月

か
ら
20

26
年
1月

対
象

 
東

海
・

北
陸

地
方
(主

に
愛

知
県

内
)

・
愛

知
県

庁
地

域
福

祉
課

 
生

活
困

窮
者

支
援

グ
ル

ー
プ

内
に

デ
ー

タ
を

周
知

・
知

多
地

域
権

利
擁

護
支

援
セ

ン
タ

ー
が

開
催

す
る

「
権

利
擁

護
サ

ポ
ー

タ
ー

講
座

」
の

会
場

に
て

、
知

多
半

島
圏

域
内

の
日

常
生

活
自

⽴
支

援
事

業
担

当
者

に
周

知
。

後
日

、
知

多
地

域
権

利
擁

護
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
、

知
多

半
島

圏
域

内
の

市
役

所
担

当
課

、
福

祉
関

係
機

関
に

デ
ー

タ
を

周
知

。
問

い
合

わ
せ

の
あ

っ
た

知
多

南
部

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

ゆ
め

じ
ろ

う
へ

10
部

・
美

浜
町

社
協

へ
50

部
、

全
国

ネ
ッ

ト
よ

り
送

付

・
愛

知
県

名
古

屋
市

役
所

健
康

福
祉

局
地

域
共

生
推

進
部

地
域

共
生

推
進

課
 

名
古

屋
市

内
生

活
困

窮
者

自
⽴

支
援

機
関

3セ
ン

タ
ー

 
名

古
屋

市
内

で
の

周
知

活
動

に
つ

い
て

、
意

⾒
聴

取
中
(2
02

6年
1月

時
点
)

・
地

域
協

⼒
委

員
会

へ
周

知

結
果

・
課

題

・
愛

知
県

庁
地

域
福

祉
課

の
担

当
者

は
周

知
に

前
向

き
だ

っ
た

も
の

の
、

「
特

定
の

⺠
間

団
体

の
独

自
の

活
動

に
対

す
る

⾏
政

の
関

与
の

在
り

方
は

問
わ

れ
る

。
公

⽂
書

等
で

周
知

に
つ

い
て

触
れ

て
あ

る
と

協
⼒

し
や

す
い

」
と

い
う

声
が

あ
っ

た
。

県
庁

の
協

⼒
が

あ
れ

ば
、

県
社

協
等

の
協

⼒
も

得
ら

れ
や

す
く

な
る

と
思

わ
れ

る
た

め
、

県
庁

と
の

連
携

の
好

事
例

が
あ

れ
ば

、
他

の
地

域
の

地
域

委
員

に
横

展
開

し
て

ほ
し

い
。

・
名

古
屋

市
内

に
つ

い
て

は
、

自
治

体
の

大
き

さ
と

、
草

の
根

的
活

動
と

の
齟

齬
か

ら
周

知
の

限
界

が
感

じ
ら

れ
た

・
愛

知
県

外
に

つ
い

て
は

、
連

携
不

⾜
が

感
じ

ら
れ

た
(愛

知
県

以
外

は
ほ

と
ん

ど
周

知
で

き
な

か
っ

た
)
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令
和

7
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
（

通
常

助
成

事
業

）
家

計
リ

ス
ク

点
検

ア
プ

リ
と

学
習

教
材

の
全

国
普

及
と

早
期

支
援

に
繋

げ
る

事
業

地
域
で
の
普
及
活
動
に
つ
い
て

近
畿

ブ
ロ

ッ
ク

近
畿

ブ
ロ

ッ
ク

地
域

委
員

覺
前

典
文

①
神

戸
市

で
の

普
及

活
動

に
つ

い
て

・
１

０
月

の
神

戸
市

内
の

各
区

役
所

の
支

援
調

整
会

議
に

て
、

地
域

普
及

活
動

と

し
て

説
明

を
行

な
い

ま
し

た
。

・
東

灘
区

、
灘

区
、

中
央

区
、

兵
庫

区
、

長
田

区
、

須
磨

区
、

北
須

磨
支

所
、

垂
水

区
、

西
区

、
計

９
箇

所
で

説
明

を
行

な
い

ま
し

た
。

・
そ

の
他

、
長

田
区

、
兵

庫
区

で
の

ケ
ー

ス
ワ

ー
カ

ー
向

け
の

家
計

改
善

支
援

事
業

の
研

修
会

の
際

に
、

地
域

普
及

活
動

と
し

て
説

明
を

行
な

い
ま

し
た

。

・
使

用
し

た
資

料
は

、
一

般
向

け
情

宣
用

A
4
チ

ラ
シ

、
一

般
向

け
名

刺
サ

イ
ズ

案
内

カ
ー

ド
、

テ
キ

ス
ト

２
種

（
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
・

参
考

書
）

、
普

及
用

チ
ラ

シ
を

使
用

し
ま

し
た

。

②
各

箇
所

で
の

反
応

に
つ

い
て

・
テ

キ
ス

ト
２

種
（

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

・
参

考
書

）
は

、
イ

ン
パ

ク
ト

が
強

く

非
常

に
興

味
を

持
っ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

・
現

時
点

で
は

、
一

旦
支

援
者

側
で

使
用

し
て

ほ
し

い
と

お
伝

え
し

て
い

ま

す
が

、
相

談
者

に
使

用
し

て
よ

い
か

、
と

の
問

い
合

わ
せ

が
多

数
届

い
て

お
り

ま
す

。

・
神

戸
市

で
は

、
非

常
に

好
評

い
た

だ
い

て
い

る
様

子
が

見
受

け
ら

れ
ま

し

た
。

③
滋

賀
で

の
普

及
活

動
に

つ
い

て

・
9
月

～
１

０
月

に
は

野
洲

市
社

会
福

祉
協

議
会

を
は

じ
め

と
し

て
関

係
機

関
に

地
域

普
及

活
動

と
し

て
５

か
所

で
説

明
を

行
な

い
ま

し
た

。

・
２

月
に

は
、

つ
な

が
り

若
者

セ
ン

タ
ー

・
滋

賀
県

地
域

擁
護

推
進

協
議

会

で
の

定
例

会
議

の
中

で
普

及
活

動
と

し
て

参
考

書
・

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

の

紹
介

、
家

計
相

談
の

窓
口

の
紹

介
、

を
行

な
い

ま
し

た
。
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④
滋

賀
で

の
説

明
会

に
つ

い
て

・
滋

賀
県

社
会

福
協

議
会

の
特

例
貸

付
相

談
支

援
室

・
相

談
支

援
チ

ー
ム

の

相
談

員
さ

ん
に

向
け

て
、

ア
プ

リ
と

参
考

書
・

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

の
紹

介
を

し
ま

し
た

。

・
ア

プ
リ

の
体

験
を

通
し

て
市

町
へ

の
相

談
に

繋
げ

る
き

っ
か

け
作

り
や

、
社

協
の

相
談

会
の

待
ち

時
間

に
ア

プ
リ

を
し

て
も

ら
う

と
い

う
案

も

出
て

と
て

も
好

評
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。
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徳
島

県
す
だ
ち
く
ん

高
知

県
く
ろ
し
お
く
ん愛
媛

県
み
き
ゃ
ん

鳥
取

県
ト
リ
ピ
ー

島
根

県
し
ま
ね
っ
こ

岡
山

県

広
島

県
ひ
ろ
し
ま
清

盛
山

口
県

ち
ょ
る
る

香
川

県
う
ど
ん
脳

 
説
明
会
案
内
を
家
計
部
会
員
の
方
へ
発
信

 
説
明
会
開
催
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式

 
説
明
会
後

チ
ラ
シ
・
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
資
料
提
供
希
望
で

拡
が
る

 
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

全
県
に
拡
が
る

 
地
域
委
員
２
名
で

連
絡
取
り
合
い
な
が
ら
す
す
め
た

 
鳥
取
県
社
協

徳
島
県
社
協

高
知
県
社
協

島
根
県
社
協

 
岡
⼭
市
の
⼀
例
で
す
が
、
岡
⼭
市
自
⽴
支
援
課
へ
要
請
し

 
⼦
ど
も
福
祉
課
へ
つ
な
が
り

 
各
区
の
代
表
会
議
で
の
紹
介

家
計
改
善
支
援
事
業
の
紹
介
時

間
を
も
ら
う

 
そ
の
つ
な
が
り
で

問
い
合
わ
せ
あ
り

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
き

相
談
者
と
つ
な
が

る ■
岡
⼭
県
社
協
へ
の
発
信
で

関
係
会
議
・
研
修
で
の
情
宣
時
間
確
保
頂
き

3つ
の
会
で
紹
介

 
そ
の
会
参
加
の

岡
⼭
県
職
員
よ
り
声
が
か
か
り

県
⼈
材
育
成
研
修
で
紹
介

 
そ
の
会
参
加
の
事
業
所
よ
り

説
明
要
請
入
り

出
向
き
紹
介

■
岡
⼭
市
関
係
会
議
で
の
情
宣
で
も

問
い
合
わ
せ
が
入
り

こ
ど
も
学
習
支
援
の
方
か
ら
の
反
響
が
大
き

か
っ
た

会
議
で
つ
な
が
っ
た
高
校
か
ら
も
依
頼
が
は
い
り

紹
介
で
き
た
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テ
キ
ス
ト
で
は
な
く

ア
プ
リ
上
で

自
身
で
記
入
し
た
い

 
自
分
の
デ
ー
タ
ー
が
残
り

家
計
改
善
後
の
デ
ー
タ
ー
と
比
較
が
自
身
で
も
し
た
い

 
新
生
活
へ
の
高
校
だ
け
で
な
く

低
学
年
（
⼩
学
校
・
中
学
校
へ
の
教
材
も
ほ
し
い
）
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1
2
1
カ
所

1
,5

0
1
部
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地
域
委
員
会
開
催
報
告

ー
広
域
地
域
に
お
け
る
分
散
型
普
及
の
工
夫
ー

九
州
（
福
岡
以
外
）
エ
リ
ア

•
九
州
（
福
岡
以
外
）
は

・
地
理
的
に
広
域

・
支
援
員
同
士
が
⼀
堂
に
会
し
に
く
い

•
そ
の
た
め

集
合
研
修
型
の
普
及
は
現
実
的
で
は
な
か
っ
た

•
⼀
方
で

現
場
か
ら
は

「
新
し
い
ア
プ
リ
・
教
材
を
ど
う
使
う
か
知
り
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た

分
散
型
・
現
場
直
結
型
で
の
普
及

•
各
県
・
各
地
域
で

既
存
の
会
議
・
訪
問
機
会
を
活
⽤

・
支
援
調
整
会
議

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
課
内
連
絡
会
議

・
自
治
体
・
社
協
・
地
域
包
括
へ
の
個
別
訪
問

新
し
く
完
成
し
た

・
家
計
リ
ス
ク
点
検
ア
プ
リ

・
学
習
教
材
（
参
考
書
・
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
）

を
そ
の
場
で
⾒
せ
て
説
明

ポ
イ
ン
ト

参
加
人
数

開
催
回
数

県
名

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

従
事
者
研
修
な
ど

２
８
７

１
４

佐
賀

⾏
政
の
保
護
課
に
も

ア
プ
ロ
ー
チ

６
４

１
５

⻑
崎

各
市
の
支
援
調
整
会
議
を

活
用
。

１
８
１

１
１

大
分

こ
の
ほ
か
に
高
校
生
千
名
へ

⾦
銭
教
育
講
座
開
催

１
１
２

９
熊
本

地
域
委
員
が
い
な
い
中
、

自
⽴
や
福
祉
課
を
訪
問

６
３

⿅
児
島

熊
本
か
ら
説
明
の
た
め

宮
崎
へ
。
歓
迎
い
た
だ
く

６
２

宮
崎

６
５
６

５
４

合
計
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•
チ
ラ
シ
・
名
刺
サ
イ
ズ
カ
ー
ド
を
配
布
し

Q
R
コ
ー
ド
を
一
緒
に
確
認

•
「
最
後
に
送
信
ボ
タ
ン
を
押
す
」
な
ど

つ
ま
ず
き
や
す
い
点
を
事
前
に
共
有

•
「
ど
の
場
面
で
使
う
か
」
を

・
相
談
初
期

・
家
計
相
談
へ
の
導
入

に
絞
っ
て
説
明

多
く
の
地
域
で
共
通
し
た
反
応

•
「
家
計
の
話
を
切
り
出
し
や
す
い
」

•
「
相
談
初
期
の
入
口
と
し
て
使
え
る
」

•
「
結
果
が
⾒
え
る
の
で
説
明
が
楽
」

•
「
教
材
が
あ
る
こ
と
で
支
援
の
共
通
認
識
が
で
き
る
」

特
に
効
果
的
だ
っ
た
点

•
そ
の
場
で
QR
を
読
み
取
り
、

“自
分
が
使
う
イ
メ
ー
ジ
”を
持
っ
て
も
ら
え
た

•
⼩
学
生
、
中
学
生
に
向
け
た
教
材
の
要
望
が
上
が
っ
た
。

•
広
域
エ
リ
ア
ほ
ど
分
散
型
が
有
効

•
既
存
の
会
議
・
訪
問
機
会
を
使
う
と

負
担
な
く
普
及
で
き
る

•
説
明
は

「
ど
の
相
談
場
面
で
使
う
か
」
に
絞
る
と

伝
わ
り
や
す
い

家
計
リ
ス
ク
点
検
ア
プ
リ
と
学
習
教
材
の

全
国
普
及
と
早
期
支
援
に
繋
げ
る
事
業

高
校
生
へ
の
金
銭
教
育
の
報
告

九
州
（
福
岡
以
外
ブ
ロ
ッ
ク
）

社
会
福
祉
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
（
熊
本
）

高
濱

千
夏

社
会
福

祉
法

人
グ

リ
ー

ン
コ

ー
プ
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社
会

福
祉
法

人
グ

リ
ー

ン
コ
ー

プ
48

①
熊
本
県
消
費
生
活
講
座

（
消

費
者
支

援
ネ

ッ
ト

熊
本
よ

り
依

頼
）

１
１
月

４
日

県
立

熊
本

北
高

等
学
校

３
年

生
３
５
０
名

１
１
月

１
０
日

私
立
有

明
高

等
学
校

３
年
生

１
５
０
名

１
月

１
９
日

県
立

人
吉

高
等

学
校
五

木
分
校

３
年

生
２
名

２
月
１
９
日
（予

定
）

県
立

熊
本

農
業

高
校

３
年
生

３
６
０
名

家
計
の
見
直
し
参
考
書
を
ベ
ー
ス
に
授
業
を
構
成

北
高

は
進

学
校

の
た

め
、

進
学

し
た

場
合

に
特

化
し

た
話

。
仕

送
り

の
金

額
を

相
談

し
て

い
な

い
世

帯
が

多
か

っ
た

。

有
明

高
校

は
進

学
、

就
職

、
看

護
科

へ
内

部
進

学
と

多
様

な
進

学
先

だ
っ

た
た

め
、

講
師

３
名

で
分

担
し

て
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
対

応
。

先
生

の
感

想
「

１
時

間
で

は
も

っ
た

い
な

い
。

来
年

は
２

コ
マ

以
上

で
」

五
木
分

校
は

、
生

徒
二

人
と

も
就

職
。

自
宅
か

ら
通

勤
の

予
定

だ
っ

た
。

ど
う
し

て
も

車
が

必
須

な
土

地
柄

。
車

の
維

持
費

や
将

来
一

人
暮

ら
し

を
す

る
た

め
に

計
画

的
に

貯
金

す
る

方
法

な
ど

、
実

践
的

な
講

座
と

な
っ

た
。

社
会
福

祉
法

人
グ

リ
ー

ン
コ

ー
プ

49

社
会
福

祉
法

人
グ

リ
ー

ン
コ

ー
プ

50

御
船

町
社

会
福

祉
協
議

会
の

地
域

貢
献

活
動

の
一

環
と

し
て

、
地
元

の
県

立
御

船
高

等
学

校
３

年
生

を
対

象
に
、

「
新

社
会

人
に

向
け

た
お

金
の

使
い

方
」
講

座
を

毎
年

開
催

さ
れ

て
お

り
、

今
回

で
３
回

目
。

進
路

は
進

学
と

就
職
が

半
々

。
先

生
か

ら
は

「
分

か
り

や
す

く
、
簡

潔
に

。

給
与

明
細

の
見

方
、
奨

学
金

が
返

せ
な

い
時

の
対

処
法

な
ど

、
実
用

的
な

話
を

お
願

い
し

た
い

」

１
月

発
行

の

「
み

ふ
ね

社
協

だ
よ
り

」
に

て
紹

介
い

た
だ

き
ま

し
た

。

②
御
船
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
依
頼

１
２
月
１
９
日

県
立
御
船
高
等
学
校
３

年
生

１
６
０
名

0102030405060708090

理
解
で
き
た

ま
あ
ま
あ

難
し
か
っ

た

講
座

の
理
解

度
に

つ
い
て

ア
ン
ケ

ー
ト

結
果

社
会

福
祉
法

人
グ

リ
ー

ン
コ
ー

プ
51
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・
思
っ

た
よ
り
、

自
由

に
使

え
る

お
金

が
無
く

て
驚

い
た

効
率

的
に

や
っ

て
い
こ

う
と
思

う
。

こ
の
講

座
を
受
け

て
た

め
に

な
る

こ
と

を
た
く
さ

ん
知

る
こ

と
が

で
き

た
の
で

良
か
っ

た
と

感
じ

た
。

・
実
際

に
自
分
の

行
く

会
社

の
求

人
票

に
書
い
て

あ
る

手
取

り
額

と
必

要
な
金

額
を
引

い
て

み
る

と
手

に
残
る

お
金

っ
て
い

う
の

は
ほ

ん
と
に

少
な

い
し
様

々
な

も
の

が
多
く

生
活

す
る
の

も
結

構
苦

労
す
る
ん

だ
な

と
思

い
ま

し
た

。

・
仕
事

を
し
始
め

て
一

人
暮

ら
し

を
し

た
と
き
に

給
料

か
ら

ど
れ

く
ら

い
の
お

金
が
引

か
れ

て
い

く
か

を
計
算
し

て
実

際
に

自
分

が
自

由
に
使
え

る
お

金
の

金
額

が
だ

い
た
い

わ
か

っ
て
よ

か
っ
た

。

・
趣
味

な
ど
に
使

え
る

分
の

お
金

は
思

っ
て
い
た

よ
り

少
な

か
っ

た
の

で
将
来

は
貯
金

を
コ

ツ
コ

ツ
重

ね
て
、
旅

行
に

行
っ

た
り

好
き

な
も
の
を

買
い

た
い

と
思

い
ま

し
た
。

・
親
に

も
お
金
の

こ
と

を
心

配
さ

れ
て

い
た
か
ら

講
話

を
受

講
し

て
お

金
の
使

う
優

先
順
位

が
分

か
っ

た

・
仕
事

を
し
だ
し

た
ら

い
き

な
り

大
金

が
入
る

か
ら

つ
い
浮

か
れ

て
散

財
し
て

し
ま

う
か
も

し
れ
な
い

か
ら
そ
う

な
ら

な
い

よ
う

に
し

っ
か
り

計
画

を
立
て

て
お

金
を

使
う
こ

と
の

大
切
さ

を
学

ぶ
こ

と
が
で
き

た
。

社
会

福
祉
法

人
グ

リ
ー

ン
コ
ー

プ
52

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
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